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第
一
草
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と
連
川
に
関
す
る
報
告
書
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|
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ノ
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)

ン
ヱ
フ
ァ
ソ
ン
大
統
領
の
治
次
就
任
油
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び
第
六
同
年
次
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書

(
3
)
連
邦
政
府
の
開
発
政
策
の
基
本
構
造

第
一
節
子
「
一
サ
ピ
ク
&
デ
ラ
ウ
ェ
ア
運
河
事
業
と
辿
川
政
府

(
1
)
州
際
事
業
と
し
と
の
チ
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サ
ピ

l
ク
&
デ
ラ
ウ
ェ
ア
運
河
事
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2
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ク
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ェ
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運
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3
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文
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道
路
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河
に
関
す
る
掛
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吉
一

(
1
)
「
進
路
と
運
河
に
閉
す
る
報
パ
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亭
ど
の
成
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斗
ち
と
チ
ェ
ザ
ピ

1
ク
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デ
ラ
ウ
ェ
ア
逆
相
会
社

(
2
)
「
進
路
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運
河
に
関
す
る
報
引
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円
一
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切
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い
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政
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刊
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書
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の
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判
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エ
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ュ
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ヨ
ー
ク
州
の
動
き

(
4
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ハ
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ト
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ォ
ー
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八
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予
後
の
政
治
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反連rr，主主との悶い r，↑)

第
節
一
八
年
戦
争
後
|
|
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
第
七
四
年
次
教
再
と
連
邦
再
生

(
1
)
マ
一
ア
ィ
ゾ
ン
政
権
の
謀
題

A
2
)
一
八
年
戦
争
後
の
内
陣
開
発
政
策
的
動
山

(
3
)
カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
阿
退
官
引
業

第
一
節
ボ
ー
ナ
ス
法
案
へ
の
道
程

(
1
)
一
八
年
戦
争
後
の
ニ
コ

l
ヨ
i
ク
州
の
陳
情
活
動

(
2
)
ボ
ー
ナ
ス

U
案
提
山
川
に
F

川
け
て

第
一
石
川
一
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
大
料
修
疋

(
1
)
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
提
山
と
カ
ル
ブ
1
ン
の
意
図

(
2
)
公
平
性
の
問
題

(
3
)
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
り
決

(
4
)
そ
の
他
の
審
ぷ

第
四
節
マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
位
否
権
発
動

第
阿
草
反
連
邦
字
義
と
の
闘
い

第
節
マ
デ
イ
ノ
ン
大
統
領
の
位
否
権
発
動
と
ニ
ユ
ヨ
ー
ク
叶
の
動
向

第
一
節
帽
刊
行
権
の
残
響

(
1
)
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
亡
亙

(
2
)
除
草
長
'H
カ
ル
フ

1
シ
の
恨
パ
門
古

(
3
)
モ
ン
ロ
ー
の
市
刊
行
佐

第
一
石
川
山
内
陸
開
党
政
策
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
ン
ス
テ
ム

(
1
)
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
同
道
の
維
持
補
修
法
楽
に
対
す
る
拒
否
権
を
越
え
て

(
2
)
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム

(
3
)
モ
ン
ロ
ー
政
権
よ
則
の
内
降
開
発
政
策

(
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号
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日見

終
章
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
動
揺

第

節

エ

リ

1
運
加
の
成
功
と
波
紋

第
一
節
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
協
和
討

第
三
節
終
わ
り
に

4 

H附

第
一
節

ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
ト
人
制
修
正
L

ー
)
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
促
山
川
と
カ
ル
フ

l
ン
の
意
図

カ
ル
フ

l
ン
の
提
条
を
審
議
し
た
委
員
会
は
一
一
一
打
一
一
一
一
一

H
に
、
全
一
条
か
ら
成
る
短
い
内
降
開
発
法
案
(
〉
戸
国
三
宮
切
の
汁
名
目
汁

Eヰ

官
]
⑦
門
左
岸
川
釦
切

ω
ロ
24H戸山口
2
戸「『

E
H〔

H
h
C
M
1
5
Z
2
5
-
-日
ロ
コ
)
三
山
口
毘
口
広
一
吾
巾

F
Oロ
ロ
切

chFU⑦
Z
巳
E
H
E一
回
山
口

r
E
E
Pめ
ど

E
F
R
-
∞E
Z
ω
ω
}
H
P
H
d
。『】

E

い
わ
ゆ
る
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
保
内
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
次
合
衆
国
銀
れ
設
立
認
可
の
見
返
り
と
し
て
の
特
別
配
叶
令
の

〔

-
=
E
2】【一切)、

総
額
一
五

o
hド
ル
を
道
路
と
運
河
の
開
発
基
金
と
し
、
財
務
長
官
の
管
理
下
に
世
く
と
い
っ
た
、
非
JH
に
、
ン
ン
ブ
ル
な
法
巣
だ
っ
た
じ
連

邦
助
成
の
対
象
を
具
体
的
に
判
定
せ
ず
、
開
発
品
金
創
設
を
目
的
と
し
た
点
が
こ
れ
ま
で
の
法
案
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
c

ポ

ナ

ス

法

カ
ル

7
1
ン
の
肋
談
に
よ
り
連
邦
ド
院
の
全
体
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
υ

こ
の
円
、
提
来

高
で
あ
る
カ
ル
フ

l
ン
は
、
開
花
対
象
を
列
挙
せ
ず
開
発
長
令
を
創
設
す
る
法
案
を
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

詳
細
な
法
案
は
可
決
す
る
見
込
み
が
低
い

f

叫
能
性
が
あ
り
そ
、
つ
な
シ
ス
テ
ム
に
制
部
で
以
対
す
る
人
々
と
原
則
に
お
い
て
反
対
す
る
人
々

と
が
結
び
つ
い
て
、
法
案
を
廃
案
に
す
る
こ
と
は

U
に
見
え
て
い
る

n

そ
れ
ゆ
え
、
あ
え
て
法
案
の
条
『
止
に
詳
細
な
事
業
内
零
を
盛
り
込
ま

系
は
一
八
七
年
一
月
四
日
に
、

な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
委
員
会
は
法
案
を
「
そ
れ
白
休
最
も
適
切
で
最
も
成
功
し
そ
う
な
形
に
ま
と
め
た
」
こ
と
を
半
間
に
認
め
、
「
慕

北法;)7(4-28)15ω



金
を
創
設
す
る
こ
と
は
最
初
の
行
為
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
唯
一
実
行
同
能
な
遣
で
あ
る
」
?
と
注
べ
た
c

法
案
の
中
で
刷
発
対
象
に
つ
い
て

列
挙
し
て
は
い
な
い
が
、

カ
ル
フ

l
ン
は
作
曲
説
の
巾
で
、

メ
イ
ン
か
ら
ル
イ
ジ
ア
ナ
に
い
た
る
4T
要
な
父
通
路
、

五
大
湖
と
ハ
ド
ソ
シ
川
と

の
交
通
路
、
大
西
洋
沿
岸
部
の
大
商
業
都
市
と
丙
部
諸
州
を
結
ぶ
交
通
路
、
そ
し
て
、
西
部
と
ニ
コ

I
オ
リ
ン
ズ
と
を
結
ぶ
交
通
路
刷
発
の

重
要
性
に
触
れ
て
い
る
。
開
花
対
象
を
別
示
し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
批
判
を
承
知
の
L
L

で
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
ポ
業
が
可
決
示

認
さ
れ
る
内
零
を
模
索
し
た
苦
肉
の
策
が

ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
原
楽
だ
っ
た
〔

開
発
某
金
の
創
設
を
最
大
の

U
的
と
し
た
戦
略
は
明
ら
か
に
成
功
し
た
っ
こ
れ
ま
で
連
邦
卜
院
で
し
ば
し
ば
百
決
さ
れ
て
き
た
こ
の
程
の

内
陣
開
発
法
宮
市
が
、

一
一
月
八
日
、
辺

T
数
の
支
持
を
得
て
下
院
を
通
過
し
た
か
ら
で
あ
る
υ

し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ナ
ス
法
系
が
叶
決
さ
れ

た
と
き
、
巾
l
初
目
指
し
た
開
発
基
金
構
想
か
ら
は
程
遣
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
条
文
の
中
で
、
恭
金
は
「
各
川
問
の
共
通

の
通
商
」
と
「
共
同
防
衛
」

の
た
め
に
道
路
ャ
運
川
を
建
設
し
、
河
川
を
改
修
す
る
こ
と
を
同
的
と
し
た
も
の
と
修
正
さ
れ
た
。
し
か
も
、

基
金
の
運
川
方
法
に
つ
い
て
も
、
連
邦
談
会
は
よ
該
州
の
同
意
を
得
て
全
休
の
福
祉
に
最
も
貢
献
す
る
方
法
」

で
運
用
す
る
こ
と
、
拠
山

き
れ
る
資
金
の
配
分
は
「
各
州
の
卜
院
議
口
数
に
比
例
す
る
」
こ
と
、
と
い
っ
た
条
引
が
付
け
加
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
文
言
が

付
け
加
わ
っ
た
だ
け
で
あ
ワ
た
が
、
条
?
止
全
体
を
通
し
て
み
た
と
き
、
若
干
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も

λ
き
な
開
発
政
策
の
内
容
そ
の
も
の

反連rr，主主との悶い r，↑)

の
変
質
だ
っ
た
の

カ
ル

7
1
ン
は
提
案
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
法
案
の
重
要
性
を
訴
え
た
の
か
。
審
議
の
最
初
を
飾
っ
た
カ
ル

7
1
ン
の
一
月
四
円
の
演
説

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
ボ
ー
ナ
ス
法
楽
が
従
来
の
内
除
開
発
法
九
条
に
比
べ
、
非
常
に
短
く
か
っ
ン
ン
フ
ル
な
も
の
と
は
い
え
、

カ
ル
フ

l

ン
の
開
発
政
浪
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
シ
の

「
道
路
と
運
河
に
闘
す
る
報
止
門
書

に
通
じ
る
正
統
派
の
議
論
で
あ
り
、
格
別

特
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
〔
カ
ル
ブ

l
ン
は
、
委
員
会
を
代
表
し
て
法
案
を
提
出
す
る
に
当
た
っ
て
、
改
め
て
、
な
ぜ
述
邦
政
府
が
内
陸

開
発
政
策
を
行
う
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
彼
の
理
由
は
明
快
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
内
陸
同
発
事
業
に
は
州
聞
の
対
立
が
つ

北法57(4-2911;;61



日見

き
も
の
で
、
州
一
連
邦
政
府
の
み
が
州
聞
の
対
立
を
乗
り
越
え
大
胤
枚
な
事
業
を
遂
「
れ
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
、
な
ぜ
連
邦
規
模
で
の

内
障
開
発
事
業
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
積
の
一
一
両
論
で
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
る
政
治
的
統
合
の
推
進
、
園
内
市
場

4 

H附

の
活
性
化
と
経
済
的
発
展
、
そ
し
て
八
一
汗
戦
予
の
経
験
を
喚
起
す
る
軍
事
的
効
川
と
い
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
も
、
災
通

綱
の
整
備
と
連
邦
の
維
持
を
体
化
し
て
捉
え
、

カ
ル

7
1
ン
は
次
の
よ
う
に
強
く
訴
え
た
。
「
私
た
ち
は
連
邦
解
体
に
向
か
う
あ
ら
ゆ
る

傾
向
に
抗
す
る
た
め
に
緊
急
の
責
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
¥
」
内
装
の
流
通
領
域
が
拡
大
す
れ
ば
、
社
会
的
交
流
の
領
域
も
広
が

り
ま
す
し
、
私
た
ち
を
よ
り
強
く
結
び
付
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
私
た
ち
の
運
命
を
よ
り
分
か
ち
が
た
い
も
の
に
す
る
の
で
あ
り

一ユ」

で
結
び
付
け
ま
し
ょ
う
」
っ
彼
の
演
説
は
、
法
案
の
原
案
者
と
し

ま
す
」
、
「
き
あ
、
共
和
国
を
道
路
と
辺
、
刊
の
完
全
な
る
体
系
(
広
三
宮
巳
)

て
の
自
信
が
み
な
き
る
も
の
だ
ヲ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
体
系
的
な
『
父
通
網
開
発
の
必
要
性
は
連
邦
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
の
強
い
信
念
を
も
っ
た
カ
ル
フ

l
ン
に
は
、
議
場
に

い
る
多
く
の
談
員
た
ち
が
自
分
と
同
じ
よ
う
な
考
え
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
甘
え
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
コ
実
際
、

そ
の
後
展
開
き

れ
た
審
議
の
坊
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
山
は
州
の
思
惑
や

H
ら
の
信
念
に
某
づ
い
て
法
奈
の
修

t
を
提
案
し
て
い
っ
た
っ
制
部
に
お
け

る
議
論
を
避
け
る
た
め
に
大
枠
だ
け
の
法
案
を
作
成
し
た
カ
ル
フ

l
ン
の
意
図
は
議
論
の
初
日
か
ら
も
ろ
く
も
崩
れ
士
り
、
噴
出
し
た
議
論

は
、
カ
ル

7
i
ン
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
占
向
に
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
、
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
c

(2)
公
ギ
性
の
問
題

連
邦
卜
院
で
可
決
し
た
法
案
の
原
型
は
ほ
ぼ
二
月
川

H
か
ら
八
日
に
か
け
て
の
卜
防
審
=
議
の
中
で
形
成
さ
れ
た
c

最
初
の
修
H
提
官
官
は
、

一
一
月
凶
判
、

(
河
コ
wω
戸
ロ
切
月

o
己
)
か
ら
出
た
〔
彼
は
内
陸
附
充
基
金
の
対
象
か
ら
道
路
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
山
川
の
工
ラ
ス
タ
ス
ル
ー
ト

外
す
修
d
提
案
を
行
っ
た
υ

ル
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
運
河
は
連
邦
政
府
の
政
策
対
象
と
な
り
う
る
が
、
道
路
は
州
政
府
の
交
通
政
策
と
低
触

北法'J7(4'30)lS62



す
る
と
い
う
c

と
い
う
の
も
、
道
路
は
近
隣
地
域
の
住
民
が
↓
丁
に
利
川
し
地
域
住
が
強
い
の
に
対
し
て
、
選
州
門
は
地
域
牲
を
限
た
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
、
ま
た
、
運
河
は
遠
隔
地
問
の
凶
u
m
流
通
を
促
進
し
、
連
邦
内
を
統
合
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
υ

こ
の
白
'
に
関
し
て
彼
の
念
頭

オ
ハ
イ
オ
川
、
ワ
パ
シ
ユ
川
を
結
ぶ
内
陸
航
行
路
で
、
こ
れ
ら
の
ル

I
ト
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、

東
部
と
阿
山
と
の
y

父
流
が
進
み
連
帯
意
識
が
芽
生
え
、
八
一
一
年
戦
苧
末
期
北
東
部
の
諸
川
が
開
催
し
た
ハ

l
ト
フ
ォ
ー
ド
会
議
の
よ
う

に
あ
っ
た
の
は
、

五
大
湖
と
ハ
ド
ソ
ン
川
、

な
事
態
は
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
政
治
的
経
済
的
効
果
で
あ
っ
た
の
そ
の

方
で

ル
ー
ト
は
、
道
路
建
設
の
た
め
に
開
発
某
金
が

用
い
ら
れ
る
の
は
、
既
に
道
路
網
の
発
達
し
た
州
に
と
っ
て
不
公
ヤ
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、

メ
イ
ン
地

μ
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
サ
バ
ン
ナ
ま
で
の
土
要
道
路
の
整
備
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
取
り
さ
た
き
れ
て
き
た
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら
デ
ラ

ウ
コ
ア
川
の
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
ま
で
は
既
に
良
質
な
道
路
が
あ
る
。
し
か
も
、
大
西
洋
沿
岸
の
東
部
や
中
部
で
は
只
間
企
業
に
よ
る
有
料
道

路
建
設
が
出
発
で
道
路
網
は
さ
ら
に
拡
張
し
て
い
る
c

そ
れ
ゆ
え
、
市
部
の
道
路
建
設
に
連
邦
基
金
が
用
い
ら
れ
る
の
は
公
干
で
は
な
い
と

ル
ー
ト
は
下
張
し
た
。

ル
ー
ー
の
設
へ
師
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
進
め
る
工
リ

I
運
河
内
J
業
に
有
利
な
法
案
に
ボ
ー
ナ
ス
法
楽
を
改
札
し
よ
う
と
す
る
意
図
が

見
え
隠
れ
し
て
い
る
c

し
か
し
、
川
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
た
一
方
的
な
議
論
と
は
百
い
切
れ
な
い
側
出
も
あ
っ
た
c

と
い
、
つ
の
も
、
あ
る
志

反連rr，主主との悶い r，↑)

味
で
、
当
時
の
内
陸
出
発
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
や
人
々
の
音
官
識
を
与
え
た
と
き
、
重
申
凡
な
論
点
を
汗
き
彫
り
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
つ
そ
れ
は
、
第
一
に
、
諸
州
附
に
あ
る
経
済
力
の
歴
然
と
し
た
格
差
で
あ
る
-
道
路
建
設
宅
業
に
関
し
て
己
え
ば
、
資
本

蓄
積
が
進
み
民
間
の
企
業
活
動
も
活
発
だ
っ
た
大
山
洋
沿
岸
の
央
i

部
や
巾
部
に
お
い
て
は
、
連
邦
政
府
の
助
成
が
な
く
と
も
向
川
で
道
路
網

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
c

一
方
、
尚
工
業
の
発
達
の
遅
れ
た
南
部
や
凶
部
で
は
、
道
路
網
の
発
達
も
立
ち
遅
れ
て
い
た
じ
こ
の
こ
と
は
当

時
の
道
路
事
情
に
つ
い
て
大
ん
の
一
致
し
た
認
識
で
あ
っ
た
【
第
二
に
、
連
邦
の
緋
帯
に
関
し
て
は
、

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
会
一
誌
の
動
き
が
連

邦
解
体
に
い
た
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
少
な
か
ら
ず
内
陸
開
発
政
策
の
談
論
に
影
を
落
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
コ
第
一
に
、

北法S7(4<Hl目的
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連
邦
国
{
主
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
中
央
政
府
が
推
進
す
る
凶
家
的
な
政
策
は
一
部
の
地
域
利
害
に
奉
仕
す
る
も
の
で
は
な
く
、
全
体
に
公
平
に

「
れ
わ
れ
る
べ
き
と
い
う
意
識
が
強
く
う
か
が
え
る
υ

ル
ー
ト
の
発
一
百
は
、
既
に
存
存
す
る
諸
州
附
の
対
立
構
造
を
反
映
す
る
も
の
だ
っ
た
。

4 

H附

さ
て
、

ル
I

J
の
修
正
提
案
は
即
出
に
百
決
き
れ
た
が
、
彼
の
連
邦
政
策
の
公
ギ
き
に
つ
い
て
の
強
い
感
覚
は
、
そ
の
後
ボ
ー
ナ
ス
法
系

の
構
想
を
歪
め
る
こ
と
に
な
る
開
発
基
金
の
配
分
提
系
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
法
案
の
中
で
大
き
な
焦
凸
'
と
な
っ
た
開
発
基
令
の
拠
出

に
よ
っ
て
提
索
さ
れ
た
c

彼
が
こ
の
修
正

て

t

酉
い
ん
刀
は

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
選
出
の
ト
マ
ス
・

R
・
ロ
パ
ト
ソ
ン

(↓7
。
ヨ

ωω
羽
田
。
寸

2
3
0ヨ
)

を
提
案
し
た
即
白
は
、

ル
1

}
と
は
異
な
る
行
景
か
ら
き
て
い
た
。

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
は
、
良
質
な
道
路
や
運
河
建
設
の
重
要
件
に
つ
い
て
は

同
意
す
る
も
の
の
、

ボ
ー
ナ
ス
法
楽
に
対
し
て
は
「
そ
れ
は
あ
い
ま
い
で
一
般
的
で
、
不
満
足
な
も
の
」
と
率
問
に
述
べ
、
連
邦
憲
法
解
釈

の
す
場
か
ら
反
対
し
た
。
彼
は
、
道
路
や
運
河
の
建
設
ポ
業
は
川
政
府
の
位
打
特
卜
に
あ
る
一
べ
き
で
、
川
政
府
の
方
が
連
邦
政
府
よ
り
も
地
域

の
需
要
や
状
況
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
お
り
、
政
策
遂
行
苫
と
し
て
望
ま
し
い
と
↓
丁
張
し
た
仁
州
権
論
苫
の
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
は
、
連
邦
憲
法

を
緩
干
か
に
解
釈
す
る
カ
ル

7
1
ン
の
立
場
に
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
コ
提
案
者
で
あ
る
カ
ル

7

1
ン
は
、
連
邦
憲
法
第
一
条
第
八
節
一

反
の
中
の
、
「
共
同
防
衛
お
よ
び
一
般
の
福
相
」

の
文
一
一
円
を
松
拠
に
、
連
邦
政
府
は
憲
法
卜
列
挙
さ
れ
た
取
目
だ
け
で
な
く
、
内
陸
開
発
事

カ
ル

7
1
ン
は
、
列
挙
権
限
の
中
の
七
頃
「
郵
便
局
お
よ
び
郵

便
道
路
を
整
備
す
る
権
限
」
は
郵
便
道
路
を
選
定
す
る
以
上
の
意
味
が
あ
る
こ
と
も
間
せ
て
小
峻
し
た
の
だ
が
、

業
に
公
的
資
金
を
拠
同
で
き
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
c

そ
の
同
連
で
、

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
は

ル
7

1
ン
の
解
釈
に
は
同
志
で
き
な
か
っ
た
コ
そ
こ
で
、
彼
は
、
連
邦
憲
法
に
適
合
す
る
よ
う
に
法
案
を
修
正
す
る
立
場
か
ら
、
各
州
の
連

邦
ぃ
l

院
議
日
数
比
に
応
じ
て
開
発
集
令
を
配
分
す
る
処
案
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
人
口
に
比
例
し
て
芥
州
に
基
金
を
配
分
す
る

と
い
う
提
案
は
、
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
c
+円
く
は
ジ
ェ

7
7
ソ
ン
大
統
領
が
同
桜
な
考
え
か
ら
、
連
邦
政
府
の
内
科
開
発
政
浪

構
想
に
お
い
て
「
各
州
へ
の
公
正
な
配
分
」
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
粍
粋
が
あ
る
〈
し
か
し
な
が
ら
、
ヵ
ル
フ

l
ン
に
と
っ
て
誤
算
だ
っ

ヲ一、ノ+」町、

f
u
l
 
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
提
案
が
百
決
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
、
こ
の
修
正
提
案
を
軸
に
、
そ
の
後
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
υ

北法'J7(4'32)lS64
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ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
同
指
し
た
内
隆
開
発
構
想
を
根
本
か
ら
崩
壊
さ
せ
る
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
提
案
に
早
速
異
を
唱
え
た
の
は
、
連
邦
卜
院
議

長
の
ヘ
シ
リ

l
・
ク
レ
イ
だ
っ
た
っ
似
は
、
十
院
議
長
と
い
う
烹
場
か
ら
全
体
の
議
論
に
参
加
す
る
の
は
本
意
で
は
な
い
と
述
べ
つ
つ
も
、

ボ
ー
ナ
ス
法
系
の
原
楽
を
擁
護
し
た
。
ク
レ
イ
は
、
内
陸
開
発
と
国
内
製
造
業
は
連
邦
議
会
の
重
点
課
題
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
-
小

L
、
「
も

し
私
た
ち
が
こ
の
法
案
を
越
え
て
何
か
を
試
み
よ
う
と
す
る
な
ら
、
も
し
私
た
ち
が
細
部
に
触
れ
る
な
ら
、
ま
た
、
も
し
私
た
ち
が
茶
令
の

拠
出
さ
れ
る
対
象
の
特
定
に
時
み
込
む
な
ら
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
結
果
が
牛
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
れ

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
何
も
な
し

え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
甘
持
金
を
拠
山
す
る
た
め
に
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
あ
る
い
は
各
州
聞
に
基
金
を
配
分
す
る
こ
と
が
ー
長
い

ま こ
す?と

ニな
〉 σ〉
、か

ノ、炉、

会う
則か
v亡
はそ
、し

M て
よ小'1
り さず
也、

聞の
民町

長男
金ド
b 資

品す
壬，.. ω

手間
る話
γ な

主品
まな
:ぎの

よか

すは
後

半田 ほ〉〆

理議
U) 弓ん

内哩
容 i
JZ LE 
『寸w ---，，:::-

め子
'"¥  
イ/ドき
ヲ廷 後

はか
次ら
会の
期間
以題
降で
にあ
す り

べ
き
だ
と
占
丁
張
し
た
r

ま
た
、
も
し
再L
法
改
正
の
必
要
が
あ
れ
ば

い
ず
れ
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
州
の
戸
国
轄
権
に
干
渉
し
な
い
よ
う
に

内
時
間
開
発
基
金
を
適
用
す
る
こ
と
で
、

チ
コ
サ
ピ
ー
ク
&
デ
ラ
ウ
ェ
ア
運
河
会
社
の
よ
う
な
個
別
事
業
に
向
資
す
る
こ
と
も
叫
能
で
あ
ろ
う

ク
レ
イ
は
、
例
え
ば
、
オ
ハ
イ
オ
川
の
沌
周
辺
の
航
行
開
発
事
業
や
ハ
ド
ソ
ン
川
と
芥
大
湖
と
を
結
ぶ
運
河
、
メ

イ
ン
地
区
か
ら
ル
イ
ジ
ア
ナ
へ
の
大
山
洋
に
沿
っ
た
、
土
製
造
路
の
刷
設
と
い
っ
た
開
発
事
業
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
諸
川
が
関
心
を
も
ち
な

と
い
、
っ
#
?
え
を
-
小
し
た
。

反連rr，主主との悶い r，↑)

が
ら
資
金
不
比
等
の
川
内
由
で
定
設
で
き
な
い
で
い
る
国
家
的
な
事
業
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
指
摘
す
る
〔
そ
し
て
、
大
規
検
開
発
ゆ
え

に
汗
州
は
白
ら
開
発
す
る
こ
と
に
十
一
分
な
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
連
邦
政
府
の
効
米
的
な

lι
授
が

必
安
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
事
業
が
完
成
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
述
、
ボ
ー
ナ
ス
法
系
の
原
系
通
り
の
承
認
を
求
め
た
。
ク
レ

イ
は
、
刷
発
基
金
の
拠
出
方
法
が
符
川
の
連
邦
卜
院
一
一
山
貝
数
比
に
胤
f
ん
さ
れ
る
と
、
開
発
事
業
は
小
川
尻
模
化
す
る
で
あ
ろ
、
っ
し
、
諸
川
に
ま

た
が
る
事
業
が
「
れ
わ
れ
に
く
く
な
る
こ
と
を
警
告
し
、
川
僚
議
員
に
慎
重
な
議
論
を
求
め
た

し
か
し
、
全
体
の
審
議
過
程
か
ら
見
る
と
、

ク
レ
イ
の
熱
弁
は
議
ポ
進
行
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
効
果
を
発
押
し
な
か
っ
た
。
ク
レ
イ
の
発

北法57(4 -:-Ull:iGS 



日見

二
は
に
応
酬
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
選
出
の
ト
マ
ス
テ
ル
7
L
ア
は
、
全
体
に
悶
わ
る
開
発
対
象
に
対
し
て
某
金
を
拠
出
す
る
た
め
に
連
邦
議

会
に
基
金
の
運
円
権
を
与
え
る
よ
う
に
し
、
開
発
事
業
の
実
際
の
遂
行
は
各
州
に
任
せ
る
修
正
を
付
加
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
。
ま
た
、

4 

H附

c
c
F
P
ロ
吋
巳
2
)
は
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
修
正
に
反
対
す
る
ク
レ
イ
や
カ
ル

7
1
ン
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
の
ジ
ョ
ン
・

B
-
イ
エ

1
7

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
な
ら
び
に
テ
ル
7
L
ア
の
修

H
提
案
を
擁
護
し
た
。
イ
コ

l
ツ
は
原
案
の
ま
ま
で
は
支
持
で
き
な
い
が
、

ト
ソ
ン
の
修
正
案
が
加
わ
る
こ
と
で
、
各
州
へ
の
拠
山
績
が
公
正
で
明
確
に
な
り
、
さ
ら
に
、
テ
ル
フ
よ
ア
の
修
H
案
に
よ
っ
て
連
邦
政
府

反
対
し
、

t] 

ノミ

の
慌
皆
権
が
行
使
さ
れ
、
特
権
の
濫
用
を
防
リ
し
国
家
的
な
開
発
対
象
に
某
余
が
拠
山
さ
れ
て
い
る
か
と
う
か
を
慌
慌
で
き
る
、
と
そ
の
支

持
の
坦
山
を
述
、
へ
た
。

テ
ル
フ
よ
ア
お
よ
び
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
修
正
案
は
岩
下
の
修
正
を
経
て
可
決
さ
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
連
邦

I
院
の

本
会
議
に
審
議
の
喝
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
c

カ
ル

7
1
ン
と
ク
レ
イ
の
煩
い
は
一
月
四

H
の
全
体
委
員
会
の
場
で
あ
ヲ
さ
り
れ
ち
昨
か

れ
た
の
で
あ
る
の

一
月
六

H
の
本
会
議
で
は
、

ア
ル
ブ
ヱ
ア
と
口
パ

1
ト
ゾ
ン
の
修

d
が
単
速
4

問
題
に
卜
っ
た
ロ

テ
ル
フ
ェ
ア
の
修
正
提
案
と
の
関
連
で
、

が
、
連
邦
議
会
に
刷
禿
対
象
を
選
定
き
せ
る
権
限
を
与

え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
大
統
領
の
示
訟
の
卜
で
川
議
会
に
守
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
動
議
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
芹
決
さ
れ
た
じ

マ
サ
チ
ュ

l
セ
y
ツ
州
選
山
刊
の
工
イ
サ
ヘ
ル
・
ス
タ
ー
ン
ズ

(〉

m
m
E
E
山
吉
釦
門
戸
山
)

焦
点
と
な
っ
た
の
は
、

や
は
り
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
修
正
文
だ
っ
た
れ
連
邦
卜
院
議
口
数
比
に
応
じ
た
開
発
某
金
の
拠
山
配
分
舵
索
は
、

ナ
ス
法
案
に
資
成
す
る
議
員
た
ち
に
お
お
む
ね
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
各
議
只
は
少
し
で
も
白
州
へ
の
配
分
額
を
増
額
さ
せ
る
た
め
に

様
々
な
修
け
を
試
み
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
の
巾
で
針
附
だ
っ
一
た
の
は
、
下
院
議
員
数
が
少
な
い
州
ゃ
、
今
後
議
員
数
桝
加
の
見

込
み
が
な
い
川
か
ら
還
出
さ
れ
た
一
訟
貝
た
ち
の
抵
抗
だ
っ
た
c

メ
リ
l
ラ
ン
ト
川
選
問
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
ミ
ス

(出

h
w
E
C
Z
出
ヨ
日
Z
)

主
の
代
表
数
が
今
後
減
少
す
る
判
能
性
が
あ
る
州
は
、
ム
f

な
ら
多
少
で
も
拠
出
領
を
受
け
取
れ
る
も
の
の
、
将
来
は
配
分
紛
が
な
く
な
る
則

能
性
が
あ
る
と
い
う
懸
念
か
ら
、
況
時
点
で
の
代
表
数
に
応
じ
た
基
令
配
分
に
し
て
ほ
し
い
、
と
ニ
ュ

1
ハ
ン
プ
ン
ヤ

1
、
コ
、
ネ
チ
カ

y
ト、
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メ
リ
l
一7
〆
ド
と
い
っ
た
小
州
の
立
場
か
ら
修
正
L

を
巾
し
山
た
υ

し
か
し
、

カ
ル

7
i
ン
は
そ
の
よ
う
な
原
則
の
押
入
は
法
楽
を
、
さ
ら
に

は
、
重
大
な
共
同
休
に
関
わ
る
全
体
の
使
必
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
連
邦
政
府
の
重
要
な
原
則
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
、

と
し
て
即
出
に

反
対
し
た
。

ケ
ン
タ

y
キ
l
州
選
山
刊
の
ベ
ン
ジ
ー
ミ
ン
・
ハ

l
デ
ィ
ン

は
、
さ
ら
に
議
論
を
五
め
て
、
開
発
募
金

(
口
合
同
』

E
Zロ
=
山
口
E
P
)

を
芥
川
に
配
分
す
る
口
パ

l
ト
ソ
ン
の
議
論
そ
の
も
の
に
以
対
の
安
勢
を
れ
も
山
川
し
た
。
彼
の
反
対
の
論
拠
は
、
連
邦
が
拡
大
し
新
川
か
ら

の
卜
院
議
口
数
が
現
在
の
二
倍
に
な
る
よ
う
な
事
態
を
懸
念
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
オ
ハ
イ
オ
州
選
出
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
l
・

ハ
リ
ソ
ン

(
r
J

己
一
戸
山
口
戸

Z
⑦ロコ一

zhw門
戸
宮
口
)

な
ら
び
に
ジ
ζ

イ
ム
ズ
キ
ル
ボ
ー
ン

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
選
山
刊
の
ソ

(
」
巳
戸

2
Rニヨ
)
O
ロ
コ
目
)
、

ロ
モ
ン

-
P
・
シ
司

l
ブ
(
目
。
-
o
E
O
H】
勺

m
F
R七
)
も
ス
ミ
ス
の
動
議
に
反
対
し
た
っ
ン
ャ

l
ブ
の
場
合
は
、
開
発
基
令
は
一
時
的
な
も
の

で
は
な
く
恒
久
的
な
も
の
で
、
国
民
の
共
有
財
産
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
在
の
議
員
数
比
を
基
金
の
配
分
比
に
凶
{
疋

さ
せ
る
ス
ミ
ス
の
提
条
は
事
実
上
不
平
苛
で
不
公
正
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
の

ス
ミ
ス
の
動
議
そ
の
も
の
は
百
決
さ
れ
た
。

ス
ミ
ス
は
現
在
の
人
口
お
よ
び
肖
を
基
礎
と
す
る

首
是
正
基
間
に
あ
く
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
巾
で

テ
ィ
モ
シ

1
・0

ヒ
y
カ
リ
ン
グ

(叶

E
Z岳》一

E
n
r
z
E白
)

は
こ
れ
ま
で
の
連
邦
卜
院
に
お
け
る
議
論
を
集
約
す
る
修

正
条

T
J

ん
を
提
起
し
た
c

提
楽
さ
れ
た
帰
入
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
じ
ま
ず
第
一
条
に
、
合
衆
国
に
保
祉
さ
れ
た
特
別
割
り
当
て
金

反連rr，主主との悶い r，↑)

及
び
今
後
一

0
年
間
に
わ
た
る
配
当
金
は

「
各
州
問
の
阿
内
通
説
を
促
進
し
か
っ
推
進
し
保
障
す
る
た
め
に
、
ま
た
共
同
防
衛
の
た
め
に
必

要
な
干
段
と
備
え
を
よ
り
容
易
に
し
か
っ
費
用
を
鮮
減
す
る
た
め
に
道
路
と
運
河
を
建
設
し
ま
た
河
川
航
行
を
改
修
す
る
た
め
の
基
金
」
と

し
て
伴
保
さ
れ
る
ニ
シ
コ
次
に
、
第
一
条
ー
と
し
て
、
「
さ
ら
に
以
ぃ
ー
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
υ

当
該
慕
金
を
構
成
す
る
資
余
は
、
連
邦
議
会
が
当

該
川
の
同
意
を
得
て
法
律
に
従
い
一
般
の
福
相
に
最
も
寄
守
す
る
十
刀
法
で
監
督
し
、
そ
の
時
々
に
お
い
て
各
州
に
お
け
る
道
路
や
運
河
を
建

設
す
る
あ
る
い
は
建
設
す
る
の
を
主
擬
す
る
た
め
に
、
河
川
航
行
を
改
修
す
る
た
め
に
あ
る
い
は
改
修
を
主
援
す
る
た
め
に
適
川
さ
れ
る
c

き
ら
に
、

上
記
の
対
象
に
対
し
て
当
該
資
金
の
芥
州
に
お
け
る
拠
向
割
合
は
、
同
の
立
法
府
で
最
大
議
員
数
を
有
す
る
部
門
の
代
表
数
比
市

北法57(4 <Ej) 1:)67 



日見

と
い
う
条
丈
の
凶
入
が
提
案
さ
れ
た
c

に
応
じ
る
も
の
と
す
る
」
(
波
線
部
は
筆
者
に
よ
る
)

こ
の
修
H
奈
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
道
路
と
述
川
の
建
設
と
並
ん
で
、
河
川
改
修
も
開
発
某
金
の
拠
出
対
象
と
し
て
含
め
た
こ
と
っ
第
二
に
、

4 

H附

法
案
の

R
的
は
川
内
通
刷
の
活
性
化
と
共
通
防
向
の
促
進
と
し
て
連
邦
憲
法
上
の
松
拠
が
明
確
に
き
れ
た
こ
と
っ
第
一
に
、
募
金
を
運
用
す

る
際
、
建
設
事
業
だ
け
で
な
く
、
既
に
あ
る
事
業
の
開
発
支
授
に
適
川
さ
れ
る
よ
う
に
州
が
も
た
せ
ら
れ
た
こ
と
。
第
川
に
、
連
邦
議
会
が

基
金
の
逗
川
を
法
律
に
従
っ
て
監
督
す
る
が
、
そ
の
際
、
当
該
州
の
川
窓
を
必
要
と
す
る
と
し
た
こ
と
c

第

4
に
、
連
邦
議
会
は
、
全
体
の

福
祉
に
脊
守
す
る
方
法
で
基
金
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と
と
し
て
、
州
内
の
開
発
ポ
業
へ
の
無
制
限
な
適
用
に
歯
止
め
を
か
け

た
こ
と
。
第
六
に
、
連
邦
募
金
の
配
分
は
連
邦
卜
院
議
員
数
に
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
わ
か
る
よ
う
な
r
止
一
円
に
修
正
し

た
こ
と
だ
っ
た
。

ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
提
案
者
で
あ
る
カ
ル
フ

l
ン
は
、
こ
れ
ら
の
修

H
に
対
し
て
と
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
υ

支
は
、
彼
は
こ

れ
ま
で
の
修
正
提
案
に
刈
し
て

U
立
っ
た
反
論
を
し
て
こ
な
か
っ
た
ロ

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
修
正
文
が
引
け
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
川
法
案
は
因

家
的
な

R
的
に
本
仕
す
る
と
の

U
的
を
高
い
な
が
ら
、
運
用
山
で
芥
州
政
府
の
、
土
導
権
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
大
規
模

な
開
発
事
業
ゃ
諸
州
に
ま
た
が
る
閣
発
事
業
へ
の
支
援
が
雑
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
c

し
か
し
な
が
ら
、
内
科
の
本
質
に
悶
わ
る
こ

と
で
カ
ル

7
i
ン
が
反
論
し
た
の
は
、
「
当
該
州
の
同
志
を
刊
で
」
と
い
う
文
↓
一
円
の
削
除
を
ム
要
請
し
た
時
だ
け
だ
っ
た
υ

一
月
『
ハ
日
に
カ
ル
フ

i

ン
は
こ
の
文
一
一
μ

の
削
除
を
巾
し
山
た
が
、
刷
工
円
大
多
数
の
以
対
で
合
決
さ
れ
た
。
中
l
初、

カ
ル

7
1
ン
は
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
修
正
す
る
こ
と

な
く
原
系
の
ま
ま
で
司
決
し
て
ほ
し
い
と
↓
下
張
し
た
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
法
系
の
門
的
を
変
質
さ
せ
る
修
正
に
対
し
て
、
先
述
の
文
一
三
門
削

除
を
除
い
て
は
表
立
っ
た
反
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
じ
審
議
に
お
け
る
カ
ル
フ

l
ン
の
こ
の
態
度
は
実
質
的
に
修
正
案
を
容
認
す

る
に
与
し
い
も
の
だ
っ
た
c

ピ
y
カ
リ
ン
グ
の
修
正
提
案
に
関
し
て
は
、
当
然
の
ポ
な
が
ら
異
論
が
続
出
し
た
。
し
か
し
、

一
一
月
ハ
日
か
ら
七
円
に
か
け
て
の
全
休
の

北法;)7(4-36)1同月



議
論
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
提
案
者
の
カ
ル
フ

l
ン
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ボ
ー
ナ
ス
法
奈
の
法
律
化
を
推
進
し
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ

の
議
員
は

一
部
に
不
満
を
抱
え
な
が
ら
も
最
終
的
に
修
正
を
椋
護
す
る
議
論
を
展
開
す
る
場
令
が
多
か
っ
た
。
判
に
、
白
州
内
で
大
規
模

な
開
発
計
山
が
進
行
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
の
議
只
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
だ
っ
た
。

出
績
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
下
恕
さ
れ
る
メ
リ

l
ラ
ン
ド
川
の
よ
う
な
小
川
か
ら
の
議
員
た
ち
は
、
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
提
案
し
た
修
止
7
1

んへ

一
方
、
開
発
基
金
の
拠

の
反
対
を
最
後
ま
で
崩
さ
な
か
っ
た
υ

ま
た
、
修
正
さ
れ
て
も
ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
連
邦
憲
法
に
照
ら
し
て
違
憲
で
あ
る
と
し
て
反
対
の
止
場

を
と
り
続
け
た
議
員
も
い
た
っ

違
憲
派
と
し
て
は
、
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

F
・
パ

1
パ
l
(
司
F
E
召
司
ロ
員
一
)
。
戸
之
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
サ
イ
ラ
ス
・

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
川
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ハ

l
デ
ィ
ン
と
い
っ
た
議
員
た
ち
が
論
陣
を
張
っ
た
。
連
邦
憲
法
を
厳

キ
ン
グ
(
円

1
5
自
己
ね
)
、

格
に
解
釈
す
る
パ

l
パ
l
は、

一
円
『
ハ
目
、
州
政
府
の
管
特
権
は
幅
広
く
市
民
生
出
会
般
に
及
ぶ
と
の
観
点
か
ら
、
民
成
派
が
ー
小
す
連
邦
憲

法
卜
の
恨
拠
に
つ
い
て

一
つ
一
つ
反
論
を
加
え
た
。
ま
ず
、

般
の
福
祉
や
共
川
防
衛
を
刑
判
自
に
道
路
や
運
河
の
建
設
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
憲
法
が
規
定
す
る
列
挙
権
限
の
意
味
が
な
く
、
連
邦
政
府
の
権
限
は
鉦
制
限
な
も
の
に
な
る

J

次
に
、
郵
促
局
お
よ

ぴ
郵
便
道
路
の
選
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
郵
使
ル

l
卜
を
選
定
す
る
以
上
の
意
味
は
な
い
し
、
運
河
に
は
、
世
用
で
き
な
い
c
ま
た
、

反連rr，主主との悶い r，↑)

憲
法
が
制
心
さ
れ
た
頃
か
ら
既
に
州
政
附
が
山
民
生
活
の
使
丘
を
は
か
る
た
め
に
州
内
の
内
陸
開
発
事
業
を
担
っ
て
お
り
、
連
邦
政
府
が
道

路
建
設
を
行
う
必
要
は
な
い
コ
通
商
規
制
権
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
で
の
連
邦
政
府
の
役
割
は
各
州
附
の
通
商
条
件
を
半
生
7
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
道
路
や
運
河
を
佳
設
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
開
発
権
は
州
干
権
に
存
す
る
実
質
的
か
っ
独
立
し
た
属
性
と
し
て
州
政
府
に
あ

る
c

ま
た
、
軍
隊
を
組
織
し
緋
持
す
る
権
限
か
ら
も
郵
便
道
路
の
整
備
と
同
様
に
、
内
際
開
発
権
は
派
生
し
な
い
c

連
邦
政
府
に
は
恒
久
的

な
山
中
用
道
路
を
建
設
す
る
権
限
は
な
く
、
州
の
道
路
で

l
分
で
あ
る
と
論
じ
た

F

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
追
憲
派
の
議
論
に
対
し
、
合
憲
派
は
連
邦
憲
法
の
拡
大
解
釈
で
対
抗
し
た
コ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
山
の
ト
マ
ス

北法57(4. ;.m 1:)69 



日見

R

ゴ
ー
ル
ド

は
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
対
す
る
憲
法
上
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
、
連
邦
志
法
が
こ
れ
ま
で
開
発
恭
金
の

(↓7
0
吉
川
区
間

C
E
E
)

拠
山
山
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
志
渋
問
題
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
議
論
を
進
め
た
υ

似
は
、
通
出
規
制
権
は
連
邦

4 

H附

政
府
の
惟
限
の
中
で
最
も
重
安
な
惟
限
で
、
園
内
の
商
業
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
道
路
及
び
運
河
を
用
い
た
通
商
?
父
通
網
が
繋
備
き
れ
る

必
要
が
あ
り
、
こ
の
交
通
路
は
軍
隊
の
迅
速
な
移
動
ゃ
補
給
の
確
保
の
点
で
八
二
年
戦
争
の
経
験
か
ら
共
同
防
衛
の
際
に
も
有
窓
義
で

議
論
を
提
出
す
る
一
方
で

ョコ

pγyレ

州ド
がは
推〈
進 f

Z i 
二に 2 

11B 
運 I''J

刈任
問ナ

手ス
々

の~

連 1:1::

手11 千百
支人
援主
常是
づ、 L、
めごか
t::.Ltl，に
リ強

ベめ
/る
ンの
jしか
ヴと
工し、

一つ
アー
ナト| 般
選的
山な

あ
る
こ
と
を
示
峻
し
た
〔
さ
ら
に
、

の
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
現
法
案
は
、
側
々
の
州
の
同
意
が
な
け
れ
ば
何
も
提
宮
市
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
判
定
の

U
的
や
基
金
の
適

用
J

刀
法
を
将
来
の
連
邦
議
会
に
委
ね
て
お
り
、
恭
金
を
設
立
す
る
だ
け
な
の
で
、
連
邦
憲
訟
の
範
囲
内
で
あ
る
と
↓
下
張
し
た
c

ま
た
、
連
邦

憲
法
は
、
共
和
政
体
を
維
持
し
、
通
商
を
規
制
し
、
共
川
防
衛
と
一
般
の
約
制
の
増
進
を
連
邦
政
府
の
役
割
と
し
て
い
る
c

そ
し
て
、
「
交

通
路
が
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
共
通
の
利
訴
を
も
て
ま
せ
ん
し
、
道
路
や
運
川
が
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
?
父
流
は
困
難
、
な
い
し

は
実
行
今
小
可
能
な
の
で
す
」
と
述
べ
、
交
通
路
の
存
在
が
、
市
↓
然
の
こ
と
な
が
ら
、
平
時
に
お
い
て
も
戦
時
に
お
い
て
も
不
付
欠
な
役
割
を

米
た
す
こ
と
を
ふ
下
張
し
、
連
邦
憲
法
改
正
は
必
安
な
い
と
の
考
え
を
-
小
し
た
じ
ま
た
、
財
政
の
使
途
に
つ
い
て
、
内
陸
閣
発
よ
り
も
阿
倍
悩

還
に
充
て
る
べ
き
と
の
パ

i
パ
の
主
張
に
つ
い
て
も
、
国
内
父
辿
湘
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
結
局
は
阿
内
の
市
場
を
活
件
化
す
る
だ
け

で
な
く
公
有
地
の
地
価
を
上
昇
さ
せ
税
収
噌
に
つ
な
が
る
と
反
論
し
た
コ
ま
た
交
通
路
が
国
防
に
お
い
て
果
た
す
役
割
は
決
し
て
軽
視
で
き

な
い
と
、
軍
用
目
的
の
ズ
通
路
建
設
を
批
判
す
る
パ

l
パ
l
に
反
論
し
た
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
広
大
な
国
土
を
も
っ
ア
メ
リ
カ
で
は
陸
路
よ

り
も
運
河
や
河
川
の
航
行
路
の
拡
大
が
よ
り
重
安
で
あ
る
と
し
、
デ
ィ
ズ
マ

l
ル
&
ス
イ
ン
プ
一
法
制
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
&
デ
ラ
ウ
よ
ア
運
河
、

一
地
方
の
問
題
で
は
な
く
共
同
体
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

大
規
模
な
ポ
業
は
連
邦
政
府
の
助
力
が
な
け
れ
ば
成
ゆ
し
な
い
と
し
て
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
一
川
決
さ
れ
る
よ
う
懇
請
し
た
υ

川
じ
く
ベ
ン

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
運
河
事
業
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
重
大
な
開
発
事
業
は
、

北法;)7(4-38)1570



シ
ル
ヴ
ュ
ニ
ア
州
選
出
の
ジ
ョ
、
〆
・
ロ
ス

(
守
吉
田

sm)
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
同
様
、
州
の
同
窓
を
条
刊
と
す
る
こ
と
で
、
連
邦
政
府
が
州
政

一
同
)

ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
擁
護
し
た
。

附
の
管
轄
梓
に
よ
i

渉
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
凡
解
を
示
し
、

こ
れ
ら
の
議
論
に
対
し
、
全
く
異
な
る
観
点
か
ら
の
反
対
論
も
あ
っ
た
。
議
論
の
無
期
延
期
を
促
案
し
た
マ
サ
チ
コ

l
セ
Y
7
州
選
出
の

キ
ン
グ
は
、
国
内
の
不
況
の
深
刻
さ
を
訴
え
、
開
発
募
金
を
創
設
す
る
よ
り
も
減
抗
政
策
を
と
る
方
が
よ
い
と
、
土
張
し
た
。
ま
た
、

ボ

l
ナ

ス
法
案
の
は
的
は
一
体
何
な
の
か
、
郵
便
道
路
な
の
か
、
草
川
道
路
な
の
か
、
五
大
湖
と
ト
八
丙
げ
と
を
結
ぶ
大
運
河
建
設
な
の
か
、
と
い
う

本
質
的
な
聞
い
を
投
げ
か
け
る
の
だ
っ
た
。
キ
ン
グ
は
、
既
に
整
備
さ
れ
た
道
路
制
が
あ
り
、
交
通
路
が
竪
備
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ

1
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
地

h
の
す
場
か
ら
連
邦
政
附
が
合
衆
国
内
の
内
除
問
先
宅
業
に
資
金
援
助
す
る
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
「
不
必
史
で
、
不
都
合
で
、
抑
阿

的
で
あ
り
ま
す
一
と
切
り
捨
て
た
。
そ
の
一
方
で
キ
ン
グ
は
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
を
通
し
て
ま
す
ま
す
連
邦
憲
法
の

精
神
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
の
深
い
危
恨
の
念
を
次
の
よ
う
に
表
明
し
た
c

「
私
た
ち
は
前
回
一
人
の
紳
士
が
真
に
連
邦
的
な
原

則
、
そ
れ
は
連
邦
憲
法
の
重
要
な
粘
神
で
あ
コ
た
の
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
、
卜
院
で
政
か
に
述
べ
た
こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

略
)
悶
卜
、
私
は
厳
粛
に
紳
士
諸
召
に
対
し
ま
し
て
彼
ら
が
か
よ
う
に
転
悦
に
か
よ
う
に
不
遜
に
聖
な
る
憲
単
を
両
う
て
い
る
の
か
を
肇
白

い
た
し
ま
す
c

そ
う
で
す
c

閣
下
、
あ
る
人
た
ち
は
そ
れ
を
訳
出
蔑
を
伴
っ
て
取
り
扱
ワ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
聖
な
る
憲
章
な
の
で
あ
り

反連rr，主主との悶い r，↑)

人
々
が
そ
の
よ
う
な
感
情
を
持
ち
、
連
邦
憲
法
に
対
す
る
尊
敬
や
愛
着
を
失
う
と
き
、
私
た
ち
は
そ
の
結
果
に
う
ち
震
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
L

コ
キ
ン
グ
は
、

ま
す
。
(
中
川
町
)

ニ
コ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
立
場
を
代
弁
す
る
と
と
も
に
連
邦
憲
法
に
照
ら
し
て
ボ
ー
ナ
ス
法
楽

に
断
凶
と
し
て
反
対
で
あ
る
と
の
強
い
態
度
を
が
し
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、

一
一
月
七
日
の
審
議
に
お
い
て
ピ
ッ
カ
リ
ン
グ
の
修
正
条
文
案
は
承
認
さ
れ
た
c

こ
の
時
点
で
最
終
的
に
叫
決
さ
れ
る
法
案
の
原

引
が
ほ
ぼ
撃
っ
た
〈
ピ
ブ
カ
リ
ン
グ
の
修

H
条
文
が
付
け
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
ボ
ー
ナ
ス

U
官
官
は
、
実
質
的
に
州
政
府
が
王
導
し
、
州
内
の

開
禿
事
業
を
遂
行
す
る
内
陸
開
発
法
案
へ
と
決
定
的
に
変
質
し
た
。
ま
た
、
内
陸
開
発
政
策
は
、
通
商
政
策
、
防
衛
政
策
の
延
長
線
卜
に
位 (巾

北法57(4-39)1:)71



日見

間
づ
け
ら
れ
、
連
邦
議
会
は
、
国
家
的
な
回
的
を
も
っ
開
発
事
業
を
訟
定
監
督
す
る
権
限
を
形
式
的
に
保
持
す
る
と
は
い
え
、
実
質
的
に

は
、
各
州
の
同
意
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
、
国
家
的
観
点
に
?
っ
た
体
系
的
な
同
党
政
策
の
実
現
は
難
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
各

4 

H附

州
へ
の
助
成
額
は
各
州
の
連
邦
下
院
議
員
数
に
比
例
す
る
も
の
と
き
れ
た
こ
と
で
、
連
邦
政
府
は
開
発
基
金
を
配
分
す
る
決
定
権
も
失
う
も

の
と
な
っ
た
「

3
)

ボ
ー
ナ
ス
法
実
ー
の
同
決

3 
|カ

?-~ル
~ 7 
図 1
3 ン
|の

1 ボ
は l
ボナ
1 ス

ナ法
ス朱
法問
芳導

対り
すとf

ι 一
川月
日Ij ~: 
の川、

需連
市封

27 
到院
をよ

別養
工l与
i~ J> 
L茂
子対
" J、
り|川
cσ〉

あ惇
ゐ世

~-r. 

前 ij
系過
1干し
A企、

成上
し院
た lこ
八送
ハ レフ

票れ
のた
つ。
ち表

州
別
で
最
大
祭
を
投
じ
た
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
二

4
票
、
次
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
コ
ニ
ア
州
の

七
百
万
が
続
い
た
の

一
方
、
反
対
し
た
八
川

崇
の
巾
で
回収
ト
人
間
一
市
を
投
じ
た
の
は
マ
叶
チ
ュ

1
セ
ソ
ツ
州
の
一
ハ
出
、
次
に
ヴ
ァ

1
ジ
ニ
ア
州
の
一
凶
票
で
あ
っ
た
っ
州
ご
と
の
票
の
流
れ

を
見
て
み
る
と
、

ニュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ト
諸
州
は
賛
成
ム
以
対
一
川
で
川
倒
的
に
反
対
票
が
多
い
っ
複
数
の
大
規
模
な
内
陸
開
発
事
業
を
抱

え
、
下
院
議
員
数
の
多
い
-
一
ユ

l
ヨ
ー
ク
川
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ュ
ニ
ア
川
の
一
川
だ
け
で
、

四
二
票
と
い
う
匝
倒
的
な
低
成
票
が
集
ま
っ
て
い

た
の
ま
た
、
こ
の
一
州
の
周
辺
に
併
置
す
る
ニ
ュ

l
ン

ヤ

ン

l
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

メ
リ
ラ
ン
ド
の
小
州
は
賛
成
五
反
対
一

で
反
対
曲
一
λ

が
多
い
。

方
、
大
丙
洋
沿
山
の
南
部
諸
州
は
賛
成
二

4
以
対
一

O
で
指
抗
し
て
い
る
が
、
ヴ
ア
ー
バ
ン
ニ
ア
州
と
メ
リ
1
ラ
ン
ド
州
を
除
く

一
一
州
だ
け
だ
l
y
二
七
対
ひ
で
、
賛
成
票
が
多
く
な
る
。
そ
し
て
、
オ
ハ
イ
オ
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、

テ
ネ
ン

l
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
の
よ
り
内
陸

部
の
比
較
的
新
し
い
川
は
資
成

一
反
対
九
で

ι
Tな
が
ら
賛
成
山
一
A

が
多
い
じ

々
什
州
選
出
議
員
の
投
票
打
動
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
第
一
に
、
多
数
の
議
員
を
抱
え
、
内
除
問
hu
事
業
に
積
極
的
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

と
ベ
ン
ン
ル
ヴ
コ
ニ
ア
州
の
突
山
し
た
支
持
と
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
事
業
へ
の
公
金
拠
山
に
以
対
す
る
こ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地

北法;)7(4-40) 1572 
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表 3-1 第14連邦議会第 2会期 ボナス法案における州別の議決結果

連邦下院 連邦 ト院

~一員数 賛成 反対 賛成 反対

←? イ〆グフンド| 回 回 図
ニューノ1ンーアシャ一 6 5 J. Mason Tbompson 

ヴアモン} 6 。5 Chacc Tichcnりr

マサチ三 セッツ 20 4 16 Ashm un V arn Ulll 

ロ ドアイフ〆ド “ ワ
。“ ワ IIO¥....cll IhlTllcr 

コネチカット 。6 Da旦gett Dana 

[iji都大附洋沿岸| 回 固 回
ーユーヨーク 27 25 つ Kin只 Sanford

ーユンヤン 6 ヨ 1 WilSO!1 

ベンシルヴ工ーア 23 4 Lacock / Roberts 

テ'ァウェア “ ワ
。“ ワ 1I 口 r~c v Wcll日

市部大西洋沿岸| 回9出 巳日 回出
メリ フン} Goldsborough IIansol1 

ヴァ ンーア 23 6 14 Barb口urλ!v1ason

ノ スカロフイナ i3 6 6 Stokf>日 エf礼CO日

サウスカロライナ 9 6 3 Gaillarcl Smith 

ジョ ジア 6 5 i Tait T1¥川lp

直オ並ハ」イオ
回」 出」 凶

}，.1orrO¥.... i Rugglcs 

ケンタッヰ 10 4 5 H8rdin 

ァネン 6 i ヨ C辻mpbcll Wil1ia01日

ルイジアナ 。 日rown Fromentin 

インテ'イアナ i i 。Tavl川

18，3 86 84 20 15 

lC， 14th Cong.， 2
nd 

Sess.， p. 934 

図3-1 第14連邦議会第 2会期 ボナス法案における地域別議決結果
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日見

ボ
ー
ナ
ス
法
案
が

域
の
際
立
っ
た
反
対
で
あ
る
の
第
二
に
、
市
部
の
対
応
は

一
枚
自
で
は
な
く
分
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
υ

第
二
に
、

成
育
し
て
も
利
点
の
な
い
小
州
は
反
対
の
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
小
州
か
ら
選
附
さ
れ
た
議
員
た
ち
は
、
本
来
は
連
邦
政
府
に
よ
る

4 

H附

内
陣
開
発
政
策
へ
の
積
極
的
な
支
持
者
だ
っ
た
。
し
か
し
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
川
閣
発
募
金
の
配
分
規
定
が
探
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
反
対
派

に
回
っ
た
。
先
述
し
た
メ
リ

l
ラ
ン
ド
川
選
出
の
ス
ミ
ス
は
、
。
ヒ
ソ
カ
リ
ン
グ
の
修
正
提
案
へ
の
反
八
一
明
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ

て
い
る
「
法
条
が
通
れ
ば
、
何
年
六
五
万
ド
ル
の
資
金
が
牛
ま
れ
る
が
、
ニ
ュ

i
ハ
ン
ブ
シ
ャ

l
、
ロ
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
、
コ
、
不
チ
カ

y
ト、

ニ
ュ

1
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、

メ
リ

1
ラ
ン
ド
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

メ
リ
1
ラ
ン
ド
は
尻
在

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
議
員
数
の
増
加
を
見
込
め
な
い
っ

の
朱
準
で
あ
れ
ば
一
一
万
一

0
0
0
ド
ル
の
配
分
し
か
受
け
ら
れ
ず
、
こ
れ
で
は
川
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
布
料
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
す
ら
で
き

な
い
。
ま
し
て
や
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
七

C
Cド
ル
の
配
分
し
か
受
け
な
い
。

デ
ラ
ウ
ェ
ア
、

メ
リ

l
ラ
ン
ド
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
の
一
川

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
は
州
内
の
内
陸
刷
発
事
業
へ
の
拠
山
を
優
先
し
、

日

μ

同
運
河
雫
業
に
資
金
が
判
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
結
け
周
、
開
発
基
金
は
重
大
な
川
家
的
事
業
に
拠
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
同
棟
に
、

は
チ
L

サ
ピ
ー
ク
&
デ
ラ
ウ
ュ
ア
逗
判
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、

メ
リ

I
ラ
ン
ド
州
選
出
の
ロ
パ

1
ト
・
一
フ
イ
}

(目。ヶ

2
門
戸
一
百
四
宮
)
も
、

チ
ヱ
サ
ピ

l
ク
&
デ
ラ
ウ
よ
ア
述
河
事
業
の
よ
う
な
国
家
的
関

発
対
象
に
基
金
が
拠
同
で
き
な
い
よ
う
な
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
不
満
を
述
べ
、
連
邦
憲
法
に
は
連
邦
政
府
が
内
陸
開
発
を
行
、
っ
権
限
は
な
い
と

厳
格
解
釈
の
烹
場
を
か
え
っ
て
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
c

い
ず
れ
に
し
て
も
、
連
邦
下
院
の
投
票
結
果
は
、
地
域
ご
と
の
事
情
に
呼
応
し

て
か
な
り
い
び
つ
な
利
工
口
対
す
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
-

位
差
で
連
邦
ぃ
l

院
を
通
過
し
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
そ
の
後
卜
院
で
の
審
議
に
委
ね
ら
れ
た
。
連
邦
卜
院
に
お
い
て
は
、

ベ
ン
、
ン
ル
ム
ワ
ェ
ニ

ア
川
選
山
川
の
ア
フ
ニ
ィ
ア
・
一
フ
コ
ソ
ク
や
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
川
選
出
の
マ

l
テ
ィ
ン
・

D
・
ハ

l
一
ア
ィ
ン

4
 

ス
法
案
成
i

げ
の
重
要
件
を
政
治
的
に
も
軍
事
的
に
も
強
謝
し
た
【
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
強
制
な
反
論
が
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
選

(
F
F
Z
E
ロ
Z
E
i
ハ
ロ
ロ
)
が
ポ

l
ナ

山
詩
員
か
ら
相
次
い
だ
υ

コ
ネ
チ
カ

y
ト
州
選
出
の
デ

f
ピ
ソ
ド
・
ダ
、
ン
エ
ソ
ト

は
川
法
案
に
対
し
て
、
憲
法
卜
違

(
己
主

E
巴
hwmME「

)

北法;j7(4-42) 1574 



憲
で
あ
る
、
基
金
の
運
用
方
法
や
実
施
に
つ
い
て
の
詳
釧
が
一
切
な
い
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
時
期
に
不
適
切
で
あ
る
、
交
通

路
開
発
の
遊
ん
だ
州
と
そ
う
で
な
い
州
と
の
聞
で
不
平
等
で
あ
る
、
連
邦
政
府
が
調
整
で
き
な
い
法
案
で
あ
る
と
指
抗
し
た
。
し
か
も
、
ダ

ジ
コ
ッ

l
は
、
法
案
は
州
聞
に
お
け
る
小
和
を
生
む
と
い
っ
た
理
山
を
も
挙
げ
て
徹
底
的
に
反
対
し
た

J

マ
ザ
チ
ユ

1
セ
y
ツ
州
選
山
刊
の
エ

リ

P
・
ア
シ
ユ
マ
ン

(
何
一
回
目
〕
〉
ω
7
百
二
日
)

は
開
発
基
令
が
国
家
的
な
意
義
を
も
っ
開
発
対
象
に
拠
出
さ
れ
、
つ
る
の
か
、

と
し
て
川
の
同

志
を
条
件
と
す
る
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
た
c

ノ

l
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
選
出
の
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
メ
イ
コ
ン

(
J
4
E
7
m

戸口一。一

ン

-
R。
戸
)
は
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
憲
法
創
造
の
よ
う
だ
、
と
従
米
の
立
法
政
策
と
の
穴
質
性
に
百
及
し
、
彼
白
身
は
同
債
償
還
を
優
先
す
べ
き

〔お」

と
以
諭
し
た
υ

し
か
し
、
上
院
に
お
け
る
ボ
ー
ナ
ス
法
案
へ
の
反
論
は
過
半
数
の
支
持
を
え
ず
、
結
局
、
木
質
に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
慕

金
の
運
用
に
つ
い
て
の
?
え
一
口
が
法
案
の
第
一
二
条
に
付
け
加
え
ら
れ
た
以
外
は
大
き
な
修
リ
も
な
か
ワ
た
。
最
終
的
に
同
法
案
は
、

目
、
賛
成
一
一
。
反
対
一
ム
で
通
過
し
た
c

月

J"、

卜
院
の
票
は
卜
院
よ
り
も
よ
り
地
域
対
げ
が
鮮
明
だ
っ
た
コ
先
に
挙
げ
た
表

3

1
の
右
側
の
上
院
設
員
の
投
票
勤
向
に
見
る
よ
う
に
、

ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ト
は
貸
成
一
反
対
九
で
ほ
ぼ
反
対
派
が
大
勢
を
占
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
か
ら
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
ま
で
の
大
西
洋
沿
岸
巾

部
の
州
は
投
票
し
た
全
員
が
賛
成
に
凶
ワ
た
c

ま
た
、
下
院
で
反
対
票
が
多
か
っ
た
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
川
は
二
人
と
も
低
成
し
た
が
、
サ
ウ
ス

反連rr，主主との悶い r，↑)

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
は
一
人
と
も
反
対
に
凶
っ
た
c
v
オ
ハ
イ
オ
、

ル
イ
ン
ア
ナ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
の
比
較
的
新
し

ケ
ン
タ

y
キ
l
、
テ
ネ
シ
ー
、

い
州
は
賛
成
六
反
対
二
で
賛
成
に
回
っ
た
-
上
院
の
採
決
で
興
味
深
い
点
は
、

卜
院
で
は
以
対
同
一
市
が
多
か
っ
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と
メ
リ

1
ラ
ン

ド
の
小
州
の
代
夫
も
賛
成
に
回
ヮ
た
こ
と
と
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
提
系
者
で
あ
る
カ
ル

7
1
ン
ー
と
川
郷
の
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
選
出
議
員
た

ち
が
全
員
反
対
間
一
討
を
投
じ
た
こ
と
で
あ
る

f

三
月
一
一
回
、
卜
院
は
改
め
て
上
院
の
修
H
案
を
可
決
し
、
地
域
ご
と
の
亀
裂
を
抱
え
た
ま
ま
、

ボ
ー
ナ
ス
法
奈
は
マ
デ

f
ソ
、
〆
大
統
領
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
〈
最
終
山
梨
は
全
部
で
川
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
【
以
下

は
そ
の
法
案
で
あ
る
。

北法57(4 -4311;;75 



口元

参
乾
し
た
辿
邦
議
白
い
hρ

い一
¥
Fノ
ゴ

jJ2口
衆
国
の
よ
定
な
ら
び
に
た
に
よ
ぺ
て
以
の
こ
し
ー
が
制
定
さ
れ
た
)
一
ア
メ

J
カ人
u
衆
凶
鉛
行
へ
の

什
山
資
昔
を
受
け
入
れ
る
法

の
弟
円
条
に
よ
ツ
一
一
に
「
ム
u
M
牛
旧
い
に
支
払
わ
U

れ
る
こ
と
に
な
~
一
て
い
る
総
組
、
な
ら
ぴ
に
事
法
ー
が
羽
織
さ
札
て
か
ら

.j， 
l州

一へJ
什

1
m
r渡
る
資
本
会
へ
、
の
出
資
株
式
か
ふ

trω
一
配
当
金
は

ヘ
印
暗

件
州
引
の
司
川
通
窃
冷
川
河
注
し
か
っ
抗
桂
一

J

保
陪
す
る
た
め
い
、
ま

と
止
同
町
，
街
の
た
め
に
必
要
な
手
段
と
摘
、
一
ん
を
よ
り
湾
口
却
に
し
か
っ
空
吊
を
秤
減
す
る
た
め
に
道
路
と
を
河
を
法
殺
し
ま
た
河
川
航
?
を

J

川
凶
作
/
ず
る

と
め
の
本
企
し
と
し
て
誇
似
さ
れ
保
僻
さ
れ
る
も
の
と
す
る

第

ク'.
/K' 

そ
し
て
さ
ら
に
以
ト
の
こ
と
が
4
R
め
』
つ
れ
φ
n
J
H
寸
話
L
b
~
ー
を
構
成
す
る
資
企
は
、

連
戸
川
議
会
が
斗
出
州
の
同
虚
子
得
一

Lい
倖
に
'
伝
い
校

の
福
u
p
J
r

最
も
寄
与
す
る
方
川
市
、
監
収
デ
ー
そ
の
時
々
か
合
川
に
お
け
る
道
路
や
述
河
を
一
}
建
設
す
る
、
河
川
航
行
を
改
修
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
丙
ん

の
た
的

γh旭
川
公
れ
る
も
の
7

一
す
る

子
い
一
工
、

l
記
の
対
象
に
f

心
Ljω
当
該
資
金
の
各
州
に
お
け
る
拠
出
剖
台
は
、
阿
の

υ
刊
仏
併
で
最
白
人
一
雨
員
数

を
自
す
ゐ
部
門
の
代
表
数
比
J
4
γ

に
wu
じ
る
も
の
ト
y
v
T
y
u
i

ま
た
以
ド
i
の
こ
と
が
巳
め
ら
札
る

川
あ
る
い
は
そ
の
地
域
に
配
分

F
れ
る
当
球
主
主
の

割
合
は
山
ゴ
刊
誌
朴
の

n

記
に
か
り
l
記
市
川
目
的
の
た
め
に
他
の
刊
に
も
か
込
尽
さ
オ
る
も
の
こ
す
る
代

佐
市
一
イ
ネ

そ
J

「
、
さ
ら
に
以
ド
ー
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
当
該
恭
主
は
そ
の
と
主
心
財
務
長
む
の
監
~
片
山
下
に
お
か
札

L
も
の
と
す
る
っ
そ
し
て
基

今
を
υサリ、

現
在

m
p円
州
な
ら
び
に
後
に
辺
部
い
い
加
盟
す
F
Q
M

凶
川
町
中
間
で
、
以
前
お
小
さ
れ
ん
よ
う
じ
ノ
一
r

、
の
三
さ
の
議
九
円
代
主
…
一
致
ぷ
じ
し
た
が
っ

亡
、
町
ヘ
刀
L
か
配
す
る
の
は
引
坊
は
市
け
の
明
治
で
あ
る

U

ま
た
、
そ
の
よ
、
つ
に
出
分
し
分
担
さ
れ
ム
引
当
該
本
人
ー
を
各
州
の
円
の
下
む
、
九
三
衆
同
の
討

回
公
惰
ド
i

投
資
寸
る
こ
し
f

も
ま
た
財
t

初
長
官
の
義
務
竹
あ
る
、

ま
た
一
件
け
の
お
の
下
で
そ
の
上
入
ノ
「
設
i

げ
さ
れ
た
長
期
公
債
は
述
叩
式
会
!
と
刑
ざ
の

あ
る
州
説
公
の
H
ハ
い
川
五
討
の
ド
一
七
、
ト
コ
叫
の
対
象
i
配
ハ
J

さ
れ
る
も
の
と
L
j
Q

を
ぷ
に
M
M
U

務
長
官
円
は
丹
凶
連
邦
議
会
に
主
設
些
ハ
舎
の
状
況
を
悩
川

ト
一
ヲ
プ
?
も
の
と
T
7
Y
M
ω
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第
同
条

そ
し
て
さ
ら
に
以
卜
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
つ
合
衆
国
銀
行
北
げ
法
の
第
一
口
条
に
よ
り
合
衆
阿
に
支
弘
わ
れ
る
総
額
を
九
円
衆
凶
の
株
式

が
満
期
に
な
る
ま
で
訟
託
す
る
こ
と
は
、
そ
し
て
ま
た
当
設
業
企
の
状
況
を
市
山
す
る
こ
と
は
、
別
の
方
法
で
監
怪
し
な
い
限
り
は
、
財
務
長
官
の

戸川♂

義
務
と
す
る
。

(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
が
、
傍
線
部
は
本
?
え
で
は
斜
体
字
に
な
っ
て
い
る
。
)

(4)
そ
の
他
の
審
議

第
一
…
州
連
邦
議
会
第
一
会
期
に
お
け
る
内
陸
開
発
政
策
の
議
論
は
、

を
受
け
た
下
防
な
ら
び
に
上
院
の
道
路
・
運
刈
委
員
会
は
、

ボ
ー
ナ
ス
法
系
が
巾
心
と
な
っ
た
が
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
審
議
と
は
別
個
に
活
動
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
で
審

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
教
書

議
さ
れ
た
内
容
は
、

卜
院
で
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
よ
ニ
ア
州
選
出
の
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
委
員
会
を
代
表
し
て
一
八
一
七
年
二
月
八

H
に、

ま
た
上
院
で
も
一
月
一
四
日
に
同
じ
く
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
選
向
の
ラ
コ
ッ
ク
が
委
員
会
を
代
表
し
て
報
告
書
を
提
附
し
た
-
ボ
ー
ナ
ス

法
案
の
審
議
が
大
詰
め
を
迎
え
る
中
で
ぬ
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

連
邦
卜
院
で
道
路
・
運
河
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
が
出
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
成
立
し
た
日
で
あ
り
、
連
邦
上
院
に
同

反連rr，主主との悶い r，↑)

委
員
会
か
ら
の
報
生
日
書
が
舵
山
川
さ
れ
た
と
き
は
、
下
院
で
判
決
さ
れ
た
ボ
ー
ナ
ス
渋
奈
が
上
院
で
審
議
さ
れ
て
い
る
と
き
だ
っ
た
c

結
論
を

先
取
り
す
る
と
、
-
山
院
で
そ
れ
ぞ
れ
に
拠
出
さ
れ
た
二
つ
の
報
告
書
は
ボ
ー
ナ
ス
法
系
と
連
動
し
同
法
案
を
補
い
つ
つ
、
少
し
で
も
同
家
的

(却、

な
内
陸
川
開
発
事
業
に
対
す
る
連
邦
よ
援
を
実
現
さ
せ
る
条
件
を
模
索
し
た
内
一
行
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
報
止
門
書
が
山
さ
れ
た
と
は
い
え
、

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
報
持
と
同
様
に
そ
の
後
日
立
っ
た
審
議
が
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
残
念
な
が
ら
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
内
存
に
直
按
的
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た

ギ

t
ラ
テ
ィ
ン
が
先
鞭
を
つ
け
た
迷
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
計
山
は
、

八
二
年
戦
争
捻
も
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
下
院

北法57(4-45)1:)77



日見

の
道
路
・
運
河
委
員
会
が
提
出
し
た
報
古
世
田
は
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
提
案
し
た
も
の
と
同
様
な
開
発
恭
金
の
創
設
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、

4 

H附

ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
報
告
書
後
一
口
汗
問
で
変
化
し
た
連
邦
政
府
や
ア
メ
リ
カ
ム
門
衆
凶
を
取
り
巻
く
域
境
を
踏
ま
え
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
提
ψ
来

し
た
開
発
計
阿
の
廿
千
は
維
持
し
つ
つ
、
現
状
に
合
う
た
新
た
な
内
陣
開
発
構
想
と
政
策
が
必
安
で
あ
る
こ
と
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
開
発
長
令
の
拠
出
卜
力
法
は
ボ
ー
ナ
ス
法
案
と
川
様
に
下
院
議
員
数
比
に
出
じ
て
担
分
さ
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
、
、
つ
が
っ
た
け
見
方

か
も
し
れ
な
い
が
、
委
員
会
は
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
成
げ
し
た
後
に
、
新
し
い
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
報
告
書
を
辿
し
て
開
発
某
金
の
拠
山
方
法
に

連
邦
的
見
地
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
志
阿
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

様
に
全
体
的
な
開
発
計
四
リ
ス
ト
を
提
示
し
た
報
告
書
を
提
附
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
内
存
を

E
識
し
た
に
せ
よ
、

h 

L
L

院
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

な
か
ヲ
た
に
せ
よ
、
実
際
に
は
、
委
員
会
の
活
動
が
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
審
議
と
連
動
す
る
こ
と
は
全
〈
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
連
邦
議

会
で
は
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
報
生
日
書
が
世
に
山
て
初
め
て
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
降
開
発
基
金
が
創
設
さ
れ
よ
う
と
す
る
新
し
い
同
出
を
迎

え
て
い
た
ロ
と
こ
ろ
が
、
連
邦
設
会
の
両
院
を
通
過
し
、
後
は
大
統
領
の
署
名
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
、
そ
の
後
予
想

外
の
民
川
閣
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
に
よ
る
把
百
権
売
動
で
あ
っ
た

J

J

内
庁
F

7
i
)
ヘム円一

H

h
悼

円

三

石

N
E
C
J
Z
F
]》
山

A
d
H

(
2
)
主
主
一
七
百
∞
口
、刊
∞
斗

(
3
)
H
Z
A
ち
℃
武
日
日
中
I

日
仏

(
4
)
=丘
一
七
七
∞
口
市
工
山
山

(
5
)
』

E
R
N
E
V

氏。目。。

(
G
)
与
丘
一
七
七
お
ロ
コ
コ
叶
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日見

お
り
、
フ
ェ
デ
一
ブ
リ
ス
ト
派
九
体
で
見
る
と
、
過
半
数
が
鈴
成
し
て
い
る
)
投
票
行
動
を
凡
る
限
り
、
党
派
性
よ
り
も
地
域
性
が
強
く
以
映
さ

れ
て
い
た
。
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H附

第
川
門
節

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
拒
台
権
発
動

一
八
二
年
戦
下
を
は
さ
み
八
汗
問
に
及
ぶ
マ
デ
ィ
ソ
ン
政
権
は
、

一
八
七
年
一
一
月
一
日
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
ト
人
統
領
の
拒
育
権
発
動
で
衝

撃
的
な
最
後
を
締
め
く
く
る
こ
と
に
な
っ
た
c

ム
ロ
山
市
凶
の
院
へ

ん
f

日
私
的
も
と
に
抗
山
き
れ
た
「
内
陣
開
発
に
一
定
の
基
金
を
時
保
し
保
一
乱
す
る
た
め
の
法
一
と
題
さ
れ
た
法
案
、
そ
れ
は
「
名
州
問
の
凶
内
通
商

を
促
進

ν
か
つ
推
進
〕
保
障
す
る
た
め
に
、
ま
た
共
U
川
防
衛
の
た
め
に
立
要
な
手
段
と
備
え
を
よ
り
存
易
に

ν
か
つ
費
用
を
軽
減
す
る
た
め
に
道
路

ト
と
運
河
を
建
設
し
ま
た
刈
川
航
行
を
改
修
す
る
た
め
の
基
金
と
し
て
確
保
さ
れ
保
障
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
同
法
案
を
牧
引
出
し
た

柿
果
、
私
は
合
衆
凶
定
以
と
折
り
合
い
を
付
け
る
の
に
感
じ
る
克
服
で
き
な
い
困
難
か
ら
、
法
案
を
作
成
し
た
「
院
に
以
卜
の
反
対
意
見
と
と
も
に

同
法
案
を
差
し
戻
さ
き
る
を
え
ま
せ
ん
。

-
つ
じ
て
連
邦
卜
院
な
ら
び
に
上
院
を
通
過
し
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
こ
の

H
、
大
統
領
か
ら
恒
訂
椎
を
発
動
さ
れ
た
っ
連
邦
政
府
に
よ
る
内

北法;)7(4-48)1日以)



隆
開
発
政
策
の
実
施
を
推
進
し
て
き
た
人
々
の
期
待
は
去
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
r

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
訟
は
こ
れ
ま
で
、
連
邦
内
の
道
路
キ
運
河
の
出
発
に
比
較
的
熱
心
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
っ
し
か
し
、

マ
デ
ィ
ソ
ン

は
な
せ
ボ
ー
ナ
ス
法
楽
に
対
し
て
但
存
権
を
発
動
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
連
邦
議
会
に
送
付
さ
れ
た
教
書
に
よ
る
と
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
ボ

l
ナ

ス
法
案
を
様
々
な
?
げ
一
一
助
か
ら
批
判
し
、
拒
否
権
を
発
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
洲
由
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
連
邦
議
会
に
付

与
さ
れ
て
い
る
烹
法
権
限
は
連
邦
憲
法
第

条
第
八
節
で
特
定
さ
れ
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
ボ
ー
ナ
ス
法
条
で
従
案
さ
れ
て
い
る
権
限
は
こ

の
列
挙
権
限
に
含
ま
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
必
要
か
つ
適
切
な
寸
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
つ
ま
た
、
通
凶
規
制
権
の

巾
に
は
、
道
路
や
運
河
の
建
設
な
ら
び
に
刈
川
航
行
を
改
修
す
る
惟
限
は
な
く
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
関
し
て
は
、
連
邦
憲
法
を
拡
大
解
釈
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
法
案
で
言
及
す
る
共
同
防
衛
と
全
体
の
福
祉
に
闘
し
て
も
、
従
米
の
解
釈
に
反
す
る
。

一
方
、
川
の
同
意
を
得
て
連
邦
政

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
連
邦
政
府
が
開
発
政
策
を

行
、
つ
た
め
に
は
、
連
邦
憲
法
を
改
正
し
て
、
道
路
や
連
川
を
開
発
す
る
権
限
を
利
↑
7
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
小
し
た
υ

こ
の
教
書
が
い
か
に
衝
撃
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
例
え
ば
ク
レ
イ
の
手
紙
か
ら
も
う
か
が
え
る

J

三
月
一
日
に
親
展
で
マ
デ
ィ
ソ
ン

附
が
支
援
す
る
ι刀
法
に
つ
い
て
も
、
連
邦
憲
法
卜
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
最
終
的
に
、

に
送
っ
た
手
紙
の
中
で
ク
レ
イ
は
、
「
た
と
え
連
邦
憲
法
に
つ
い
て
の
窓
見
が
異
な
っ
て
お
り
ま
し
で
も
、
私
た
ち
が
内
肝
開
発
法
案
の
月

反連rr，主主との悶い r，↑)

的
に
つ
い
て
の
音
芯
兄
を
異
に
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
貴
殿
は
な
ぜ
同
法
案
を

R
肢
の
後
任
に
お
任
せ
に

な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
私
が
謹
ん
で
坤
し
上
げ
る
こ
と
を
と
う
守
お
正
し
く
だ
さ
い
ま
せ
っ
も
し
法
案
が
一
ひ
日
以
内
に
彼
の
川
青
山
を
受
け

る
な
ら
、
法
律
は
法
的
に
有
効
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
統
領
の
不
訟
に
よ
る
二
時
間
の
法
系
可
決
の
丹
示
と
は
、
法
律
の
有

効
性
に
つ
い
て
の
本
貨
を
問
う
も
の
で
は
な
く
形

λ
で
あ
る
と
私
は
思
、
つ
の
で
す
一
仁
ク
レ
イ
の
法
律
制
定
過
料
に
つ
い
て
の
解
釈
は
特
殊

マ
デ
ィ
ソ
ン
が
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
最
終
的
に
花
山
口
し
た
こ
と
に
筒
樗
し
、

で
、
そ
れ
が
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
c

し
か
し

ヰ
T
ば
非
難
せ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
ク
レ
イ
の
忠
い
が
文
而
か
ら
に
じ
み
同
て
い
る
。
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日見

し
か
し
な
が
ら
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
に
と
っ
て
こ
の
法
案
へ
の
組
存
権
発
動
は
そ

一
一
月
半
ば
に
ジ
ェ
フ
ア
ソ
、
〆
に
送
っ
た
手
紙
を
見
る
限
り
、

れ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

マ
デ

f
ソ
シ
は
連
邦
議
会
に
お
け
る
審
議
に
つ
い
て
つ
づ
っ
た
千
紙
の
中
で
、
内
陸

4 

H附

開
発
法
案
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
別
の
法
案
が
連
邦
上
院
に
行
っ
た
ば
か
り
で
す
っ
私
は
見
て
い
な
い
の
で
す
が
、
私
の

十
円
山
見
を
中
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
極
め
て
川
九
常
な
性
格
の
も
の
で
す
。
そ
の
目
的
は
法
律
だ
け
で
道
路
や
運
河
に
関
す
る
権
限
を
鍍
何
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
c

連
邦
上
院
は
原
則
へ
の
も
し
く
は
便
{
旦
丁
義
へ
の
以
対
か
ら
か
は
不
確
か
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
企
て
に
川
窓
し
な
い

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
ヘ

一
一
月
中
旬
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
連
邦
上
院
を
通
過
す
る
と
は
以
っ
て
い
な
か
っ
一
た
の
で

ゑ

γ

。υ

マ
デ
ィ
ソ
ン
が
、
国
内
の
交
通
路
開
発
の
重
要
性
を
強
く
認
設
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ナ
ス
法
，
条
に
関
し
て
は
連
邦
憲
法
上
容
認
で
き
な

い
と
の
立
場
か
ら
、
毅
然
と
し
て
但
汚
権
を
発
動
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
マ
デ
ィ
ソ
ン
が
常
に
連
邦
憲
法
の
厳
格
解
釈
論
者
だ
っ
た
と

は
い
え
な
い
が
、
こ
と
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
関
し
て
は
、
連
邦
憲
法
を
広
義
に
解
釈
す
る
ー
リ
場
を
批
判
し
、
法
奈
の
成
立
を
閉
止
し
た
υ

実
際
、

一
八
一
一
一
年
戦
争
後
に
聞
か
れ
た
第
州
連
邦
議
会
で
は
、
そ
の
第
会
期
で
第
一
次
合
衆
同
銀
行
法
が
成
止
し
た
っ
合
衆
国
銀
行
の
創
設

に
つ
い
て
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
政
権
当
時
の
財
務
長
行
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
1
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
国
務
長
官
}
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
と
の
問
で
連

邦
憲
法
卜
設
立
可
能
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
有
名
な
訴
で
あ
る
じ
第
次
台
栄
同
銀
行
は
一
八

一
年
に
そ
の
常
業
別
聞
を
終

了
し
て
い
た
c

一
八
一
凶
年
に
第
二
次
合
衆
国
銀
行
設
烹
が
現
実
化
し
た
と
き
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
作
存
権
を
発
動
し
設
止
を
阻
げ
し
た
も
の
の
、

禿
米
戦
争
の
戦
資
の
調
達
に
苦
労
し
た
経
験
と
戦
後
筏
興
資
金
の
必
要
件
か
ら
、

八
一
六
年
二
月
一
四
日
に
、

一
心
年
間
と
い
う
期
間
限

{
疋
で
第
二
次
合
衆
国
銀
行
の
立
山
一
を
一
認
め
た
υ

こ
の
銀
行
が
発
足
し
た
こ
と
で
、
そ
の
第
一
心
条
を
慕
に
ボ
ー
ナ
ス
法
系
が
阿
策
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
じ

と
は
い
え
、
周
知
の
よ
う
に
マ
デ

f
ソ
ン
政
権
は
前
ジ
L
7
ア
ソ
ン
政
権
と
比
べ
て
、
ム
門
衆
判
内
の
内
陸
開
発
政
依
に
消
椋
的
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
事
業
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
同
道
事
業
を
始
め
た
ジ
L
7
ァ
ソ
ン
政
権
の
政

北法;)7(4日))1582 



一
八
一
六
年
四
月
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
準
州
の
州
昇
格
法
で
も
諸
州
聞
の
道
路
建
設
を
川
能
に
す
る
た
め
に
公
有
地
の
売

却
益
を
利
川
し
た
二
%
道
路
某
金
を
本
認
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
υ

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
保
留
地
で
一
つ
の
道
路
建
設
が
承
認
き
れ
た
。

HKを
引
き
継
ぎ

J¥ 

一
汗
一
一
一
月
か
ら
坐
年
一
月
に
か
け
て
オ
ハ
イ
オ
州
内
の

エ
リ

l
湖
の
マ
イ
ア
ミ
川
の
滝
の
ふ
も
と
か
ら
コ
、
不
チ
カ

y
卜
保
留
地
の
丙

境
ま
で
の
道
路
、
サ
ン
ダ
ス
キ

l
川
下
流
域
か
ら
南
方
の
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
条
約
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
岐
界
線
ま
で
の
道
路
、
そ
し
て
、

か
ら
川
条
約
で
設
定
さ
れ
た
境
界
線
ま
で
の
道
路
建
設
で
あ
る
υ

ま
た
、
戦
時
中
に
は
二
つ
の
軍
用
道
路

ヴ
ィ
〆
セ
ン
ス

(
〈
】
コ
の
の
戸

E
U
)

の
建
設
が
平
隊
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

つ
は
、

オ
ハ
イ
オ
州
の
サ
ン
ダ
ス
キ
1
川
L
L
流
か
ら
デ
ト
ロ
イ
ト
ま
で
の
軍
用
道
路
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
、
ン
ヤ
ン
プ
レ
イ
ン
湖
沿
い
の
プ
ラ
y
ツ
パ
ー
ク

(
豆
島
門

Z
E完
)
か
ら
サ
ケ
ッ
ト
・
ハ

l
パ
1
(
民
訟
の
}
昆
丹
江

戸弓
F
C
「
)
へ
の
軍
用
道
路
が
建
設
さ
れ
た
c

ブ
ラ

y
ツ
パ

l
グ
軍
用
道
路
に
つ
い
て
は
実
は
法
律
に
よ
っ
て
認
川
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ワ
た
。

さ
ら
に
、
戦
後
は
、
戦
争
の
被
害
に
あ
っ
た
ワ
、
ン
ン
ト
、
〆
橋
会
社
の
技
悩
を
は
じ
め
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
内
の
復
興
は
当
然
の
こ
と
と
し
て

も
、
引
き
続
き
内
陸
部
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
保
留
地
と
の
道
路
や
軍
事
関
連
の
道
路
建
設
は
続
い
た
。

八
一
ハ
年
四
月
末
に
イ
リ
ノ

イ
準
州
内
の
オ
ハ
イ
オ
川
沿
い
の
シ
ョ

l
ニ
1
タ
ウ
ン

(日

-
5
4
z
z
g
u一
と
か
ら
カ
ス
カ
ス
キ
ア

(
R
E
E乙〆
E
)
に
至
る
最
適
の
道
路
コ

l

ス
を
選
定
す
る
た
め
の
調
斉
を
行
、
っ
法
律
が
成
立
し
た
だ
け
で
な
く
、

ァ、不、ン

l
川
の
ダ

y
ク
川
沿
川
町
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
?
と
ル
イ
ジ
ア
ナ
川
内

反連rr，主主との悶い r，↑)

の
マ
デ
ィ
ノ
ン
ヴ
ィ
ル
の
聞
の
道
路
、

そ
し
て
、
ン
ョ

l
ン
ア
州
内
の
ホ
l
キ
ン
ス
安
室
(
司
O

ユ
Z
白
話
乞
口

ω)

と
ス
タ

y
ゲ

l
ト
要
寒

(町。

2
Tえ
E
2
)
と
の
聞
の
道
路
を
補
修
す
る
た
め
の
費
川
を
降
軍
長
官
の
監
督
下
で
国
庫
か
ら
一
万
ド
ル
拠
附
す
る
法
律
も
成
山
し
た
。

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
も
マ
デ
ィ
ソ
ン
政
権
が
内
陸
部
に
お
け
る
道
路
建
設
宅
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
彼
白
身
が
救
存
の
巾
で
も
し

ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
?
父
通
轄
備
の
重
安
牲
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
を
考
、
え
る
と
、
大
統
領
の
拒
否
権
発
動
は
、
ク
レ
イ
な
ら
ず
と

マ
デ
ィ
ソ
、
〆
が
r
t
u
権
を
発
し
た
一
今
月
一
目
、
彼
は
別
の
道
路
事
業
を
認
則
す
る
法
案
に

も
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
】
し
か
も

(
同
ぬ
〉
ロ
。
]
山
d
U
戸
円
四
)

か
ら
チ
カ
ソ

1
族
の
土
地
を
通
っ
て
ナ
ッ
チ
ェ
ス
道
路
に
交
差

署
名
し
て
い
る
υ

ア
ネ
ン

1
州
の
レ
イ
ノ
ル
ズ
パ

1
グ

北法57(4-51)1:)83



日見

す
る
道
路
の
建
設
に
円

0
0
0
ド
ル
拠
出
し
際
軍
長
官
の
防
相
門
下
で
実
施
す
る
法
律
で
あ
る
。
第
一
川
連
邦
一
説
会
第

マ
デ
f
ソ
シ
が
本
認
し
て
き
た
道
路
定
設
法

一
会
期
に
限
定
し
て

み
て
も
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
作
存
し
た
政
策
論
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

4 

H附

系
と
ボ
ー
ナ
ス
法
案
と
は
'
ど
の
よ
う
な
点
が
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
拒
台
権
発
動
の
洲
由
を
探
る
た
め
に
、
改
め
て
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
内
科
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
関
し
て
、

ま
ず
第
一
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
法
奈
の
政
策
対
象
が
あ
い
ま
い
な
こ
と
で
あ
る
c

法
案
で
は
、
道
路
、
運
河
の
建
設
お
よ

び
河
川
改
修
事
業
を
主
援
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

μ問
の
道
路
や
運
河
な
の
か
、
ど
の
川
の
改
修
事
業
な
の
か
、
と
い
っ

た
開
発
対
象
が
判
定
き
れ
て
い
な
い
。

マ
デ
ィ
ソ
ン
が
承
認
し
て
き
た
同
種
の
川
開
発
法
が
特
定
の
開
発
事
業
を
対
象
と
し
て
き
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
か
な
り
宍
刊
円
で
あ
る
。
し
か
も
、
財
政
支
緩
の
刻
象
と
な
る
事
業
の
選
ど
に
は
川
該
川
の
け
意
を
要
す
る
と
い
、
つ
規
定
が
お
か
れ

た
こ
と
で
、
連
邦
政
府
の
財
政
支
援
事
業
が
国
家
的
志
義
の
あ
る
も
の
に
な
る
の
か
と
う
か
が
判
然
と
し
な
い
c

た
と
え
連
邦
議
会
の
監
督

下
と
い
う
文
一
戸
が
あ
コ
た
と
し
て
も
、
山
連
川
の
側
面
で
連
邦
政
府
の
下
導
性
が
弱
く
む
し
ろ
州
の
利
害
を
優
先
す
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。
次
に
際
!
止
っ
て
い
る
の
は
、
開
発
基
金
の
拠
出
配
分
が
芥
州
の
連
邦
卜
院
議
員
数
に
比
例
す
る
と
の
規
ど
が
も
っ
連

邦
政
府
の
法
政
策
上
の
不
合
理
き
で
あ
る
仁
こ
の
規
定
に
従
え
ば
、
メ
リ
l
ラ
ン
ド
川
選
出
の
下
院
議
員
ス
ミ
ス
が
懸
念
し
た
よ
う
に
、
川

際
事
業
よ
り
も
州
内
の
事
業
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
予
怨
さ
れ
る
れ
ま
た
、
各
州
へ
の
配
分
額
が
固
定
さ
れ
た
こ
と
で
刷
発
対
象
事
業
の
規

模
に
じ
じ
て
助
成
F

偵
を
変
更
す
る
柔
軟
性
が
失
わ
れ
る
-
結
果
と
し
て
、
連
邦
政
府
が
川
家
的
意
義
を
も
っ
開
発
対
象
を
支
援
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
っ
結
局
、
開
発
対
象
を
考
膚
せ
ず
、
各
州
へ
の
慕
余
の
拠
出
配
分
を
規
定
す
る
ボ
ー
ナ
ス
法
九
条
は
、
極
論
す
れ
ば
、
連
邦
政
府

の
ふ
工
事
牲
が
芹
{
止
さ
れ
各
川
の
内
陸
開
発
政
策
の
た
め
の
財
源
確
保
と
い
う
意
味
し
か
も
た
な
い
c

連
邦
財
源
を
利
用
し
て
川
政
府
が
川
内

の
開
発
事
業
を
行
う
と
い
う
法
案
が
果
た
し
て
連
邦
政
府
の
法
政
策
と
し
て
泊
切
な
の
か
と
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た

】
一
一
月
中
旬
に
マ

デ
ィ
ゾ
ン
が
ボ
ー
ナ
ス
法
一
朱
を
指
し
て
「
極
め
て
異
常
な
性
格
」
と
称
し
た
こ
と
は
確
か
に
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
っ
た
。
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連
邦
卜
院
一
議
長
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
強
わ
り
に
綬
議
し
た
ク
レ
イ
、
そ
し
て
、
提
案
者
の
カ
ル
フ

i
ン
は
、
こ
れ

ま
で
連
邦
議
会
で
具
体
的
な
開
発
対
象
を
列
挙
L
使
途
を
特
定
し
た
内
陸
開
発
法
案
が
成
立
し
な
か
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、
間
売
対
象
を
且
ハ

体
化
し
な
い
で
財
源
を
と
り
あ
え
ず
は
確
保
す
る
協
だ
け
の
法
案
を
通
そ
う
と
し
た
っ
そ
の
た
め
に
は
、
政
策
の
川
家
的
な
性
格
を
指
な
い

か
ね
な
い
妥
協
も
朕
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

H
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
子
段
を
選
ば
ず
と
の
戦
時
は
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
に
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
「

マ
デ
イ
ソ
ン
は
従
来
か
ら
広
大
な
国
土
を
抱
、
λ
る
ム
門
衆
同
に
交
通
網
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
一
民
し
て
主
張

し
て
き
た
。
し
か
し

マ
デ

f
ソ
ン
は
、

カ
ル

7
1
ン
の
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
連
邦
構
造
L
L
あ
ま
り
に
も
問
題
が
あ
り
す
ぎ
る
と
見
て
い
た
。

連
邦
憲
法
の
制
定
に
探
く
関
わ
っ
一
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
連
邦
政
府
と
州
政
府
の
惟
限
お
よ
び
管
斡
権
を
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
の
円
的
に
あ
わ
せ

て
明
昨
に
M
門
別
す
る
連
邦
構
造
を
ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
み
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
歴
山
家
ド
リ
ェ

l
・
マ
ソ

コ
イ
は
、
広
範
な
内
容
を
ム
合
円
む
ボ

l
ナ
ス
法
串
案
宋
に
対

L
て
マ
デ
イ
ソ
、
〆
が
作
T

芥
爪
什
ハ
権
を
通

L
て
連
邦
憲
法
の
本
米
の
音

指
摘
す
る

O

ま
た
、
建
国
期
の
思
想
史
家
ラ
ル
フ
・
ケ
ッ
チ
ャ
ム
は
、

八
一
烹
年
末
の
第
七
回
作
次
教
書
に
お
い
て
活
力
あ
る
連
邦
政

凶
川
を
杭
傍
し
、
第
一
次
合
衆
川
銀
行
の
設

?υ
、
保
護
関
税
法
の
成
立
、
内
降
開
発
政
策
の
推
進
を
掲
げ
た
こ
と
と
、
最
内
恨
の
教
書
で
あ
る
マ

一
ア
ィ
ソ
ン
の
拒
否
権
は
必
ず
し
も
，

r厄
す
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
c

と
い
う
の
も
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
決
議
と
ヴ

7
1

反連rr，主主との悶い r，↑)

ン
ニ
ア
議
会
に
提
出
し
た
一
八

0
0年
の
報
生
日
喜
を
通
し
て
一
員
し
て
連
邦
政
府
の
無
制
限
な
梓
力
行
使
に
反
対
し
白
山
の
擁
護
を
掲
げ
て

き
た
っ
第
ヒ
例
年
次
教
書
は
、

ブ
ェ
デ
ラ
リ
ス
}
的
政
策
で
あ
り
、

マ
デ

f
ソ
ン
が
一
七
九
八
年
の
原
則
を
放
棄
し
た
と
批
判
さ
れ
る
が
、

む
し
ろ
連
邦
憲
法
の
枠
組
み
の
巾
で
機
能
す
る
連
邦
政
策
を
追
求
し
た
も
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
何
別
政
策
に
忠
実
だ
っ

た
の
で
は
な
く
、
存
絞
し
う
る
共
和
占
下
表

(
t
E
F
z
z
z
z
-
2
2
2
)
に
忠
実
だ
っ
た
と
い
う
c

そ
の
た
め
、

ーミア

←ア

イ

ソ
だン
つに
た μ と
〕 三 〉

1'，1 て
民 「
の肉

山
、
活
力
、
独
立
守
そ
し
て

一
八
一
一
一
年
戦
争
を
終
え
一
八

六
十
に
抱
い
た
白
伝
は
議
論
の
余
地
の
盤
い
も
の
」

白
白
と
繁
栄
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
権
力
の
行
使
が
制
限
さ
れ
た
共
和
政
府
と
し
て
の
連
邦
政
府
の
形
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
叫
欠
で
、

北法57(4-53)1:)85



日見

こ
の
よ
う
な
ー
止
脈
に
お
い
て
は
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
対
す
る
拒
百
権
は
こ
れ
ま
で
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
E
考
と
正
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
分
析

(
日
)

し
た
。
連
邦
憲
渋
を
厳
防
相
に
解
釈
し
た
マ
デ

f
ソ
、
〆
大
統
領
に
対
し
て
、

マ
y
コ
イ
も
ケ

y
チ
ャ
ム
も
州
権
論
者
に
転
向
し
た
と
い
う
凡

4 

H附

方
を
し
て
は
い
な
い
。
と
ち
ら
も
本
米
の
連
邦
体
制
の
い
純
益
者
と
し
て
マ
デ
イ
ソ
ン
を
評
附
す
る
つ
実
際
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
州
益
の
!
止
場

か
ら
、
州
政
府
が
本
来
す
べ
き
政
策
を
財
源
而
で
連
邦
政
府
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
も
の
で
、
連
邦
政
府
が
之
援
す
る
必
然
の
な
い
も
の
ま
で

含
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
っ
た
れ
況
戸
れ
の
連
邦
情
土
涯
を
変
容
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
と
っ
て
反
連
邦
正
義
的
な
ボ
ー
ナ
ス

法
案
を
廃
案
に
す
る
た
め
に
、
連
邦
憲
法
の
厳
格
解
釈
と
い
う
見
解
を
持
ち
出
し
て
、
制
収
然
た
る
態
度
で
同
法
楽
を
拒
合
し
た
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
三
月
三

H
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
恒
汚
権
に
よ
っ
て
再
び
連
邦
議
会
に
差
し
戻
さ
れ
た
。
向
院
で
一
一
分
の
二
以
上
の
多
数
決
で

ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
成
立
す
る
可
能
性
は
時
四
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
僅
茅
で
判
決
さ
れ
た
法
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

再
可
決
す
れ
ば
、

る
と
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
妊
進
派
に
と
っ
て
情
勢
は
椋
め
て
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
ロ
同

H
下
院
で
再
投
票
が
行
わ
れ
た
が
、
資
成
ハ

O
反
対

Z
A

六
に
終
わ
り
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
拒
'hu
権
を
来
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

7
i
)
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Z
Z
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0
5唱
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コ
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日見

第
四
'
草

反
連
邦
主
義
と
の
闘
い

4 

H附

第
一
節

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
拒
合
権
発
動
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
動
向

ボ
ナ
ス
法
案
が
成
止
し
て
い
れ
ば

ニ
J
l
ヨ
ー
ク
州
は
今
後
一
心
年
間
に
わ
た
り
年
間
九
万
ド
ル
を
連
邦
政
府
か
、
わ
支
給
さ
れ
て
い

た
は
ず
で
、
そ
う
な
れ
ば
運
河
建
設
に
伴
う
借
入
余
の
利
息
を
支
払
う
の
に

l
分
で
あ
る
と
、
運
河
委
川
明
日
会
は
山
足
首
川
用
を
し
て
い
た
っ
し
か

し
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
不
成
す
に
終
わ
り
、

エ
リ

l
述
刈
お
よ
び
ン
ヤ
ン
プ
レ
イ
ン
運
河
事
業
へ
の
連
邦
1
4
援
が
、
す
ぐ
に
は
得
ら
れ
な
い

八
一
七
汗
一
月
八

H
に
述
州
委
員
会
の
報
件
世
田
に
同
連
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
川
の
両
院
合
同
委
員
会
は
、
将
来

的
な
連
邦
支
援
の
同
能
性
に
八
百
み
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、
商
運
河
の
建
設
に
単
独
で
乗
り
だ
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
報
告
書
を
従
山
川
し
た
。

」
と
は
明
白
だ
っ
た
。

報
行
書
は
、

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
河
が
完
成
す
れ
ば
、
移
動
時
間
を
短
縮
し
か
っ
輸
送
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
止
産
物
の
市
坊
の
範

エ
リ
1
運
河
の
建
設
に
は
約
五

O
O
Nド
ル
、
シ
ャ
ン
プ
レ
イ
ン
運
河
の
建
設
に
は
一

C
C
万
ド
ル
が
か
か
る
こ
と
を
指
摘

国
が
ヴ
ァ

l
モ
ン
卜
川
の
丙
部
、

カ
ナ
ダ
の
北
部
、

ア
メ
リ
カ
台
衆
阿
の
ア
レ
ゲ
ニ

l
山
脈
丙
側
の
北
「
分
の
地
岐
に
ま
で
拡
大
す
る
じ
特

に
輸
送
賓
の
軽
減
と
い
う
占
を
詳
し
く
見
る
と
、
内
時
で
バ
ッ
フ
ァ
ロ
か
ら
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
ま
で
は
一
ト
ン
に
つ
き
一

0
ド
ル
か
か
っ

て
い
る
。
し
か
も
、

オ
ン
タ
リ
オ
湖
と
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
経
由
の
航
路
は
危
険
で
、
旬
年
数
多
く
の
船
舶
と
人
命
が
失
わ
れ
て
い
た

だ
け
で
な
く
、

ハ
ド
ソ
ン
川
経
尚
よ
り
も
時
間
は
か
か
る

υ

と
は
い
え
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
バ
ッ
フ
ァ
口
ー
ま
で
の
輸
送
費
は
一
ト
ン
に

つ
主
二

0
0
ド
ル
か
か
る
ば
か
り
か
通
常
一

O
Hを
要
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
輸
込
費
用
の
而
で
セ
ン
}
・
口

l
レ
シ
ス
川
経
山

が
隆
盛
す
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
〈
そ
の
よ
う
な
中
、

費
は
通
行
料
を
含
め
て
も

エ
リ

l
湖
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
輸
送

一
ト
ン
に
つ
き
の
ド
ル
か
ら
一
一
ド
ル
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
丙
部
の
発
展
と
い
う
点
に

エ
リ
l
運
河
が
完
成
す
れ
ば
、

北法;)7(4-56)158月



つ
い
て
見
れ
ば
、
例
え
ば

ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
、
〆
ド
地
上
刀
か
ら
の
移
性
苫
は
こ
、
二
一
円
〉
年
だ
け
で
午
閥
六
%
に
上
り
、
こ
の
増
加
を
ー
ベ
え
る

数
千
人
も
の
人
々
が
旬
年
丙
部
に
新
た
な
移
住
先
を
探
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
、
運
河
建
設
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
西
部
を
発
展
さ
せ
る
可
能

性
を
示
唆
し
た
。

し
か
し
、
運
河
建
設
に
即
時

A
Lと
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
建
設
資
令
を
い
か
に
調
遁
す
る
の
か
、
運
河
社
両
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
〔
オ
ハ
イ
オ
州
が
エ
リ

l
運
河
計
画
へ
の
協
わ
り
を
表
明
し
て
い
る
と
は
い
え
、

オ
ハ
イ
オ
州
か
ら
の
直
接
的
な
資
金

援
助
を
期
待
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
υ

頼
み
の
綱
、
だ
っ
た
連
邦
政
府
に
関
し
て
も
、
先
の
連
邦
議
会
で
ボ
ー
ナ
ス
法
案
が
百
決
さ
れ
た
ば
か

一J
¥

り
だ
っ
た
。
そ
れ
で
は
ど
う
す
る
の
か
。
報
白
書
は
、
ま
ず
、

エ
リ

I
巡
河
の
出
と
シ
ャ
ン
プ
レ
イ
ン
運
、
刊
の
開
通
を

U
指
す
み
針
を

提
案
し
た
。
具
体
的
に
は
、
西
部
内
陸
閉
門
航
行
会
社
の
権
利
を
購
入
し
、

ロ
ー
ム
と
セ
ネ
カ
川
と
の
問
の
エ
リ

l
運
河
の
一
部
、
ま
た

ベ
ー
カ
ー
の
い
仙
の
下
方
の
便
利
な
地
白
'
で
シ
ャ
ン
プ
レ
イ
ン
湖
と
ハ
ド
ソ
ン
川
と
を
結
ぶ
運
河
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
c
さ
ら
に
、

運
河
建
設
に
特
化
し
た
運
河
某
令
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
運
河
基
金
の
運
川
に
あ
た
る
こ
と
を
提
系
し
た
。

抑
止
川
書
が
エ
リ

1
逆
向
建
設
に
闘
し
て
、

ロ
ー
ム
と
セ
ネ
カ
川
と
を
結
ぶ
全
体
の
巾
で
巾
間
部
分
に
当
た
る
区
間
か
ら
者
工
す
る
と
い
う

ぬ
案
に
は
理
山
が
あ
っ
た
c

こ
の
区
間
の
運
刈
が
完
成
す
れ
ば
、

セ
ネ
カ
川
と
ハ
ド
ソ
ン
川
の
支
流
で
あ
り
山
部
を
流
れ
る
そ
ホ
ー
ク
川
と

反連rr，主主との悶い r，↑)

が
結
ば
れ
、
西
部
の
内
陸
航
行
路
の
半
分
近
く
が
開
通
す
る
υ

そ
れ
だ
け
で
、
セ
ン
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ス
川
を
擁
す
る
カ
ナ
ダ
側
に
対
抗
し
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
山
部
の
農
地
と
し
て
の
利
似
性
が
高
ま
る
コ
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
の
人
削
地
と
し
て
の
魅
力
を
尚
め
る
だ
け
で
な
く
、
交

易
山
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
立
問
機
が
広
が
る
と
い
う
同
接
的
な
経
済
効
果
が
い
見
込
ま
れ
た
υ

き
ら
に
、
地
形
的
に
み
て
、
こ
の
い
問
は
最
も

工
事
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
も
あ
っ
た
c

一
八
一
七
作
凶
月
一

4
日
に
成
立
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
運
河
建
設
法
で
は
、
報
肯
書
の
舵
業
が
ほ
ぼ
受
け
入
れ
ら
れ
た
〈
最
も
重
安
だ
っ

た
の
は
、
運
河
建
設
の
財
務
凶
を
担
ψ

す
る
運
河
基
金
委
員
会
を
発
足
さ
せ
運
河
建
設
の
た
め
の
債
位
の
発
行
を
認
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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日見

連
河
基
金
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
将
来
的
に
連
邦
政
府
か
ら
財
政
支
綬
の
受
け
皿
が
川
意
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

調
迷
で
き
る
組
織
を
作
っ
た
こ
と
で
、
憎
た
J

、
合
付
、
他
州
政
府
、
連
邦
政
府
か
ら
の
助
成
金
に
依
存
し
な
い
財
政
基
幣
を
染
く
こ
と
が
で

一
般
か
ら
資
金
を
広
く

4 

H附

き
た

J

ま
た
、
運
河
建
設
計
向
に
際
し
て
、

エ
リ

l
述
刈
の
中
間
区
間
(
七
、
ネ
カ
洲
か
ら
ユ
テ
ィ
カ
ま
で
)
と
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
ン
運
河
を
最

初
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
も
決
定
し
た
。
こ
の
建
設
戦
略
が
、
後
に
エ
ワ
l
運
-
州
事
業
の
成
功
を
導
く
こ
と
に
な
ワ
た
。
さ
ら
に
、
山
部
内
陸

間
門
航
行
会
祉
の
権
利
と
則
産
を
早
急
に
購
人
す
べ
き
と
い
う
提
索
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
υ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、
塩

蒸
気
船
に
よ
る

旅
行
、
運
河
か
ら
一
ア
1

マ
イ
ル
以
内
の
土
地
に
対
し
て
新
た
な
税
を
創
設
し
、
当
面
の
運
河
債
の
利
L
J
の
I
4
払
い
に
充
て
る
こ
と
で
、
財
政

的
に
速
、
川
基
金
を
文
促
し
た
。
連
邦
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
は
失
敗
し
た
が
、
同
州
が
速
、
川
建
設
に
向
け
て
刑
備
し
て
き
た
知
識
と
智
恵

は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
ワ
た
。
運
河
委
員
会
は
デ
・
ウ
イ
ッ
ト
・
ク
リ
ン
}
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ヴ
ア
ン
・
レ
ン
セ
ラ

l
、
ジ
ョ
セ
フ
・

ヱ
リ
コ
ッ
ト

マ
イ
ロ
ン
・
ホ

l
レ
l
、
そ
し
て
サ
ミ
ユ
エ
ル
ヤ
、
〆
グ
の

4
人
で
構
成
さ
れ
た
c

ホ
l
レ
!
と
ヤ
ン
グ
は
委
口
代
表
と
し

一
八
一
八
年
に
は
ヘ
ン
リ
1
・
シ
1
モ
ア

(
Z
2
2
m雪
E
2之
が
初
期
の
エ
リ
コ
ソ
ト
に
代
わ
る
出
を

(
9
一

(
r
f
-
-
E
E
n
F
-
E
T
)
が
委
員
代
表
に
加
わ
っ
た
。

て
運
川
建
設
事
業
に
存
念
し
た
。

埋
め

一
八
一
二
年
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

C
-
ボ
ウ
ク

運
州
川
幕
金
委
員
会
が
発
行
す
る
通
例
債
は

一
八
一
じ
年
六
月
に
初
め
て
売
り
出
さ
れ
た
c

巾
初
、
運
河
債
へ
の
山
資
者
が
集
ま
る
か
ど

う
か
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
運
河
債
は
小
円
山
資
苫
を
中
心
に
購
入
さ
れ
、
資
金
調
達
に
関
す
る
不
公
は
杷
憂
だ
っ
た
の

エ
リ
l
述
川
建
設
は
そ

ン
ロ

1
政
権
の
副
大
統
訟
と
な
っ
た
ダ
ニ
工
ル
・
ト
ム
キ
ン
ス

(じ

P
E
E
H
2

の
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
と
な
っ
た
デ

ウ
イ
ッ
ト
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
い
で

八
七
年
ヒ
月
四
円
に
口

l
ム
で
着
で
き
れ
た
。

八
九
年
一
心
月
に
は
モ
ホ
ー
ク
川
と
セ
ネ
カ

川
と
を
結
ぶ
九
二
マ
イ
ル
の

μ問
が
完
成
し
、
山
下
年
五
月
に
中
間
区
闘
が
開
通
し
た
c

こ
れ
に
よ
ワ
て
運
河
基
金
委
員
会
に
通
行
料
収
入
が

入
る
よ
う
に
な
っ
た

F

エ
リ

l
運
河
の
進
捗
状
況
と
投
資
家
と
の
関
係
を
訓
査
し
た
思
史
家
、
ネ
イ
サ
、
〆
・
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、

八
一
七
作

か
ら
八
一
心
年
ま
で
の
悶
は
小
川
の
同
資
者
が
多
数
を
占
め
た
が
、
運
河
慣
が
安
全
件
の
高
い
投
資
対
象
だ
と
い
う
一
計
判
が
内
外
に
高
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ま
っ
た
一
八
二
口
年
末
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
内
だ
け
で
な
く
他
州
の
投
'
貨
家
の
関
心
を
も
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
外
国
人
、

と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
人
投
資
家
か
ら
の
山
資
が
増
加
し
た
。
お
り
し
も
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
経
済
不
川
の
最
中
に
あ
り
、
囲
内
の
健
全
な

投
資
先
と
し
て
ニ
コ

l
ヨ
ー
ク
州
の
運
河
ポ
業
が

U
円
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
き
ら
に
、
不
況
に
よ
っ
て
、
熟
練
労
働
者
を
安
く
一
雇
刷
で
き

た
だ
け
で
な
く
、
材
料
費
の
州
遠
も
安
上
が
り
と
な
り
、
運
河
雫
業
に
と
っ
て
不
況
は
追
い
風
と
な
っ
た
。
運
河
債
は
、

一
八
一
つ
年
の
閥
、
咋
利
六
%
で
こ
の
万
ド
ル
が
起
債
さ
れ
た
が
、

八

九

年

か

ら

八
一
汗
に
は
運
河
債
の
作
利
を
五
%
に
卜
げ
で
も
一
回
。
万
ド
ル

を
訓
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
っ
一
八
二
二
作
秋
に
は
、
工
リ

1
運
河
建
設
と
同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
た
シ
ャ
ン
プ
レ
イ
、
〆
運
河
が
開
通
し
た
。

一
八
一
烹
年
に
開
通
す
る
エ
リ

1
濯
、
刊
は
、
結
局
、
建
設
資
金
不
足
に
見
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
エ
リ
ー

運
河
は
、
一
九
世
紀
末
ま
で
鉄
道
と
と
も
に
内
陸
部
と

λ
西
洋
と
を
結
ぶ
主
安
な
輸
送
v

父
通
網
と
し
て
大
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

水
運
に
恵
ま
れ
た
エ
リ
l
運
河
の
周
辺
地
域
は
予
想
通
り
経
済
的
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
c

エ
リ
1
運
河
の
建
設
に
際
し
て
、
運
河
全
体
の
中
附
部
分
を
ま
ず
は
開
通
さ
せ
る
点
式
を
と
っ
た
こ
と
で
、

技
術
面
で
は
、
一
連
河
伎
町
や
佳
設
労
働
者
が
残
り
の
逗
河
建
設
に
向
け
て
の
経
験
を
積
む
機
会
と
な
り
、
そ
の
怜
恨
の
で
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
。

と
こ
ろ
で
余
談
で
あ
る
が

エ
リ

l
運
判
事
業
は
通
例
建
設
の
技
能
品
J

校
そ
の
も
の
だ
っ
た
じ
当
時
、
川
内
で
長
も
経
験
の
あ
る
技
師
で
あ
り
、

工
事
主
任
を
務
め
た
作

反連rr，主主との悶い r，↑)

長
の
ベ
ン
ン
ヤ
ミ
ン
・
ラ
イ
ト

(
由
。

E
E己
ロ
A21

コぬ
7

エ
リ

l
運
川
副
画
の
実
施
調
斉
に
当
た
っ
た
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ゲ
デ
ス
は

ηノ
k
ドバー、

6

v

 

運
河
の
力
学
構
造
の
設
計
分
野
で
第
一
人
者
と
な
っ
た
コ
ま
た
、
ネ
イ
サ
ン

5
・
口
パ

1
ツ

(
R
E
F
E
H
的
問
。

σ
2
E
)
は
工
リ

1
運
河
事

業
を
一
旭
し
て
、
技
能
を
磨
き
、
測
量
で
か
ら
運
河
航
路
や
閉
門
設
計
で
高
い
業
績
を
上
げ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
ロ
パ

l
ツ
の
下
で
刈
練

を
受
け
た
ジ
ョ
ン
・

B
・
ジ
ャ

l
ピ
ス

(」

C
7
ロ
回
』
命
日
i
4
5
)

は
一
八
七
年
に
二
一
歳
で
エ
リ
l
運
河
建
設
上
ポ
に
加
わ
ワ
た
と
き
に
は
建

設
労
働
者
の
一
人
に
過
さ
な
か
っ
た
が

ロ
パ

l
ツ
の
測
量
班
に
入
り
、
彼
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
述
、
川
技
師
と
し

て
活
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
コ
彼
は
八
作
を
要
し
た
エ
リ

1
運
河
完
成
後
、
一
ア
ラ
ウ
ヱ
ア
&
ハ
ド
ソ
ン
運
河
の
五
伴
技
師
と
な
り
そ
の
後
は

北法57(4-5911;;91



日見

鉄
道
建
設
に
進
出
し
て
い
っ
た
c

4 

H附

ニ
ュ

l
ヨ
ク
州
選
山
の
い
t

院
訟
員
ト
マ
ス
・
ゴ
ル
ド
(
叶
E
C
自
由

C
E
5

の
関
税
収
入
の
三
分
の
を
稼
ぎ
山
刊
す
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
へ
の
見
返
り
と
し
て
、
州
宅
業
へ
の
連
邦
助
成
を
訴
え
た
。

は
、
連
邦
政
府

ボ
ナ
ス
注
案
の
審
議
過
程
に
お
い
て

マ
デ
イ
ソ
ン
政
権

期
に
お
い
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
川
は
連
邦
助
成
を
作
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
思
い
も
よ
ら
な
い
拒
合
権
発

動
か
ら
程
な
く
し
て
ニ
ュ

i
ヨ
ク
州
遅
し
川
建
設
法
を
成
立
さ
せ
、
運
川
債
を
発
行
し
て
内
外
か
ら
定
設
資
金
を
嗣
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

当
初
、
資
金
調
達
が
順
調
に
い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
不
安
が
強
か
っ
た
た
め
、

一
八
七
年
一
月
に
州
議
会
に
提
附
さ
れ
た
山
院
合
同

委
員
会
の
報
白
書
が
記
し
て
い
た
よ
う
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
連
邦
支
援
の
ヤ
平
み
を
絶
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
υ

し
か
し
、
結
果
的
に

は
連
邦
政
府
の
主
援
を
得
る
こ
と
な
く
、

ニ
コ

l
ヨ
ー
ク
川
は

4
大
刈
と
ハ
ド
ソ
ン
川
と
を
結
び
ト
人
西
洋
沿
岸
の
商
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
つ

な
が
る
航
行
綱
を
独
占
円
に
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
c
巾
l
時
の
ア
メ
リ
カ
ム
門
衆
同
内
で
最
も
絞
済
的
に
発
蓮
し
て
い
た
州
だ
か
ら
こ
そ
可
能

な
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
こ
の
エ
リ
1
運
河
ポ
楽
は
連
邦
政
府
主
導
の
内
陸
開
発
政
策
を
推
泣
す
る
談
八
一
珊
に
何
ら
か
の
彫
響
を
与
え
た
の
だ
ろ

、
つ
ノ
ふ
パ
付

J7
i
)
P
N
H
h
A
d
c
¥
号
令
己
三
、
ミ
/
ザ
号
、
ヨ
ヰ
芸
均
三
三
主
S

E

Z
、
り
ー
尽
き
色
町
、
E
き
』
v
P
2
0
2
2
F
U
J
旬
、
ミ
ミ

E
N
Eご
君
ム
町
村
5
2
~
句
、
九
さ
え
ミ
号
、
P
N
WZ
~

円
。

s
s
g句

HSMmw叫ん
ゆ

Q
芯内

H
C
之
宮
司
~
ト
V
2
R語
、
志
向
仇
(
〉

)σ
ロ
コ
一
マ
一
千
九
戸
コ
斗
一
一
一
ompv-1P
τ

コ=↓
Z
1
M
]
∞
N
U
Y
N
ぐ

c
-
ω
-
N
4
N
∞斗

(
2
)
H
Z
A
H
N

、ロ

(
3
)
=
丘一一

ω叶
酌

叶

叶

(
4
)
』

E
R
N
H
K叶
⑦

叶

ロ

(一
3
)

与
丘
一
]
凶
由
。
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(
6
)
』
E
L
H
k
m
w
H

戸

7
)
司
王
宮
z
z
z
-
2
-
u
コ
ミ
ロ
号
号
、
号
、
ミ
ミ
」
J
語
、
、
名
守
ヘ
ん
も
お
h
E
C
¥
同
三
三
塁
HR
巴
2
己
主
S
E
ご
町
村
」
/
h
H
-
v
F」ヰ

M
E
守
口
君
主
代
号
、
。
E
E
P
3
3
R

」U
V山

v
h
h
~
』
し
り
恥
(
』
円
宮
山
内
町
戸
円
。
こ
】
命
=
戸
一
ロ
コ
巾
円
ω
戸
内
可

τ可
作
ω
タ
円
出
品
N
Y
匂
吋
]
{

(
8
)
レ
ヨ
注
目
】
J
1
N

(
9
)
一ん
G
=
己
斗
一
口
出
プ
ロ
看
守
向
。
三
主
主
=
2
三
一
、
3
5
mげ
Cコ

-
Z
Cコ
-
2
2
q
手
2
ω
C
叫
欠
。
コ
門
戸
】
の
F
4
-
也
昂
昂
)
ち
∞
品

(
凶
)
初
期
の
運
河
債
の
人
口
の
購
入
省
、
と

ν
て
は
、
労
働
省
、
事
務
貝
、
玉
川
議
婦
、
靴
磨
き
等
の
小
額
預
企
を
長
め
て
い
た
ニ
コ

l
ヨ
l
ク
巾
貯

苔
銀
行
(
↓

Z
ロ
2
7
f寸
由
主
ヨ
コ
m
E
吾
司
会
d
c『

Z
2
4
2
さ
が
あ
り
、
エ
リ

I
運
河
の
建
設
に
は
山
接
的
で
あ
る
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

一
般
庶
民
が
山
資
し
て
い
た
と
も
い
え
る
〔

Z
E
F
U
J
R
同

5
4
5
R
G
Z
可司令、

P
室
、
右
中

g
u∞一一

7
↑

l
ヨ
ー
ク
ーー
巾
貯
蓄
銀
行
に
つ
い
て

は
、
加
勢
出
博

h

北
米
運
河
史
研
究
'
(
関
内
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
)
、
第
凶
京
参
照
。
な
お
、
八
一
九
年
に
は
ニ
コ

1
ヨ
1
ク
州
の

逗
川
債
の
T
1
0
%以
上
が
外
凶
人
投
資
家
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
た

n

注
主
匂
七

H
H
C

(
H
U
)
H
Z
A

【

】

念

日

(
辺
)
出
ゴ
川
W4
4
J
下

4
3
。
=
ぬ
き
=
2
m
刀
可
∞
∞
∞
叩

(

門

川

)

与

(

)

]

戸

ム

5
円
O
H
H
h
f
k
E
問
。
出
印
む
℃
∞
Jyv
∞()

反連rr，主主との悶い r，↑)

町
市
二
日
出

花
T
h
l

権
の
姥
響

(
l
)
ボ
ー
ナ
ス
法
九
条
の
亡
霊

第
五
代
大
統
領
に
就
任
し
た
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
モ
ン
ロ
ー

(
]
戸
ヨ

2
7
{
c
=「
C
m
u
)

は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
連
邦
が
拡
大
す
る
時
代
の
ト
人
統
領
で

一
七
八
九
作
の
約
二
倍
に
増
加
し
た
c

ま
た
、
ア
メ

あ
っ
た
と
い
え
る

一
八
一
七
年
の
ア
メ
リ
カ
の
総
人
い
は
約
九

0
0万
人
と
な
り

リ
カ
の
人
川
の
約

Y
数
は
ニ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
や
大
西
洋
沿
山
部
の
巾
部
諸
州
に
屑
住
し
て
い
た
が
、
急
増
す
る
人
口
は
大
丙
洋
沿

北法57(4-61)1:)93



日見

。
年
の
同
勢
調
貨
で
ミ
シ
、
ン
ァ
ヒ

l
・
バ
レ
ー
に
作
む
人
々
は
約
一
回
。
万
人
で

岸
諸
州
か
ら
内
陪
阿
部
へ
の
人
の
移
動
を
促
し
た
の

八、

あ
っ
た
が

一
八
一

O
年
に
は
一
問
。
-
力
人
に
膨
れ
上
が
っ
た
υ

人
川
増
加
を
象
俄
す
る
の
が
、
全
米
の
郵
便
同
数
で
あ
る
。

七
八
九
作

4 

H附

に
は
わ
ず
か
七
五
局
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
八
口
一
年
に
は
む
一
五
局
に

/、

八
一
ー
ヒ
汗
に
は
二
四
有
九
川
町
に
達
し
て
い
た

J

七
年
の
モ
ン
ロ
ー
ト
人
統
領
就
任
時
に
九
川
で
構
成
さ
れ
た
ア
メ
ワ
カ
合
衆
国
は
、
彼
の
辞
任
時
に
は
一
川
川
に
ま
で
増
大
し
た
。

こ
の
拡
大
す
る
共
和
国
は
、
蒸
気
汽
船
の
実
用
化
後
大
西
洋
沿
岸
部
の
王
安
都
山
を
運
行
す
る
汽
恥
湘
が
、
ま
た
内
陣
阿
部
に
は
道
路
網
二

八
二
口
十
代
か
ら
は
次
第
に
鉄
道
網
)
が
伸
長
し
、
交
通
革
命
の
最
中
に
あ
っ
た
υ

こ
の
よ
う
な
状
況
の
巾
で
政
権
を
一
期
務
め
た
モ
ン
ロ
ー

は
、
連
邦
憲
法
解
釈
で
は
前
伴
者
の
拒
存
権
を
意
識
し
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
方
、
連
邦
王
将
の
内
陣
開
発
政
策
に
つ
い
て
積
極
的
な
推
進

者
の
相
聞
も
持
ち
ム
門
わ
せ
て
い
た
。

一
八
一
ヒ
年
二
月
川

H
に
刑
さ
れ
た
就
仔
演
説
は
、

モ
ン
ロ
ー
白
身
が
マ
デ
ィ
ソ
ン
政
権
時
代
に
同
務
長

{
屈
を
ま
た
、

一
八
一
二
年
戦
争
中
は
一
時
期
陸
軍
長
官
を
務
め
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
、

ア
メ
リ
カ
外
交
や
防
衛
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
だ
け
で
な
く
、
連
邦
の
維
持
と
諸
州
の
調
和
を
懇
請
す
る
点
が
印
象
的
で
あ
る
ロ
ま
た
、
同
内
製
泣
楽
を
保
護
し
、
諸
外
国

に
依
右
し
な
い
経
凶
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
合
衆
凶
内
の
災
通
料
を
整
備
し
凶
内
市
場
を
活
性
化
す
る
必
要
性
が
強
調
さ

れ
た
c

教
吉
は
、
対
外
的
に
は
、
品
外
国
か
ら
の
経
済
的
白
す
を
模
生
し
、
対
内
的
に
は
、

M
T
命
か
ら
約
川

O
作
あ
ま
り
、
連
邦
憲
法
体
制

が
確
立
し
て
か
ら
一
八
刊
を
経
た
ア
メ
リ
カ
ム
円
衆
阿
と
い
う
政
治
経
済
的
共
同
体
の
発
反
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
統
領
就
任

演
説
後
、
二
代
続
く
ヴ
ア

1
ジ
ニ
ア
州
山
身
の
大
統
領
に
対
し
て
好
意
的
で
は
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
モ
ン
ロ
ー
は
、
自
費
で
二
ヵ
月

半
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
と
大
山
洋
治
山
の
巾
部
諸
州
を
視
察
し
た
。

モ
ン
ロ
ー
は
、
そ
の
二
年
内
慨
に
は
丙
部
ー
と

南
部
の
品
川
も
視
察
し
、
全
米
を
実
地
見
聞
し
た
じ
大
統
領
と
し
て
最
初
に
敢
行
し
た
フ
よ
デ
ラ
リ
ス
ツ
派
が
勢
力
を
も
っ
地
域
へ
の
視
祭

旅
「
れ
は
、
表
向
き
は
ア
メ
リ
カ
の
経
治
的
平
事
的
尻
状
を
犯
射
す
る
こ
と
が

U
的
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
長
で
、
党
派
性
を
越
え
て
モ
ン

口

1
政
権
へ
の
文
持
を
確
保
す
る
こ
と
が
蛍
因
さ
れ
て
い
た
コ

ブ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ツ
派
の

1
城
で
あ
る
マ
サ
チ
ュ

1
セ
y
ツ
州
で
歓
迎
を
受
け
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た
モ
ン
ロ
ー
は
自
ら
の
政
治
的
基
幣
を
固
め

フ
ェ
デ
ラ
リ
ス

y
派
の
消
滅
と
と
も
に
、
好
感
伯
の
時
代
が
幕
を
あ
け
た
の
だ
っ
た
円

直
陵
地
右
を
そ
の
日
で
凡
た
経
験
は
モ
ン
ロ
ー
政
権
の
様
々
な
政
策
に
牛
か
さ
れ
て
い
く
。
内
陸
開
発
政
策
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る

が
、
モ
ン
ロ
ー
は
大
統
領
時
代
、
内
陸
開
発
政
策
に
対
す
る
相
矛
盾
す
る
感
情
に
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
れ
は
モ
ン
ロ
ー
の
第
同
年
次
教
書
に

お
い
て
も
見
て
と
れ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
ム
門
衆
川
の
仏
大
な
領
1
、
物
流
、
地
域
間
の
?
父
流
、
繁
栄
の
条
什
等
を
考
え
た
と
き
、

道
路
や
逗
刈
の
交
通
網
が
も
た
ら
す
利
便
牲
を
高
く
詐
何
し
た
υ

し
か
し
、
連
邦
議
会
が
直
邦
害
Z

法
を
改
正
せ
ず
に
、
内
陸
開
発
法
案
の
成

モ
ン
ロ
ー
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
政
策
に
つ
い
て
迷
邦
産
法
制
定
時
よ
り
現
十
社
ま

立
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
し
た
。

で
桜
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
に
は
斜
解
を
-
小
し
つ
つ
も
、
彼
白
身
、
連
邦
政
府
は
憲
法
卜
内
陸
開
発
権
限
を
守
え
ら
れ
て
い
な
い
と
の
止
場

rη~d 

を
表
明
し
、
憲
法
改
リ
の
必
要
性
を
で
r抗
し
た
。
そ
れ
は
就
任
演
説
で
の
見
解
を
繰
り
返
し
た
も
の
だ
っ
た
。
モ
ン
ロ
ー
は
、
前
伴
者
が

モ
ン
ロ
ー
が
こ

最
終
に
附
し
た
作
存
権
発
動
の
教
書
を
前
提
と
し
た
内
降
開
発
政
策
論
支
持
を
改
め
て
強
調
し
た
と
い
え
る
υ

と
は
い
え
、

の
殺
害
の
こ
と
で
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
送
っ
た
一
八
七
年

一
月
二
四
円
付
け
の
書
簡
を
見
る
と
、
連
邦
憲
法
の
改
正
提
案
に
つ
い
て
モ
ン

ロ
l
白
身
に
島
藤
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
運
泊
と
道
路
に
つ
い
て
の
問
題
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
経
緯
か
ら

反連rr，主主との悶い r，↑)

そ
の
い
柏
を
吐
露
し
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
末
、
連
邦
議
会
に
は
内
陸
閣
発
権
限
は
な
い
と
い
う
結
論
に

達
し
た
こ
と
、
ま
た
り
削
任
者
で
あ
る
マ
デ
ィ
ノ
、
〆
大
統
領
の
作
芥
権
の
役
で
は
、
内
陸
開
発
法
案
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

難
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
一
と
、

う
見
通
し
を
伝
え
て
い
る
。
熟
考
の
末
、
白
ら
の
1
4
場
を
凶
め
た
モ
ン
ロ
ー
は
、
内
陸
開
発
法
案
を
成
立
さ
せ
る
前
提
と
し
て
、
連
邦
議
会

f4) 

に
対
し
て
連
邦
憲
法
の
改
正
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
山
明
ら
か
に
し
た
。

ボ
ー
ナ
ス
法
案
審
議
で
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
連
邦
憲
法
改
正
は
不
必
要
と
の
意
見
は
依

然
と
し
て
あ
っ
た
〈
少
な
く
と
も
、
尻
憲
法
体
制
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
が
国
内
の
道
路
や
運
河
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
し

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

た
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
拒
合
格
は
連
邦
議
会
に
お
け
る
内
陸
開
発
論
議
を
終
息
さ
せ
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
υ

と
は
い
え
、

そ
の
後
の
モ
ン
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日見

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
組
存
権
が
内
陸
刷
発
を
め
ぐ
る
議
論
の
枠
組
み
を
ほ
定
L
続
け
た
点
は
芥
定
で
き
な
い
c

口

l
政
権
時
代
を
概
飢
す
る
と

実
際
、

モ
ン
ロ
ー
政
権
の
内
陣
開
発
政
策
は
、
現
行
の
連
邦
憲
渋
体
制
の
維
持
と
拡
大
す
る
合
衆
国
が
求
め
る
政
策
の
必
要
件
と
の
狭
間
で

4 

H附

日
れ
れ
動
く
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、

モ
ン
ロ
ー
大
統
領
は
、

し
ば
し
ば
前
任
者
と
吉
簡
を
交
わ
し
、
内
政
だ
け
で
な
く
外
交
政
策
に
つ
い
て
マ
デ
ィ
ソ
ン
、
ジ
ヱ

フ
ァ
ソ
ン
の
志
見
を
求
め
た
の
こ
う
し
た
吉
簡
の
中
で
、
こ
と
連
邦
政
府
の
内
隆
開
発
政
策
に
関
す
る
限
り
、

の
起
H
H

平
者
と
し
て
厳
防
相
解
釈
の
立
ぬ
を
強
め
て
い
っ
た
。
モ
ン
ロ
ー
の
一

マ
テ

f
ソ
ン
は
、
連
邦
憲
法

一
月
一
同

H
利
て
の
存
愉
に
対
す
る
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
返
事
で
は
、

モ
ン
ロ
ー
が
連
邦
憲
法
改
正
提
案
を
行
う
こ
と
に
跨
踏
し
た
心
情
に
対
し
て
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
彼
が
達
し
た
結
論
を
支
持
し
た
。
ま
た
、

第
一
一
凶
汗
次
教
世
田
を
受
け
取
っ
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
は

二
月
九
日
付
け
の
吉
簡
の
中
で
モ
ン
ロ
ー
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
台
衆
阿
が
内
外
で

胃
か
れ
て
い
る
状
況
だ
け
で
な
く
、
憲
法
修

H
条
羽
奈
の
提
起
に
つ
い
て
の
教
書
の
内
科
を
評
伺
し
た
。
さ
ら
に
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、

月
一
ヒ
日
宛
て
の
存
筒
の
巾
で
明
確
に
連
邦
憲
法
の
本
質
が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
警
戒
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
ヴ
ァ

1
ジ
ニ

ア
州
選
出
の
ヘ
ン
リ
1
・
5
・
G
・
タ

y
カ
1

(-r54
出
汁
の
き
ぺ
問
。
叶
王
宮
ぺ
)

が
八
一
ヒ
年
二
月
一
ム
円
、
連
邦
卜
院
の
道
路
・
述

河
委
員
会
を
代
表
し
て
提
出
し
た
禄
止
門
書
が
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
念
頭
に
あ
っ
た
c

報
告
書
は
、
連
邦
憲
法
改
正
を
視
野
に
お
き
内
陸
刷
発
政

何
点
を
提
案
し
た
モ
ン
ロ
ー
の
教
存
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
報
告
存
の
中
身
は
、

モ
ン
ロ
ー
の
政
彼
方
針
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の

ご
一
つ
二
つ

f
ィ

f

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、

カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
国
道
事
業
を
例
と
し
て
、
政
策
は
い
っ
た
ん
承
認
さ
れ

モ
ン
ロ
ー
に
宛
て
た
存
筒
の
巾
で

る
と
、
吟
味
さ
れ
る
こ
と
な
く
以
後
の
政
権
に
お
い
て
緋
承
さ
れ
て
い
く
と
い
う
法
政
策
の
実
態
に
つ
い
て
の
経
験
を
踏
ま
え
、
川
来
の
法

律
の
適
用
範
阿
を
拡
大
し
本
米
の
リ
的
か
ら
逸
脱
し
た
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
は
政
策
の
継
承
と
は
異
な
る
と
い
う
厳
格
な
姿
勢
を
示
し

た
〔
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
の
本
質
を
脅
か
す
一
つ
の
方
策
に
一
円
及
し
た
〈
第
一
に
述
邦
忌

U
の
H
当
で
は
な
い
自
由
な
解
釈
か
ら
、
第
一
に

起
草
苫
も
法
律
制
定
に
か
か
わ
っ
た
人
々
も
想
定
し
な
か
っ
た
前
例
の
扱
わ
れ
方
か
ら
、
第
三
に
法
案
の
ム
制
用
件
ヤ
大
衆
の
人
気
が
与
え
る

北法;)7(4-64)1596



影
響
か
ら
で
あ
る
ご
込
市
一
一
の
よ

υは
、
前
半
内
よ
り
も
危
険
で
あ
る
ご
と
を
強
調
し
た

ど〕

子一

J

口
3

に
注
意
を
喚
起

L
た
と
い
え
る

一
}
れ
は
ま
さ
巴
山
口
町
間
人
也
氏
%
の
扱
い
々
に
つ
い
て
、

前
人
統
鋲
マ
ヂ
J

ソ
ン
が
懸
念
し
た
タ

y
カ
!
の
郭
告
需
は
、

先
例
↓
口
、
ヮ
で
の
時
々
の
法
判
川
税
事
踏
ま
え
、
出
河
辺
が
は
出
河
政
川
が
道
路

ノ

ω
惟
山
間
全
rh~
し
て
い
る
だ
け
C
な
く

関
係
各
川
の
同
玄
が
作
ら
れ
れ
ば

山恥仙川透明問、

川
ド
山
町
道
路
、

位
向
を
日
以
設
す
る
権
限
を

有
二
、
夫
、
た
こ
〆
存
川
明
ら
か
に

L
て
お
り
、

3
 

〉
〉
九
、
j

s

J

一
「

ミ

t
o
f
v
丈

マ
テ
f
ソ
/
の

h
k
定
三
人
引
の
紋
宇
一
吉
な
ら
び
に
モ
/
ロ
ー
の
教
室
が
が
し
た
庁
、
解
釈
を
論
駁
子

認
川
門
主
け
は
教
者
と
の
刷
剛
一
配
を
強
く
意
識
[
て
い
た
〈
ー
大
統
訟
が
連
邦
政
匂
の
憲
法
「
〕
の
弘
政
と
し
て
好
ま
し
く
な
い
と

手
」
の
興
叫
夜
、
ρ
問
題
に
つ
い
て
述
席
議
会
の

υ
法
姿
剖
貯
に
何
ら
か
の
話
相
口
を
及
ぼ
す
?
と
が
容
認
さ

れ
る
べ
、
去
、
で
あ
る
と
は
一
女
員
会
は
考
え
と
お
り
ま
せ
ん
一
と
出
ぺ
れ
以
語
、
=
立
法
部
こ
の
靖
の
か
ロ
け
ん
が
異
な
る
こ
で
は
巾
l
扶
で
あ
り
、

r八

vt
債
の
件
以
古
川
v窓
州
刊
す
る

h
p川H
J
J
M
M
:足
邦
議
会
が
動
く
し
に
は
以
ら
な
い
と
の
古
場
を
問
符
に
し
た
〈
因
み
に
、
交
i

民
会
が
な
ぜ
こ
の
よ

の
意
見
を
教
主
?
で
た
明
J
O

る
F

」
と
で

う
3
V
旧
帽
を
ン
る
の
か
に
つ
い
七
は
次
の
ふ
う
に
い
う

ル
い
う
の
も

も
7

〆
号
法
で
問
竺
に
さ
れ
た
℃
院
小
多
数
日
出
子
行
政
部
と

異
な
る
な
ら
、
立
豆
一

J

つ
つ
も
、
持
汗
の
脊
日
は
彼
ら
の
吉
田
山

意
見
が
」

;J達河王主;~ n同~\，、{パ)

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
メ

も
)
J

も
連
邦
議
会
が
芯
法
i
の
除
刊
に
か
か
わ
る
刈
包
へ

山
川
出
“
J

戸、、

紋
一
言
戸
、
十
点
羽
さ
れ
七
見
解
へ
の
阪
慌
か
ら

の
杭
副
主
主
し
持
ズ
る
べ
J
d
J
r
に
あ
り
ま
l
た
、
コ
ー
た
1
y

え
芯
法
で
定
め
ら
れ
た
川
院
の
一
ハ
刀
山
山

の
多
υ試
の
支
持
が
あ
っ
た
と
し
て
も
ん
統
領
の
ヨ

ゴ
心
が
い
の
制
ゼ
合
妨
げ
、
2

Q

Y

い
っ
こ
ζ

が
起
こ
る
川
部
引
が
あ
り
ま
す
c

こ
の
よ
う
に
そ
の
よ
ー
な
陸
h
Jど
年
人
す
る
と
大
統
知
の
担
京
一
得
は

U、
問、
は

朝日
~; it 
ほな
12L い
ゆてh

誌を
U て「
~-'J. ¥ 

つメ、
オし il 
勺る

よ同
ーと

なあ
りり
まま
υL  

0' 11.¥ 

J

り
渋
市
は
〈
の
力
へ
の
え
討
し
い
以
苧
人
か
ん
あ
る
い
は
法
制
'
て
へ
の
消
極
去
勢

力、

傍
線
は
笠
去
に

4
る
が

傍
線
的
は
ポ
J

ん
で
は
斜
休
下
に
な
ぺ
て
い
る
〉

二日社 S7(4'fiSil日CJ7



日見

こ
こ
で
委
口
会
は
、
権
力
分
煮
の
見
地
か
ら
大
統
領
と
は
央
な
る
見
解
を
と
る
こ
と
の
意
義
を
注
べ
て
い
る
υ

そ
し
て
、
報
古
世
田
は
、
連
邦

政
府
が
連
邦
憲
法
の
改
正
を
経
ず
と
も
、
凶
内
に
お
い
て
、
郵
便
道
路
、
軍
用
道
路
そ
し
て
運
川
を
建
設
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

4 

H附

様
々
な
先
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
っ
郵
促
道
路
の
建
設
は
一
万
つ
に
及
ば
ず
、
開
発
事
業
の
先
例
と
し
て
は
、

つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
カ

ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
事
業
、

ナ
ッ
チ
コ
ス
リ
ナ
ソ
シ
ユ
ヴ
ィ
ル
通
路
ポ
業
(
一
八
口
六
年
)
、
ま
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
政
権
末
期
に
財
政
支
援
が

判
決
成
立
し
た
レ
イ
ノ
ル
ス
パ
グ
リ
ナ

y
チ
ュ
ス
道
路
建
設
事
業
二
八
一
じ
作
)
が
引
き
台
い
に
出
さ
れ
た
れ
ン
コ
ブ
ア
ソ
ン
、
マ
一
ア
ィ

ソ
ン
政
権
の
一
六
年
間
は
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
が
構
想
し
た
包
括
的
な
開
発
構
想
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
必
要
に
fb
じ
て
迷
邦

政
府
は
連
邦
憲
法
を
柔
軟
に
運
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
プ
ラ

y
ツ
パ

I
ゲ
中
用
道
路
や
ナ

y
チ
3

ス
ー
ナ
ッ

シ
ュ
ヴ
ィ
ル
道
路
事
業
の
よ
う
に
川
の
同
意
は
絶
刈
的
な
条
件
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
委
員
会
は
憲
法
解
釈
に
お
い
て
も
、
連
邦
政
府
の
開
発
権
限
は
「
そ
の
性
質
に
お
い
て
抑
圧
的
で
も
そ
の
傾
向
と
し
て
危
険
で
も

連
邦
を
強
大
に
す
る
た
め
に
構
成
員
を
弱
体
化
さ
せ
る
も
の
で
も
な
く
、
そ
の
効
果
に
お
い
て
有
益
で
州
椎
を
増
大
さ
せ
る
場
合
」
、
厳
格

解
釈
を
と
ら
な
く
て
も
正
当
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
憲
法
改
札
の
必
姿
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
ギ
張
し
た
っ
そ
し
て
、
開
発
権
限
は
、

(ロ)

憲
法
上
明
白
で
あ
る
し
、
そ
う
で
な
く
て
も
「
必
要
か
?
世
切
な
権
限
一
だ
と
指
摘
し
た
c
ま
た
、
郵
便
迫
路
の
開
発
は
設
立
す
る

(2EF--広三

と
い
う
一
一一
日
葉
に
含
ま
れ
る
し
、
憲
法
は
連
邦
政
府
に
子
段
の
権
利
(
ロ
コ
均
一
ニ
三
者
三
)

は
排
他
的
に
各
州
に
科
ま
る
と
認
め
る
な
ら
、
諸
州
の
同
意
で
道
路
を
開
発
す
る
の
に
有
効
な
反
対
は

の
み
を
匂
J

え

そ
の

l
地
と
特
轄
の
権
利
(
三
月

な 2
いヒ才
少 E

い え
っき
解ニ
相11 ~ 、口
を"-
も 号
刀ミ 5 
し安
た日

以
上
の
見
解
を
踏
ま
え
、
委
員
会
が
報
告
書
の
末
尾
で
記
し
た
提
案
は
、
川
会
期
に
お
い
て
廃
案
と
な
っ
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
復
活
と
い
ワ

4
 

て
も
よ
い
も
の
だ
っ
た
】
以
下
が
そ
の
提
実
ー
で
あ
る
c

北法;)7(4-66)1日開



以
下
の
こ
と
が
決
議
さ
れ
る
つ
請
州
問
の
園
内
通
商
を
推
進
し
保
障
す
る
た
め
に
、
井
川
川
の
同
自
を
得
て
、
郵
便
道
路
の
開
発
を
通
し
て
郵
便
物
の

安
全
で
迅
速
な
配
淫
を
促
進
す
る
た
め
に
、
井
川
の
阿
窓
の
よ
う
な
も
の
を
得
て
、
平
刷
γ
山
且
路
の
建
設
を
通
し
て
共
判
防
衛
の
た
め
に
必
要
な

f
段

と
設
備
を
よ
り
百
易
に
か
つ
低
コ
ス
ト
で
仇
給
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
連
邦
窓

U
の
憲
法
上
の
権
恨
の
範
囲
内
で
の
そ
の
他
の
内
陸
開
発
の
た
め

に
、
什
衆
国
銀
行
へ
の
山
資
昔
を
相
紘
す
る
法
律
の
第
一
心
条
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
介
衆
国
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
企
領
な
ら
び
に
株
式
資
本
へ
の
保

有
株
式
か
ら
生
じ
る
配
当
金
は
内
陸
開
発
の
た
め
の
基
金
、
と
し
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
の
が
時
宜
に
か
な
っ
て
い
る

タ

y
カ
!
の
報
青
書
は
、
担
存
権
を
行
使
さ
れ
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
た
も
の
で
は
な
い
っ
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
よ
っ

て
反
刻
さ
れ
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
、
修
正
を
重
ね
た
結
果
、
開
発
系
金
の
財
源
配
分
を
川
こ
と
に
固
定
さ
せ
る
内
容
に
変
討
し
て
い
た
が
、

報
告
書
は
、
ボ
ー
ナ
ス
法
奈
の
原
案
を
基
礎
に
内
陸
開
党
政
策
を
再
提
案
す
る
も
の
だ
っ
た
「
大
幅
修
正
を
加
え
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
こ
そ
が

問
題
だ
っ
た
と
い
う
委
員
会
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、

一
八
一
七
年
一
一
月
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
拒
存
権
な
ら
び
に
モ
ン
ロ
ー
大
統
領
の
度
重
な
る
改
正
従
案
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
述
邦

八
一
八
汗
今
二
月
七
日
の
L

耕
一
訟
で
は
、
連
邦
釈
明
幕
の
内
陸

憲
法
の
厳
格
な
解
釈
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
開
発
反
対
派
を
勢
い
づ
け
て
い
た
η

反連rr，主主との悶い r，↑)

開
発
政
策
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
必
ず
引
川
さ
れ
る
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
を
め
ぐ
っ
て
、
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
ア
レ
グ
ザ
ン

(〉-。
M
m
w
D
E
2
山
口
戸
V
F
7
)

は
、
州
と
連
邦
の
梓
限
が
重
複
す
る
と
き
は
、
連
邦
政
府
が
後
退
す
る
と
い
う
一
般
原
則
を
提
示

ダ

1
・
ス
ミ
ス

し
た
だ
け
で
な
く
、
川
開
発
事
業
は
民
間
企
業
が
行
う
方
が
経
済
的
で
効
半
的
で
あ
る
と
ギ
張
し
、

カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
官
T
業
そ
の
も
の
を

カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
凶
道
の
維
持
補
修
費
を
税
金
か
ら
拠
同
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
そ
れ
は
連
邦
憲
法
上

問
題
で
あ
る
と
の
見
解
を
一
不
す
と
同
時
に
、
公
的
債
務
を
償
還
し
防
衛
を
強
化

L
終
え
れ
ば
、
関
税
の
一
部
を
撤
廃
す
る
の
が
適
切
と
王
張

6
 

し
た
-
一
月
九
日
に
は
、
同
じ
く
ヴ
ア

1
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
オ
1
ス
テ
ィ
ン

批
判
し
た
仁
し
か
も
、

ス
ミ
ス
は
、

(
〉
古

E
E
E
hg
Eロ
)
が
、

N
，
率
的
な
闘

北法S7(4.¥ii)目的



日見

発
事
業
は
時
に
州
の
利
害
に
対
I

止
す
る
に
違
い
な
い
大
規
模
な
国
家
計
画
を
必
然
的
に
内
包
し
て
い
る
も
の
だ
と
非
難
し
た
c

反
論
が
相
次
ぐ
巾
で
、
連
邦
政
府
が
内
陸
開
発
政
策
を
実
施
で
き
る
と
抗
弁
し
た
の
は
い
t

院
議
長
ク
レ
イ
だ
っ
た
っ
ク
レ
イ
は
一
今
月
七
日
、

4 

H附

連
邦
憲
法
の
大
き
な

R
的
は
連
邦
と
平
和
の
実
現
に
あ
り
、
連
邦
の
強
化
は
連
邦
憲
法
起
草
者
の
円
的
に
合
致
す
る
と
強
調
し
た

J

州
と
連

邦
と
の
権
限
が
対
?
げ
一
す
る
と
い
う
議
論
に
対
し
て
は
、
連
邦
の
助
成
金
を
件
再
す
る
川
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
点
で
連
邦
政
府
ー
と
川
政
府

と
は
対
立
し
な
い
と
説
明
を
加
え
た
υ

ま
た
、
地
域
聞
で
郵
便
サ
ー
ビ
ス
の
歴
然
と
し
た
格
茅
が
あ
り
、
同
情
差
是
H
の
た
め
に
連
邦
政
府
が

(凶一

権
限
を
行
使
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
っ
ク
レ
イ
の
↓
T
張
そ
の
も
の
は
、
刷
会
期
ま
で
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
当
面
の
戦
ヲ
の
危
機
は
去
り
、
国
内
の
氏
間
企
業
の
日
肋
が
多
分
野
で
活
発
化
し
、
カ
什
州
で
独
自
の
開
発
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
た

中
、
ク
レ
イ
が
唱
え
る
連
邦
強
化
や
連
邦
政
府
に
よ
る
開
発
政
策
の
必
要
性
は
、
卜
院
全
体
委
只
会
の
討
論
の
中
で
必
ず
し
も
多
数
派
で
は

な
か
っ
た
。

道
路
・
運
河
委
員
会
が
提
案
し
た
決
談
は
、
憲
法
問
題
を
巧
み
に
切
り
離
し
分
割
決
議
を
提
案
し
た
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
選
山
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ロ
ウ
ン
ズ
(

J

P

寸ニ
-
E
E
「
三
工
E
2
)
や
下
院
議
長
ク
レ
イ
と
い
っ
た
推
主
派
と
ヴ
ァ

1
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ヱ
ン

ト

ン

マ

l
サ
l

(
(
い

7

戸ユ
2
司

2
Zロ
Y
P
Z
2
)

ス
ミ
ス
、
オ
l
ス
テ
f
ン
等
の
反
対
派
と
の
闘
の
綱
引
き

や
7
ィ
リ
ッ
フ
パ

l
パ
l
、

の
結
果
、

一
八
一
八
年
一
一
月
二
二
日
、
大
幅
に
削
除
修
H
さ
れ
、
連
邦
政
府
の
権
限
を
四
つ
に
分
領
し
て
そ
の
是
非
を
問
う
こ
と
に
な
っ
た
〔

第
一
の
も
の
は
内
陸
同
発
事
業
の
た
め
の
則
政
1
4
出
権
、
第
一
の
も
の
は
郵
便
道
路
と
市
用
道
路
の
建
設
権
限
、
第
一
の
も
の
は
州
際
通
商

道
路
お
よ
び
運
河
の
佳
設
権
、
第
川
の
も
の
は
軍
用
述
刈
の
建
設
権
で
あ
っ
た
。
道
路
・
運
河
委
員
会
が
包
折
的
な
開
発
権
限
を
規
定
し
て

い
た
の
に
比
べ
る
と
、
個
々
の
事
業
に
応
じ
て
権
限
が
釧
分
化
さ
れ
る
鮎
果
と
な
っ
た
c

一
一
月
一
回
目
の
下
院
全
体
委
員
会
で
は
、
四
つ
の
決
議
が
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
最
後
に
ぽ
決
が
「
れ
わ
れ
た
c

結
論
か
ら
い
え
ば
、
第
一

決
議
に
つ
い
て
は
、
賛
成
九

O
以
対
七
烹
、
第
二
決
談
に
つ
い
て
は
、
貸
成
八
二
反
対
八
回
、
第
一
二
決
訴
に
つ
い
て
は
、
賛
成
七
一
反
刈
九

北法;)7(4-68)16ω



五
、
そ
し
て
、
第
四
決
議
に
つ
い
て
は
、

賛

成

人

反

対

八

二
と
な
り
、

第
一
決
議
を
除
い

て
は
、

他
の
一
つ
の
決
議
は
訂
決
さ
れ
た

9

図

4
l
ー
は
こ
れ
ら
四
つ
の
内
際
関
党
政
後

戸
別
)

に
つ
い
て
の
決
議
の
議
決
結
果
を
凶
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

諸
決
議
に
お
け
る
地
域
別
の
議
員
の
投
票
行
動
を
見
る
と
、
ボ
l
ナ
λ
法
案
と
よ
く
似
た

傾
向
が
見
ら
れ
た
c

ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
と
大
丙
げ
治
山
南
部
地
域
の
議

員
の
多
く
が
反
対
し
、
大
丙
洋
品
川山
巾
部
地
域
と
山
部
地
域
の
議
員
が
賛
成
に
回
っ
た
構
図

つ
金
三
れ
ソ
、

で
あ
る
。
ま
た
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
で
は
小
利
と
な

っ
た
ニ
コ

I
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
デ
ラ
ウ
エ
ア

の
小
州
は
今
同
ど
の
決
議
に
お
い
て
も
人
一
似
に
賛
成
が
上
川
っ
て
い
た
。
し
か
し
メ
リ
1
ラ

ン
ド
は
第

決
議
に
の
み
貸
成
が
卜
凶
っ
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
第
一
決
議
と
第
一

決
議
の
川
百
は
分
か
れ
た
も
の
の
、
各
議
円以
の
投
票
は
ほ
ぼ
連
動
し
て
い
た
。
特
に
、
こ
の

川
つ
の
決
議
の
中
で
反
対
が
多
か
っ
た
の
は
、

第
一
の
州
際
通
同
道
路
お
よ
び
一
連
川
の
建
設

反連河主技との闘い(<!i

権
仁
関
す
る
も
の
で
、
ベ
ン
、
ン
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ヴ

r
l
ジ
ニ
了
、
ケ
ン
タ
フ
キ
ー
か
ら
反
対

が
増
え
た
ロ
こ
の
四
つ
の
決
議
の
結
果
と
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
議
決
結
果
と
を
比
べ
て
み
る
と
、

小
州
の
動
向
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
と
は
い
え
、
決
議
が
刺
分
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
議

員
た
ち
の
開
発
政
策
に
対
す
る
全
般
的
な
宅
え
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
傾
向
で
も
あ
る
が
、

連
邦
的
視
野
に
吹
っ
出
発
政
策
に
対
す
る
反
発
と
、
各
州
内
で
行
わ
れ
る
事
業
へ
の
開
花
支

扱
へ
の
主
持
で
あ
る
。
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン

7

デ
ィ
ソ
ン
政
権
に
お
い
て
も
連
邦
悦
棋
の
開
発

四つの内陸開発政策についての決議の議決結果

圏

1∞ 
ω ト一一 トー

60 卜一 卜一 トー

4() トー トー トー

20 トー トー

。 」-4a 
1 2 3 

恒賛成 由。 82 71 81 

リE反対 75 84 95 83 

第15連邦議会第 1会期
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日見

政
策
に
対
す
る
反
発
は
大
き
か
っ
た
が
、
例
別
事
業
、
個
々
の
州
が
ー
ペ
援
す
る
開
発
事
業
に
対
す
る
反
発
も
同
時
に
強
か
っ
た
r

そ
れ
ゆ
え
、

チ
コ
サ
ピ
ー
ク
&
デ
一
フ
ウ
ェ
ア
運
河
事
業
は
国
家
的

E
義
を
持
つ
と
の
高
い
許
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
い
こ
と
連
邦
政
府
か
ら
の
え
援
を

4 

H附

受
け
ら
れ
ず
に
い
た
。
し
か
し
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
審
議
し
た
議
会
で
の
可
決
は
、
連
邦
政
府
が
州
内
へ
の
個
別
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
に

対
す
る
反
発
が
薄
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
ボ
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一

h
で
、
連
邦
政
府
の
で
導
牲
を
強
化
す
る
方
向
性
は
過

T
数
の
反

対
に
あ
っ
た
c

こ
れ
は
、
別
の
観
占
、
で
見
れ
ば
、
議
員
た
ち
が
地
域
代
表
と
し
て
行
動
し
、
連
邦
政
府
を
舞
台
に
し
た
存
州
の
利
益
誘
導
政

ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
第
一
四
連
邦
一
議
会
か
ら
モ
ン

治
が
顕
苫
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
つ
し
か
し
、

ロ
l
政
院
惜
の
最
初
の
議
会
に
お
け
る
速
の
議
論
を
概
観
す
る
と
、

セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ヤ
利
益
誘
導
政
治
の
台
出
と
い
う
側
面
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
連
邦
政
府
の
権
限
強
化
に
反
発
す
る
反
連
邦
主
義
が
支
配
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

てよ
7<う
わに
れ 141
るわ
とれ
、る

里L
h 勺引n

忘へ
+相恨4孔見 内

i f 
堕汗
ヲる
る州
ク h丙社
;霊
:22E 
需Y
も手
州丙
+梓事 ↑牛
論静tが
Jム¥、

の t連虫
議邦
論政
も げ府7 

を
干利
や用
百L し
暴て
な州
言を
い 和j
}J す
にる
な と
るい
が う

』主
導;立
か干
オL i'去
るに
粘な
'*'つ

は
同
じ
も
の
と
な
っ
た
。

ク
レ
イ
は
、
内
際
開
発
政
策
に
お
い
て
同
4

月
私
的
な
言
説
を
繰
り
広
げ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
地
一
正
で
あ

そ
し
て
西
部
に
有
益
な
政
策
を
従
事
止
す
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
じ
実
際
、

益
代
表
的
な
側
出
を
担
っ
た
円
、
は
否
定
で
き
な
い
〔

ク
レ
イ
が
凶
部
の
利

る
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、

南
北
戦
争
前
の
内
陸
開
発
政
治
史
家
で
あ
る
ラ
ウ
リ
ァ
ツ
・

L

ラ
1
ソ
ン
は
、

モ
ン
ロ
ー
政
権
最
初
の
内
陸
開
発
政
策
決
議
に
見
ら
れ

る
地
域
住
が
顕
著
な
投
票
行
動
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ラ

l
ソ
ン
は
、
反
対
票
を
投
じ
た
人
々
の
中
に
は
、
下
院
議
長
で
あ
り
、
内

隆
開
発
政
策
の
積
極
的
な
、
土
唱
苫
で
も
あ
る
へ
ン
リ

l
・
ク
レ
イ
に
対
す
る
反
発
、
そ
し
て
、
連
邦
強
化
へ
の
反
発
、
連
邦
、
土
導
の
内
陸
閲

発
政
鋭
そ
の
も
の
へ
の
反
対
、
と
い
く
つ
か
の
反
発
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
と
指
抗
す
る
〈
そ
し
て
、
ラ

l
ソ
ン
は
、
新
世
代
が
多
く
登
場

し
た
第
一

4
連
邦
諒
会
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
に
つ
い
て
再
正
蒸
し
、
連
邦
、
土
義
の
中
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
を
攻
撃
す
る
新
し
い
運
動

北法'J7(4'70)lG02



し、に
て火
L 、7なす

くつ
とい
市首た

たさと

，ノ
、ー

し
て
そ
jl 
が
!ム
ま
てコ

て
し、

き

や
が
て
は
ア
ン
ト
ル

l

ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
時
代
、
さ
ら
に
は
そ
の
先
へ
と
絞

こ
の
広
連
邦
字
草
花
の
傾
向
は
一
七
ヒ

O
年
以
降
に
誕
牛
し
た
独
立
革
命
期
お
よ
び
革
命
後
生
ま
れ
の
政
治
家
が
議
H
F、
の
過
半
数
を
山
め
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
関
連
牲
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

八
二
年
戦
争
後
最
初
に
刷
か
れ
た
第
一
四
連
邦
議
会
で
は

下
院
に
お
い
て
、
初
め
て
一
七
七

O
年
以
降
に
誕
生
し
た
政
治
家
が
議
員
の
過
半
数
を
ト
川
め
た
。
若
い
政
治
家
の
介
頭
と
し
て
は
第
一

邦
議
会
に
お
け
る
カ
ル
ブ
1
ン、

ク
レ
イ
、
ポ

1
タ
1
等
戦
争
タ
カ
派
の
存
十
社
が
有
名
で
あ
る
が
、

モ
ン
ロ
ー
政
権
発
足
時
の
「
院
で
は
、

彼
ら
の
川
代
が
、
約
七
討
を
山
め
る
よ
う
に
な
り
、
建
凶
矧
の
ア
メ
リ
カ
政
，
一
引
を
半
導
し
て
き
た
革
命
世
代
を
含
む
一
七
ハ
九
年
以
前
誕
生

の
政
治
家
が
激
減
し
た
。
ボ
ー
ナ
ス
法
一
条
の
徒
活
と
も
い
え
る
提
案
を
審
議
し
た
第
一
五
連
邦
議
会
は
、
，
刷
会
期
と
比
べ
政
治
家
の
刊
代
交

代
が
よ
り
い
っ
そ
う
進
ん
だ
の
ち
な
み
に
タ
ッ
カ

l
は

七
八

O
汗
斗
ま
れ
で
あ
り
、

一
七
八
一
一
作
牛
ま
れ
の
カ
ル
フ

l
ン
と
ほ
ぼ
阿
世
代

で
あ
っ
た
ロ
新
し
い
川
代
は
、
軍
事
外
交
面
で
は

一
八
二
年
戦
争
開
戦
期
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
川
家
正
義
的
な
側
凶
を
持
つ
一
方
で
、

内
政
面
で
の
連
邦
権
力
の
述
川
に
お
い
て
は
、

カ
ル
ブ

l
ン
や
ク
レ
イ
、
そ
し
て
タ

y
カ
!
と
い
っ
た
一
部
の
佐
進
苫
を
除
い
て
、
全
体
的

に
内
陸
閣
発
政
策
の
審
議
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
反
連
邦
主
義
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
c

反連rr，主主との悶い r，↑)

結
局
、
こ
の
会
期
で
は
第
一
決
議
が
ほ
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

八
一
八
咋
四
月
凶
刊
に
、
陸
巾
長
官
に
対
し
て
ザ
事
的
な
観
点
か
ら

連
邦
政
府
が
支
援
川
能
な
閑
禿
事
業
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
る
こ
と
を
、
ま
た
、
財
務
長
官
に
対
し
で
も
一
八
口
七
年
に
ギ
ー
ラ
テ
ィ

一お一

ン
に
依
頼
し
た
も
の
と
同
積
の
内
陸
開
発
計
山
と
川
内
の
開
発
状
泌
を
報
告
す
る
こ
と
が
貸
成
七
六
反
対
ム
七
で
保
択
さ
れ
た
。
連
祁
憲

法
問
題
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
タ

y
カ
l
の
報
告
書
は
、
料
局
、

卜
院
に
お
い
て
憲
法
問
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
じ

一
方
、
連
邦
卜
院
で
は
、
連
邦
憲
法
改

H
に
向
け
て
の
一
議
論
を
促
し
た
モ
ン
ロ
ー
の
提
案
を
受
け
、
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
ジ
エ
イ
ム

ぐ

く

て

J

ノ

1
ノ

1

(」巴ロ

2
E
R
E三
)
が
、
連
邦
憲
法
改
正
の
提
案
を
行
っ
た
。
先
の
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
賛
成
票
を
投
じ
た
パ

1
パ
1
は、

連

北法S7(4.7111fi(氾



日見

連
邦
議
会
が
道
路
と
一
法
判
を
注
設
し
川
床
を
改
修
す
る
た
め
の
資
金
拠
山
法
可
決
を
則
能
に
す
る
連
邦
憲
法
の
修

H
条
以
案
を
上
院
に
提
山

4 

H附

し
た
。
彼
が
舵
山
山
し
た
修
正
条
項
本
は
、
ボ
ナ
ス
法
案
を
附
況
し
て
お
り
、
内
除
問
党
事
業
の
際
に
は
、
関
係
す
る
州
の
同
意
を
愛
す
る

卜
院
議
員
数
に
比
例
し
た
開
発
資
金
の
配
分
も
盛
り
込
ん
で
い
た

J

ジ
ヱ
イ
ム
ズ
・
パ

l
パ
!
の
修
正
条
原
案
は
彼
を
合

、
」
〉
」
、
宇
」
ふ
れ
~
、

一
一
月
二
六
日
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
川
選
向
の
テ
イ
ピ
ッ

ド
・
ダ
ン
コ
ソ
ト
に
よ
る
審
議
延
期
の
動
議
が
資
成
一
二
反
対
九
で
川
決
さ
れ
、
憲
法
改
正
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
c

め
た
小
委
只
会
に
一
諮
ら
れ
山
一
初
案
が
そ
の
ま
ま
上
院
の
本
会
議
に
符
申
さ
れ
た
が
、

モ
ン
ロ
ー
政
権
の
幕
開
け
と
な
っ
た
最
ー
仰
の
連
邦
一
議
会
は
、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
!
L
f
が
憲
法
問
題
と
絡
ん
で
、
議
論
の
端
々
で
う
ご
め
い

て
い
た
。
最
大
の
難
関
は
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
拒
心
白
権
を
い
か
に
来
り
越
え
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
政
策
を
拡
近
し
て
い
く
か
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
連
邦
政
府
の
権
限
を
後
込
さ
せ
つ
つ
も
、
連
邦
助
成
は
可
能
と
い
う
一
言
質
は
何
と
か
手
に
入
れ
た
。
し
か
し
、

月

N
U口
に
連
邦
下
院
に
お
い
て
川
内
の
開
発
事
業
に
対
す
る
連
邦
助
成
を
祥
認
す
る
決
一
誌
が
採
択
さ
れ
る
と
、
修
正
を
重
ね
た
ボ
ー
ナ
ス
法
楽

の
審
設
を
時
々
努
さ
せ
る
意
見
が
再
び
登
場
し
た
コ
同
決
議
を
受
け
、
全
体
的
な
同
党
計
向
法
案
の
必
受
性
が
提
起
さ
れ
た
一
月
ハ

H
の
審

誌
で
は
、
例
え
ば
、

コ
ネ
チ
カ

y
ト
州
選
山
刊
の
テ
ィ
モ
シ

1
・
ピ
ッ
ト
キ
ン

(
叶
戸
言
。
吾
可

E
F
E
)
が
、
ボ
ー
ナ
ス
法
系
同
紙
に
連
邦
政
府

の
財
政
之
内
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
を
望
む
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
c

ベ
ン
、
ン
ル
ヴ
ュ
ニ
ア
州
選
山
川
の
ジ
ョ
ン
サ
!
日
ン
L

ン
ト

(
』

C
F
ロ

山
内
「
ぬ
の
ロ
F
)

は
、
議
論
の
占
向
が
ボ
ー
ナ
ス
法
楽
の
修
正
と
同
械
な
内
容
に
帰
着
し
な
い
よ
う
抗
弁
し
た
〔
彼
は
、
連
邦
一
議
会
一
議
員
数
に
比

例
し
て
川
開
発
資
金
を
配
一
分
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
政
策
の
す
口
凶
に
応
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
川
方
式
で
は

チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
&
デ
ラ
ウ
ヱ
ア
運
河
宅
業
の
完
成
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
例
に
反
対
し
た
υ

こ
れ
に
対
し
て
、
ピ

l
ト
キ
ン
は
助
成
す
る
事

業
の
規
模
や
支
山
川
に
つ
い
て
明
確
な
基
干
の
必
要
牲
を
ふ
下
張
し
た
c

ジ
ョ
ー
ジ
ア
川
選
山
川
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ

l
シ
ス
(
』

c
E
司

2
2
A
7
)
は、

連
邦
助
成
の
対
象
と
な
る
開
花
事
業
の
報
告
存
や
全
体
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
開
hu
松
奈
を
支
持
す
る
こ
と
で
連
邦
内
の
地
域
の
利
中
日

対
す
を
調
整
で
き
ず
一
つ
一
つ
の
同
発
提
案
が
廃
案
に
な
る
懸
念
か
ら
、
包
折
法
案
で
は
な
く
、
連
邦
詩
会
の
審
議
に
卜
れ
は
そ
の
つ
ど
例

北法'J7(4'72) lG04 



別
に
連
邦
助
成
を
検
討
す
る
こ
と
を
提
楽
し
た
の
こ
の
種
の
報
告
書
は
、
す
で
に
何
度
も
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と
の
官
官
hLも
あ
っ

た
が
、
最
終
的
に
は
、
内
陸
開
発
構
想
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
と
い
う
決
議
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
八
一
八
汗
四
月
四
円
に
採
択

戸川竺

き
れ
た
。
前
会
期
に
極
案
に
な
っ
た
ボ
ー
ナ
ス
法
奈
は
様
々
な
一
川
で
、
そ
の
後
の
連
邦
議
会
に
お
け
る
議
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の

で
ふ
め
る
。

卜
院
の
道
路
・
運
河
委
員
会
が
示
し
た
憲
法
解
釈
お
よ
び
提
案
の
リ
川
に
は
、
大
統
領
が
変
わ
っ
た
と
は
い
え
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
が
山
し
た
花

百
権
が
両
い
墜
と
し
て
1
4
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
っ
し
か
も
政
界
引
退
後
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
連
邦
憲
法
の
見
張
り
需
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
υ

タ
ッ
カ
ー
か
ら
委
員
会
の
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
彼
の
れ
動
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
、

タ
y
カ
l
に
対
し
て
憲
法

起
草
者
と
し
て
の
立
喝
か
ら
憲
法
の
意
凶
を
ね
じ
出
げ
る
憲
法
解
釈
や
政
策
を
非
雑
し
た
。
「
私
は
報
告
世
田
の
中
で
用
い
ら
れ
た
憲
法
解
釈

の
範
囲
に
、
あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
州
の
場
ム
円
で
あ
っ
て
も
諸
州
の
同
音
山
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
の
管
轄
権
を
拡
大
で
き
る
と
い
う
原
則
に
、
あ

る
い
は
報
告
書
で
導
入
さ
れ
た
前
例
や
類
推
の
適
用
力
や
範
刊
に
同
音
ー
で
き
ま
せ
ん
。

J
能
あ
ふ
れ
る
人
々
[
憲
法
制
定
会
設
参
加
者
]
に
対

す
る
私
の
尊
敬
や
憲
法
起
曲
者
の

R
的
に
対
す
る
私
の
保
信
を
訟
な
、
っ
こ
の
意
見
の
桐
達
を
容
認
で
き
ま
せ
ん
L

と
、
同
報
白
書
を
批
判
し

反連rr，主主との悶い r，↑)

た
c

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
一
百
葉
は
、
連
邦
憲
法
の
拡
大
解
釈
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
仲
絶
す
る
も
の
で
、
変
容
し
た
ボ
ー
ナ
ス
法
'
長
に
山

r

刀
J

け
た
批
判
と
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
の
こ
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
解
釈
に
烹
て
ば
、
連
邦
政
府
の
内
陸
閲
覧
政
策
は
大
い
に
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
-
し
か
し
、
実
際
に
実
施
さ
れ
て
い
る
開
発
ポ
業
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

マ
デ

f
ソ
ン
の
見
解
に
す
っ
た
と
き
、
従
来
の
政

策
と
ど
の
よ
う
に
折
り
台
い
を
つ
け
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
υ

問
題
は
依
伏
と
し
て
残
っ
て
い
た
。

(2)
陸
半
長
官
カ
ル
ブ

l
ン
の
恨
肯
存

前
会
期
の
決
誌
を
受
け
た
財
務
長
'
円
と
陸
一
中
長
官
は
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
対
応
を
と
っ
た
υ

ウ
ィ
リ
ア
ム
・

H
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド

北法57(4-73)日()日



日見

2
1
-
-
-
E
E
Z
0
5
1。
互
)
財
務
長
{Hは
何
の
報
古
世
田
も
用
意
し
な
か
っ
た
c

こ
れ
に
対
し
て
、
か
つ
て
ボ
ー
ナ
ス
法
案
を
提
案
し
た
ジ
ョ

4 

H附

ン

-
C
・
カ
ル
フ
シ
は
、
時
軍
長
'
円
と
し
て
軍
事
的
問
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
交
通
政
策
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
「
道

戸
川
品
、

路
と
運
河
に
関
す
る
初
白
書
」
を
八
一
九
汗
一
月
七
円
、
連
邦
下
院
に
答
申
し
た
。
報
告
書
は
、
平
備
補
給
や
軍
隊
の
移
動
に
苦
労
し

た
一
八
二
午
戦
苧
の
経
験
を
踏
ま
え
、
半
隊
を
利
用
し
て
政
府
、
土
導
で
道
路
や
運
河
の
建
設
を
位
進
す
べ
き
地
域
ー
と
し
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
交
通
網
を
整
備
す
る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
の

報
行
書
の
巾
で
外
敵
に
備
え
て
特
別
な
関
心
を
払
う
べ
き
防
衛
拠
点
と
し
て
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
東
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

(
大
丙

洋
沿
岸
)
、
北
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

カ
ナ
ダ
国
境
地
域
)
、
南
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

(
メ
キ
シ
コ
湾
地
域
)

の
三
つ
の
地
域
で
あ
る
。

U

山
部
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
対
策
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
が
、

ヨ
l
口
y
パ
品
凶
円
か
ら
の
侵
時
吋
能
件
の
点
で
、
国
防
拠
点

か
ら
は
除
外
さ
れ
た
仁
報
告
書
で
、
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
、
つ
二
口
葉
が
川
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
東
部
と
北
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

が
必
要
と
す
る
交
通
ル

1
ト
は
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
報
告
存
に
照
ら
せ
ば
、
大
丙

P

什
沿
川
ハ
の
南
北
の
交
通
ル

1
ト
、
大
丙
洋
と
西
部
諸
州
を

結
ぶ
y

父
通
ル

l
ト、

育
大
湖
周
辺
の
災
通
ル
|
}
の
整
備
と
な
る
。
報
生
川
書
は
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
を
辺
境
の
地
な
い
し
は
開
拓
前
線
と
い

う
山
J

表
通
り
の
意
味
で
用
い
て
は
い
な
い
仁
軍
事
的
な
観
凸
'
か
ら
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
一
三
来
を
用
い
た
こ
と
で
、
報
告
書
の
射
程
範
囲
が

拡
大
し
た
。
し
か
も
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
で

H
市
的
に
使
川
さ
れ
る
父
通
網
、
す
な
わ
ち
、
通
商
ル
ト
や
郵
便
ル

l
ト
と
い
っ
た
父
通

網
の
充
実
は
戦
時
に
お
け
る
市
隊
の
移
動
や
軍
備
輸
送
を
よ
り
い
っ
そ
う
効
率
化
し
、
川
防
の
充
実
に
詳
与
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
が
示
き

れ
て
お
り
、
陸
市
長
官
が
処
山
刊
し
た
報
白
書
は
決
し
て
部
地
域
に
対
象
を
限
定
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

カ
ル

7
1
ン
は
、
各
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
大
ま
か
な
ル

l
卜
に
つ
い
て
、
東
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
、
「
オ
ル
パ
ニ
ー
か

ら
五
大
湖
へ
の
ル

l
ト、

7
f
ラ
デ
ル

7
f
ア、

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
、
リ
y
チ
モ
、
〆
ド
か
ら
オ
ハ
イ
オ
川
へ
の
ル

l
ト、

チ
ャ

1
ル
ス
ト
ン
、

オ
1
ガ
ス
タ
か
ら
テ
、
ネ
ン

1
川
へ
の
ル

1
ト
と
い
っ
た
出
組
域
に
ま
た
が
る
y

父
通
路
」
、
北
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
い

北法'J7(4'74)lGOG



て
は
、
「
ジ
ョ
ー
ジ
湖
と
オ
ン
タ
リ
オ
湖
と
オ
ル
八
ニ
ー
を
結
ぶ
ル

l
ト
や
プ
ラ
ア
ッ
パ
ー
グ
か
ら
汁
フ
ケ
ッ
ツ
・
ハ

l
パ
l
の
軍
川
道
路
、

デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
オ
ハ
イ
オ
川
へ
の
道
路
キ
イ
リ
ノ
イ
川
か
ら
ミ
ン
ガ
ン
湖
へ
の
運
河
」
と
示
し
た
も
の
の
、
こ
の
報
告
書
の
中
で
、
日
ハ
体

的
な
開
発
ポ
業
や
開
発
見
積
も
り
を
指
摘
・
明
記
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
ハ
体
的
な
計
四
報
告
書
は
、
む
し
ろ
、
軍
の
校
術
者
等
に
よ
る

前
人
以
の
後
に
拠
出
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
閲
党
政
策
の
拍
引
を
提
示
す
る
と
い
、
つ
の
が
カ
ル

7
1
ン
の
趣
己
円
だ
っ
た
。
し
か
も
、

陸
軍
省
管
軟
下
の
軍
隊
の
任
務
に
交
通
路
の
建
設
業
務
を
加
え
る
こ
と
で
、
平
時
に
お
け
る
ザ
隊
の
有
効
活
用
と
戦
時
に
同
け
て
の
同
防
の

備
え
の
珂

h
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
d

車
事
安
山
正
吾
、
兵
舎
建
設
の
延
長
線
上
に
、
軍
川
道
路
を
位
置
ワ
け
る
こ
と
で
、
連
邦

憲
法
問
題
を
同
避
す
る
仰
い
も
あ
っ
た
っ
平
隊
の
迅
速
な
移
動
を
り
能
に
す
る
内
際
交
通
網
の
開
発
と
い
う
観
占
に
立
て
ば
、
民
間
や
州
で

は
開
発
が
難
し
い
諸
川
に
ま
た
が
る
広
範
阿
な
交
通
路
の
開
発
に
対
し
て
、
軍
事
支
山
を
通
し
て
連
邦
政
府
が
支
援
で
き
る
と
い
う
戦
時
で

あ
る
c

ま
た
、
軍
事
的
リ
的
に
合
致
す
る
開
発
事
業
に
対
し
て
は
、
既
に
事
業
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
も
の
に
は
出
資
と
い
う
上
刀
法
を
と
る

反連rr，主主との悶い r，↑)

ー
兵
隊
の
将
校
の
慌
管
お
よ
び
点
検
の
卜
で
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
と
い
う
方
式
で
、

(m-

連
邦
政
府
が
民
間
事
業
に
協
力
で
き
る
こ
と
を
-
小
唆
し
て
い
た
。

件
軍
長
官
に
よ
る
閣
発
指
針
の
禄
止
門
書
は
、
こ
れ
ま
で
連
邦
議
会
に
提
刑
さ
れ
た
様
々
な
道
路
と
運
刈
に
悶
す
る
報
告
書
と
比
べ
る
と
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
作
存
権
発
動
以
役
は
袋
小
路
に
陥
っ
て
い
た
連
邦
半
導
の
開
発
政
策
に
、
カ
ル
フ

i

こ
と
干
、
平
隊
が
建
設
に
か
か
わ
れ
な
い
ポ
楽
で
は
、

か
な
り
異
質
な
も
の
だ
っ
た
の

ン
が
打
闘
の
糸
川
を
示
そ
う
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
-
そ
の
有
力
な
千
段
と
な
っ
た
の
が
、
ヤ
時
に
お
け
る
軍
隊
や
軍
事
費
の
日
用
で
あ
っ

た
。
叫
ん
際
、
草
川
道
路
と
い
う
観
点
で
一
口
え
ば
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
叫
ん
例
が
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
モ
ー
ビ
ル
お
よ
び
ニ
ュ

l
オ
リ

ン
ズ
地
域
の
開
発
は
陸
軍
、
土
導
で
実
施
さ
れ
て
い
た
c

ま
た
、
実
際
の
軍
川
道
路
に
つ
い
て
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
川
の
ブ
ラ

y
y
パ
l
グ
道

路
、
テ
、
ネ
シ

l
州
の
南
端
か
ら
テ
、
ネ
シ

l
川
を
検
附
す
る
道
路
、

そ
し
て
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
メ
イ
グ
ズ
要
求
へ
の
道
路
が
既
に
看
て
さ
れ
て

い
た
っ
カ
ル

7
1
ン
の
報
白
書
は

八
一
年
戦
争
以
後
、
特
に
平
事
的
側
凶
か
ら
交
通
路
開
発
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
じ
え
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日見

る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
c

こ
の
様
告
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
に
お
け
る
議
論
の
動
向
を
最
大
限
に
利
用
し
、
連
邦
の
平
隊
が
抱
え
る
人
的
物
的
財
的
資
源
を
利
用

4 

H附

す
る
と
い
う
新
た
な
従
言
を
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

モ
ン
ロ
ー
大
統
領
の
見
解
と
真
っ
向
か
ら
民
な
る
カ
ル

7
1
ン
の
報
白
書
は
閣
議
に

お
い
て
物
議
を
か
も
し
た
「

モ
ン
ロ
ー
は
報
生
日
喜
の
符
申
が
白
ら
の
内
陸
開
発
政
策
に
対
す
る
姿
勢
と
矛
盾
す
る
だ
け
で
な
く
、
連
邦
下
院

一泊」

の
決
議
自
体
が
反
則
で
あ
る
と
宅
、
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
れ
彼
は
、
大
統
領
と
し
て
就
仔
演
説
に
お
い
て
も
年
次
教
世
田
に
お
い
て
も
、
連

邦
政
府
が
内
陸
開
発
政
策
を
行
う
に
は
連
邦
憲
渋
の
改
d
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
↓
T
張
し
て
き
た
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
連
邦
下

院
は
必
ず
し
も
大
統
制
の
見
解
に
従
っ
て
き
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
閣
僚
で
あ
る
カ
ル
フ

l
ン
の
報
告
書
は
、
大
統
領
に

対
す
る
批
判
そ
の
も
の
だ
ワ
た
。
政
権
内
部
に
お
い
で
す
ら
見
解
が
分
か
れ
た
カ
ル
フ

l
ン
の
平
事
的
観
点
か
ら
の
内
陸
開
発
提
案
は
、
連

邦
卜
院
で
も
具
体
的
な
法
楽
と
し
て
可
決
成
I

止
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
c

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
、
大
山
洋
沿
岸
部
の
市
首
下
施
設
を
強
化
す
る
た
め
の
山
中
ポ
拠
同
法
は
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
析
か
ら
の
経
済
不
況

が
連
邦
財
政
を
悪
化
き
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

ク
ロ

7
4
1
ド
財
務
長
官
は
、
緊
縮
財
政
を
れ
ち
山
刊
し
、
国
防
下
位
持
は
削
減
に
つ
ぐ
削
減

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
ワ
た
c

そ
の
結
果
、

一
八
二
年
に
は
一
心
万
一

c
c
c

一
八
二

O
年
の
国
防
下
鉾
は
八
口
万
ド
ル

そ
し
て

ド
ル
に
ま
で
削
減
さ
れ
た
c

し
か
も
、
陸
平
は
一
八
一
九
年
に

-h
一
の
む
の
人
か
ら
六

0
0
0人
に
削
減
さ
れ
、

カ
ル
フ

i
ン
が
提
案
し

た
時
間
軍
省
の
管
轄
下
で
内
陸
開
発
政
策
を
推
進
す
る
構
想
そ
の
も
の
は
現
実
的
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
コ
し
か
も
、
軍
事
的
観

点
か
ら
の
内
陸
開
発
政
策
ー
と
い
う
問
題
意
識
そ
の
も
の
が
、
モ
ン
ロ
ー
外
交
の
成
果
ー
と
と
も
に
次
第
に
説
得
力
を
火
う
て
い
っ
た
υ

ー
と
い
う

σ〕
も

一
八
一
九
年
に
フ
ロ
リ
ゲ
の
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
移
一
議
が
ふ
門
立
に
達
し
最
終
的
に
一
八
二
年
に
条
約
が
成
守
し
た
こ
と
で
、
南
部
フ

ロ
シ
テ
ィ
ア
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
脅
威
は
な
く
な
っ
た
〈
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
の
閃
係
も
、

一
八
一
七
年
に
は
五
大
湖
の
ラ

y
ン
ユ
H

パ
ゴ

y
ト
条
約
三
百
苦
品
目
ω
吉
F
C
E
ζ
)
で
4
ト
人
洲
の
非
平
事
化
が
実
況
し
た
だ
け
で
な
く
、

北法;)7(4-76)16附



ニ
ュ

l
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
漁
業
権
や
花
諸
国
境
線
に
つ
い
て
も
妥
協
が
成
1
4
L
、

一
八
一
八
年
規
約
に
お
い
て
オ
レ
ゴ
ン
の
共
同
組
有
が

確
定
し
た
こ
と
で
、
東
北
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
脅
威
は
ψ

山
薄
ら
い
だ
。
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
八
一
一
一
年
に
は
丙

半
球
に
は
渉
し
な
い
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
戦
時
へ
の
備
え
と
い
う
論
法
は
一
八
二
午
戦
ヲ
彼
と
比
べ
薄
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

3 

モ
〆
口

l
の
花
T
h
l

権

一
八
一
八
年
四
月
の
連
邦
下
院
の
決
議
な
ら
び
に
一
八
九
年
一
月
の
カ
ル
ブ
1
ン
の
報
告
書
に
不
快
感
を
示
し
た
モ
ン
ロ
ー
大
統
領

は
、
ジ
ヱ
ブ
ァ
ソ
ン
政
権
期
に
始
ま
っ
た
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
川
道
事
業
に
対
し
て
も
、
絞
雑
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
υ

連
邦
政

府
の
直
轄
ポ
業
で
あ
り
、
建
設
貨
の
不
日
比
八
刀
を
川
庫
か
ら
の
補
填
で
し
の
い
で
い
る
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ト
国
道
官
ア
業
は
、
ム
円
ら
の
政
策
方
針
と

矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
志
品
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
。
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
事
業
は
、

一
八
一
八
年
川
月
に
イ
リ
ノ
イ
市

州
の
州
昇
格
法
が
叫
決
成
立
し
、

オ
ハ
イ
オ
州
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
州
昇
格
時
と
岡
山
知
に
州
際
道
路
の
建
設
を
進
め
る
た
め
の
道
路
基
金

が
川
尻
(
疋
き
れ
た
。
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ト
国
道
は
将
来
、
イ
リ
ノ
イ
州
の
西
境
の
ミ
シ
シ

y
ピ
l
川
ま
で
延
伸
す
る
こ
と
に
な
り
、

)レ

選
{ 

7E 

作
業
が
進
行
し
て
い
た
じ
し
か
も
、

ほ
ぼ
川
時
期
、

カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
造
の
定
設
工
事
貨
の
不
日
比
分
を
補
、
つ
た
め
に
三

h
一
一
九
八
四
ド

反連rr，主主との悶い r，↑)

ル
を
国
庫
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
士
事
費
の
補
填
は
翌
午
も
続
い
た
れ

ク
レ
イ
の
主
道
寸
で
道
路
を
完

八
一
九
咋
一
月
一
心
目
、

成
さ
せ
る
た
め
に
さ
ら
に
必
要
な
二
八

h
4
0
0
0
ド
ル
を
1
4
出
す
る
法
案
が
、
賛
成
六
六
反
汁
六
一
の
僅
差
で
通
っ
た
υ

し
か
し
、
建
設

費
の
不
足
分
を
連
邦
政
府
が
補
填
す
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
意
比
も
あ
り
、
翌
日
に
は
、
国
庫
か
ら
ー
ベ
山
す
る
二
八
万
ア
1
0
0
0
ド
ル
は
い

(
お
)

ず
れ
道
路
基
金
か
ら
再
拠
出
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
修
正
提
案
が
賛
成
人
二
反
刻
じ
で
可
決
さ
れ
た
仁
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ト
国
道
は
、
当
初

の

μ問
で
あ
る
メ
リ
l
ラ
ン
ド
州
の
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
か
ら
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
(
現
ウ
エ
ス
ト
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
内
)

の
ホ
イ

l
リ
ン
ゲ
ま

で
が
一
八
八
年
に
川
開
通
し

マ
デ
ィ
ソ
ン
政
権
末
期
よ
り
道
路
の
維
持
補
修
の
問
泡
が
新
た
な
問
題
と
し
て
浮
卜
し
て
い
た
ロ

モ
ン
ロ
ー

北法57(4. 7i) Hj()9 



日見

政
権
は
、
既
存
の
連
邦
事
業
を
有
続
発
展
さ
せ
る
方
針
を
堅
持
し
て
き
た
が
、
大
統
領
自
身
が
感
じ
て
き
た
内
隆
開
発
政
策
全
体
の
中
で
の

一
八
一
一
一
年
モ
ン
ロ
ー
大
統
領
に
よ
る
花
百
権
党
勤
へ
と
発

政
策
矛
盾
、
自
ら
の
連
邦
憲
法
解
釈
と
実
情
と
の
訴
離
へ
の
困
惑
は
、
結
局
、

4 

H附

民
し
た
。

一
八
一
二
年
五
月
四
日
、
通
行
料
収
入
を
、
泊
路
の
維
持
補
修
賀
に
充
て
る
「
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
川
道
の
維
持
補
修
法
案
一

に
対
し
て
連
邦
憲
法
上
連
邦
議
会
は
そ
の
よ
う
な
権
限
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
坪
山
か
ら
柁
存
権
を
党
助
す
る
教
世
田
を
連
邦
議
会
に
送
っ
た
c

モ
ン
ロ
ー
は

拒
合
格
発
動
の
理
府
は
、
単
純
明
快
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

モ
ン
ロ
ー
が
こ
の
教
世
田
の
中
で
展
開
し
た
法
解
釈
は
や
や
複
雑
で
わ
か
り
に
く

い
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
通
行
料
を
徴
収
し
て
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
川
道
の
維
持
補
修
費
に
光
て
る
と
い
う
内
科
の
法
宮
市
を
様
々
な
権

限
に
細
分
化
し
、
法
政
策
上
問
題
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
導
い
た
。
具
体
的
に
い
、
え
ば
、
同
法
索
に
は
株
々
な
権
限
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
と
モ
ン
ロ
ー
は
指
摘
し
た
の
ま
ず
、
有
料
道
路
を
開
設
す
る
権
限
、
通
釘
料
金
を
徴
収
す
る
権
限
は
内
陸
開
発
の
完
全
な
、
ン
ス
テ
ム
を
実

施
す
る
権
限
を
含
ん
で
い
る
コ
さ
ら
に
、
道
路
を
通
行
す
る
人
、
川
、
決
り
物
に
課
税
す
る
権
利
が
、
所
ム
相
半
白
か
ら
土
地
許
制
を
判
る
法
律

な
ら
び
に
、
道
路
を
昂
壊
か
ら
保
護
す
る
法
律
を
可
決
す
る
権
限
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、

に
も
あ
り
、
連
邦
議
会
が
建
設
す
る
の
を
適
切
と
認
め
た
数
多
く
の
道
路
に
も
あ
る
と
い
う
c

そ
う
い
う
立
味
で
、
通
行
料
を
徴
収
し
て
道

路
の
維
持
補
修
に
充
当
す
る
権
限
は
「
内
仲
間
発
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
目
的
を
備
え
た
ひ
と
つ
の

U
全
な
包
轄
権
と
統
治
権
で
あ
り
、
連

つ
の
道
路
に
そ
の
権
利
が
あ
る
な
ら
他
の
道
路

邦
議
会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
以
山
権
に
基
づ
い
て
お
金
を
振
り
分
け
る
単
な
る
権
限
で
は
な
い
」
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

モ
ン
ロ
ー
は
、
次

の
よ
、
つ
に
述
べ
る

υ

私
は
連
邦
議
会
が
こ
の

[
通
行
料
徴
収
]
権
限
を
有
し
て
い
な
い
、
そ
し
て
諸
州
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
権
限
を

[
述
邦
議
会
に
]
ト
7
え
て
い
な
い
と
い

う
意
見
で
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
諸
州
は
そ
の
よ
う
な
諸
口
的
の
た
め
に
そ
の
制
限
内
で
歳
附
す
る
こ
と
に
川
島
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

北法;)7(4-78)1610



諸
川
川
は
合
衆
国
と
の
特
別
な
諸
協
約
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
缶
轄
権
な
い
し
統
治
権
も
[
辿
川
議
会
に
]
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
…
こ
の
[
通

一
中
山
」

れ
料
徴
収
]
権
限
は
辿
邦
憲
法
の
修
7
1

に
よ
っ
て
の
み
[
連
邦
議
会
に
]
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
〕

結
同
、
「
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
の
維
持
補
修
法
一
条
一
は
連
邦
政
府
の
内
科
開
発
権
限
を
，
削
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
権
限
は
、
連
邦

憲
法
第
一
条
八
節
の
列
挙
権
限
の
と
こ
に
も
胤
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
憲
法
上
の
い
か
な
る
規
定
か
ら
も
刊
閲
す
る
も
の
で
は
な
い
と
モ
ン

ロ
ー
は
断
百
す
る
つ
最
後
に
、
モ
ン
ロ
ー
は
、
大
統
領
就
任
後
、
連
邦
政
府
が
内
除
問
禿
椎
限
を
有
さ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
白

ら
に
謀
き
れ
た
義
務
で
あ
る
と
考
え
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
連
邦
憲
法
の
改
正
を
勧
訂
し
て
き
た
こ
と
に
言
及
し
、
こ
の
拒
存
権
が
自
分
の

政
治
信
条
に
ム
門
設
す
る
と
、
土
張
し
た
。
道
路
の
利
用
者
か
ら
通
行
料
を
徴
収
し
て
維
持
補
修
を
行
う
権
限
は
、
川
政
府
が
有
す
る
権
限
で

あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
c

寸
十
十
士
号
ヱ
ゴ
し
亡
、

ー
ー
ミ
L
d
η
f
Q
+
メ

4
月
六
円
、
連
邦
ド
院
で
は
再
可
決
に
向
け
て
の
議
決
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

モ
ン
ロ
ー
の
恒
百
権
後
、
賛
成
六

八
反
対
七
一
で
、

一
一
分
の
二
以
上
の
賛
成
多
数
で
再
叶
決
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
結
け
周
廃
案
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

モ
ン
ロ
ー
が
大
統
領
在

反連rr，主主との悶い r，↑)

任
中
発
動
し
た
唯
一
の
拒
存
権
は
、
内
陸
開
発
政
策
の
釈
明
者
で
あ
り
、
長
ら
く
卜
防
議
長
を
務
め
て
い
た
ヘ
ン
リ
l
・
ク
レ
ィ
不
在
の
中

時
期
政
界
か
ら
引
退
し
て
い
た
の
道
路

で
起
こ
っ
た
の
第
一
七
連
邦
議
会
に
お
い
て
ク
レ
イ
は
、
体
調
不
良
と
絞
済
的
な
問
題
か
ら
、

の
維
持
補
修
の
た
め
に
通
行
料
収
入
を
充
て
る
法
案
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
コ

一
八
一

O
年
一
月
に
上
院
に
お
い
て

初
め
て
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
十
分
な
審
議
も
な
く
不
成
す
に
終
わ
っ
た
。
ま
た
そ
の
翌
汁
に
も
、
再
び
提
日
系
さ
れ
た
が
、

同
法
案
は
議
会
で
吋
決
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
じ
そ
の
よ
う
な
中
、
第
一
じ
連
邦
議
会
第
一
会
期
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
連
邦
上
院
、

下
院
の
両
院
で
そ
れ
ぞ
れ
通
行
料
徴
収
を
台
法
化
す
る
法
案
が
提
問
さ
れ
可
決
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
の
示
認
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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日見

連
邦
政
府
の
内
陸
刷
発
政
策
に
お
け
る
行
政
部
と
立
法
部
と
の
聞
の
対
烹
は
、

つ
の
向
山

マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
恒
T

作
権
発
動
以
後
の

で
あ
る
。

モ
ン
口
は
ム
門
衆
川
内
の
『
父
通
制
整
備
の
重
要
件
を
強
く
認
識
し
て
は
い
た
が
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
が
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
付
す
る
柁
百

4 

H附

権
で
示
し
た
連
邦
憲
法
解
釈
の
忠
実
な
継
承
苫
と
し
て
の
!
止
坊
を
、
彼
は
就
任
彼
貫
し
て
と
り
続
け
て
き
た
っ

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
拒
台
権
を

乗
り
越
え
る
談
会
行
動
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
、
大
統
領
ー
と
し
て
の
意
地
を
け
見
せ
つ
け
た
の
が
、
こ
の
一
八
一
二
年
の
モ
ン
ロ
ー
の
抱
存
権

で
あ
っ
た
。

し
か
し

マ
デ
ィ
ソ
ン
が
問
題
に
し
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
と
、
今
回
の
カ
、
〆
パ

1
ラ
ン
ド
国
道
の
維
持
補
修
法
楽
と
は
、
政
策
の
次
一
川
が
あ

ま
り
に
も
異
な
る
υ

ボ
ー
ナ
ス
法
奈
は
連
邦
構
造
を
変
質
さ
せ
か
ね
な
い
ほ
ど
の
政
治
的
影
響
力
を
内
包
し
て
い
た
法
楽
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
法
案
は
政
浪
の
刻
象
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
憲
法
問
忠
を
持
ち
出
す
ほ
ど
の
内
容
で
は
な
い
よ
、
つ
に
巴
わ
れ
る
c

し
か
も
、

ン
パ

l
一7
〆
ド
同
道
の
維
持
補
修
の
費
用
は
、
道
路
開
通
殺
は
そ
の
使
用
を
脳
止
し
な
い
限
り
半
、
水
久
的
に
生
じ
る
も
の
で
、
開
発
某
金
の

原
資
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
管
轄
す
る
連
邦
政
府
が
こ
の
費
用
を
負
担
す
る
か
、
あ
る
い
は
州
に
符
轄
を
移
管
さ
せ
き
る
を

え
な
く
な
る
っ
そ
こ
で
、
恒
久
的
な
財
源
保
保
の
た
め
に
、
税
へ
市
か
ら
で
は
な
く
利
用
者
負
組
の
原
則
を
打
ち
出
す
方
針
を
示
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
案
は
連
邦
政
府
が
有
さ
な
い
内
陸
開
発
権
限
の
範
嶋
に
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
否
定
さ
れ
た
c

も
し
モ
ン
ロ
ー
が
こ
の

権
限
を
川
内
由
に
法
案
の
柁
存
権
を
発
肋
す
る
の
で
あ
れ
ば

一
八
一
八
年
な
ら
び
に
一
八
九
年
に
承
認
し
た
カ
、
〆
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
事
業

の
拡
張
と
凶
庫
か
ら
の
補
填
を
、

そ
も
そ
も
批
判
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
結
川
町
、

モ
ン
ロ
ー
は
、
必
百
権

と
い
う
強
硬
手
段
を
通
し
て
、
現
連
邦
憲
法
体
制
の
下
で
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
除
開
発
政
策
を
支
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
助
き
に
一
撃
を
加

え
、
連
邦
議
会
と
ト
人
統
領
府
と
の
内
陸
開
発
問
題
に
対
す
る
政
策
対
山
を
収
数
さ
せ
よ
う
と
し
た
c

し
か
し
、
連
邦
憲
法
改
正
に
は
川
分
の

一
今
以
上
の
州
の
賛
成
が
、
必
要
で
あ
り
、
六
州
で
も
反
対
が
あ
る
と
、
憲
法
改
正
は
不
利
能
で
あ
る
c

連
邦
憲
法
問
題
を
回
避
し
て
、
連
邦
政

附
が
園
内
の
交
通
網
の
開
発
を
支
援
す
る
政
恥
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
開
発
許
進
派
は
、

モ
ン
ロ
ー
の
恒
百
椎
に
よ
コ
て
再
び
戦
術
の
仕

北法;)7(4以))1612 
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戸
山
町
)
決
議
案
は
以
下
で
あ
る
。

ー
以
下
の
こ
と
が
決
一
哉
さ
れ
る
c

連
月
議
会
は
、

た
め
に
則
政
支
出
す
る
権
限
を
も
っ
。

2

以
下
の
こ
と
が
決
一
読
さ
れ
る
。
連
内
議
会
は
辿
邦
憲
法
の

I
で
郵
便
道
路
、

匝
は
止
当
な
補
償
が
な
け
れ
ば
、
公
的
使
用
に
伏
き
な
い
も
の
下
と
す
る
)

3

以
下
の
こ
と
が
決
一読
さ
れ
る
。
連
邦
議
会
は
辿
邦
憲

U
の
「
で
、
州
聞
に
わ
た
る
通
商
に
必
山
な
道
路
な
ら
び
に
淫
河
を
建
設
す
る
権
限

を
も
っ
そ
の
場
合
、
私
有
財
産
は

T
Zコ
な
補
償
が
な
け
れ
ば
、
公
的
円
的
に
供
さ
な
い
も
の
と
す
る
ご

4
1

以
下
の
こ
と
が
決
議
さ
れ
る
。
連
邦
議
会
は
辿
邦
憲
法
の

l
で
、
軍
事
目
的
の
た
め
に
運
河
を
建
設
す
る
権
限
を
も
っ
。
ぞ
の
場
合
、
い

か
な
る
私
有
財
産
も
そ
れ
に
よ
る
正
当
な
補
償
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
目
的
の
た
め
に
も
供
さ
な
い
も
の
と
す
る
c

』
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勺
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H
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む
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刊
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云
三
宮
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目
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三
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可
"
を
NR
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マ
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守
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ミ
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J
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E
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ご
ミ
ニ
叶
]
中
な
お
、
ラ

I
ソ
〆
は
、
本
書
の
中
で
、
州
川
の
採

似
状
況
を
去
示
し
て
い
る
が
、
決
議
阿
を
除
い
て
、
決
議
一
は
賛
成
八
九
反
対
ヒ
五
、
決
議
一
は
賛
成
人
一
以
対
八
川
、
決
ぷ
一
は
賛
成
七
。

反
対
九
一
一
、
と
い
う
風
に
恭
ー
十
異
な
る
数
伯
が
一
不
さ
れ
て
い
る
ο

筆
者
も
投
県
白
勤
を
州
別
で
調
企
し
た
が
、
議
員
の
選
出
州
が
特
定
で
き
な

い
議
員
が
若
|
包
お
り
、
ラ

l
ソ
ン
は
こ
れ
ら
の
議
員
を
除
い
て
州
別
採
択
状
況
を
表
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
し
か
し
、
州
別
議
員
の
投

票
れ
動
に
お
け
る
主
体
的
な
傾
向
に
支
障
は
な
い
じ

(
お
)
中
町
一
日
子
円
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連
邦
窓
法
の
下
で
、

郵
便
道
路
、

平
刷
他
的
道
路
、

連
川
の
建
ル
は
な
ら
び
に
河
川
改
修
の

軍
財
道
路
を
建
設
す
る
権
限
を
も
っ
。
そ
の
場
合
、

在
ム
付
則
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